


[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







[image: ]







目次




プロローグ　合流

第一章　新都市ヴェネティノヴァより

第二章　急報と邂逅

第三章　未完の大器

第四章　人を識る

第五章　共闘

第六章　交渉の切り札

第七章　三国医療同盟

エピローグ　不穏な気配

帰国後編Ⅰ　お天気お嬢ちゃん

帰国後編Ⅱ　クーの王国滞在記

帰国後編Ⅲ　野に咲く花と籠の鳥

帰国後編Ⅳ　神護の森の一番長い日

帰国後編Ⅴ　慰霊祭







[image: ]




　―――大陸暦一五四七年五月半ば




　ルナリア正教皇国との国境に近い街に残されていたトモエは、護衛のイヌガミとともに街の広場で開かれている昼市に来ていた。すでにソーマたちが無事であるという情報は伝書クイによって伝えられており、トモエたちも次に向かうトルギス共和国へは連れて行ってもらえるとのことだったので、この街で合流するべく待機していたのだ。

　しかし、ただ待つだけというのも勿もつ体たいないので、こうして盛り上がっている昼市を見て回ろうということになったのだ。国境に近いだけあって二国を行き交う行商人が集まっており、この昼市で二国の商品の取引が行われているのだ。

「おう、嬢ちゃん。お父ちゃんにこの簪かんざしを買ってもろたらどないや」

「美お味いしい乾物があるで？　見てってやー」

　トモエとイヌガミが昼市の中を歩いていると、露天商たちに商人スラングで呼びかけられた。どうやら彼らは二人を親子と勘違いしたようだ。顔の造りはかなり違うが、男性と女性で特徴に差があるのは獣人族では珍しくなく、親子に見えたのだろう。

　トモエはイヌガミを見上げながらクスリと笑った。

「イヌガミさん、お父さんだと思われてましたね」

「ハッ。義妹いもうと様さまには申し訳ありませんが、そのように勘違いしてもらえるならば好都合というものです。親子ほどに年の離れた赤の他人が並んで歩いているとなると、要らぬ憶測を呼んでしまいますから」

　赤の他人であることを強調して誘拐犯などに間違われるくらいなら、まだ親子と思われたほうがいい。そんな風に言うイヌガミの手をトモエはそっと握った。

「あの……だったらお父さんらしく、敬語は使わないほうがいいんじゃないですか？」

「ハッ……いや、それはさすがに……」

「ダメですか？」

「ダ、ダメということはないで……ない。トモエの言うとおりだろう」

　観念したイヌガミは敬語をやめた。トモエはクスリと笑った。

「それでは〝お父さん〟」

「……なんだ〝娘〟よ」

「今日は他国から来た商人がやっているようなお店がみたいです」

「ふむ……だとすると、あの店などがそうだろう」

　イヌガミが指差したのは太っちょの男性が店番をしている露店だった。どうやら日持ちのするドライフルーツなどを売っているようだ。トモエは首を傾かしげた。

「どうしてわかるのですか？」

「胸にルナリア正教のシンボルマークの装飾品を着けているだろう」

　言われてみれば太っちょの男性の左胸には、満月と三日月を組み合わせたようなシンボルマークの装飾品があった。トモエは知らないことだが、ルナリア正教から派遣されてきた聖女メアリも同じシンボルマークの首飾りを身につけていた。

「アレを平時にも身につけているのはルナリア正教の敬けい虔けんな信徒だ。しかも、なかなか良い色合いだろう？　あれは本教会へ相当な寄進をしている者の証あかしでもある」

「なるほど。だから正教皇国からの商人だとわかったわけですね」

「そういうことだ。覗のぞいてみるか？」

「はい！」

　二人はその露店へと足を運んだ。軒先にはドライフルーツやナッツなどが並び、奥のほうには果物を蜂蜜で漬けているのであろうタルが何個も置かれている。

「おう嬢ちゃん、美味しい蜂蜜漬けがあるで。買うてかんか？」

　ニカッとそういう露店主の男性。するとトモエは露店主に尋ねた。

「おじさんは外国の人ですよね？　なにかお国の面白い話はありませんか？」

「はぁ？」

　いきなりの質問に首を傾げる露店主が面食らっていると、

「こら、いきなり失礼ではないか！」

　イヌガミはトモエを叱りつけ、怒られてビクッと固まっていたトモエのフードの付け根のあたりを摑つかんで持ち上げた。トモエはまるでネコの子供のように宙ぶらりんな状況になった。イヌガミは愛想笑いを浮かべながら露店主にペコペコと頭を下げた。

「すみませんねぇ、旦那。あっしらは用があってトルギス共和国に行くことになってるんですが、娘にとっちゃあ初めての旅ってことで舞い上がっとるみたいなんですわ。目に付くものすべてに『あれはなに？』『これはなに？』ってうるさくて……」

「あー……ハハハ、子供が好奇心旺盛なのはええことやないですか」

「そういうもんですかねぇ。あ、そっちの蜂蜜漬けください」

「まいどどうも」

　イヌガミはトモエを抱え上げたまま会計を済ませると、ザックリとカットされたメロンの蜂蜜漬けをもらって笑顔のまま店を離れた。そして露店主から見えない位置まで来るとトモエを下ろして、腕組みをしながらその目をジーッと見た。

「大声を出し抱え上げたご無礼をお許しください。しかし義妹いもうと様さま？」

「は、はい……」

「なぜあのような質問をなさったのです？」

　トモエを萎縮させないようにイヌガミは努めて穏やかな口調で尋ねた。するとトモエは上目遣いになりながら、怖おず怖ずといった感じで白状した。

「義あ兄に様さまたちのお役に立つような人になるためには他国の情報も勉強しなくては、と思ったのです。だから……その……話を聞きたくて……」

　段々と小声になっていくトモエ。イヌガミは「はあ～」と溜ため息いきを吐ついた。

「密偵の中には商人に扮ふんしている者もいるのです。もしあの商人が密偵だった場合、情報を知りたがっている者としてマークされかねません。とても危険なのです」

「ご、ごめんなさいです……」

　トモエは本当に反省したようで狼おおかみ耳がシュンと垂れていた。すっかり気落ちしてしまった様子のトモエの肩に、イヌガミはポンと手を置いた。

「だから、もし他国について知りたかったら私に仰おつしやってください。知るかぎりのことは教えましょう。もちろん、守秘義務があるようなことはダメですがね」

　そう言うとイヌガミは果実の蜂蜜漬けがよそわれた木の椀わんをトモエに差し出した。

　トモエはそれを受け取ると、一口食べて顔をほころばせた。

「……甘いですね。〝お父さん〟」

「甘くなるものさ。とくに〝娘〟にはな」

　そんな嚙かみ合ってるんだか嚙み合っていないんだかなやりとりをしながら、二人は笑い合った。そんな二人の姿はどう見ても仲の良い親子にしか見えなかったという。




　―――二人のもとにソーマたちが合流したのはその翌日のことだった。







[image: ]




　これはソーマが共和国へ旅立ったころの話だ。

　場所はフリードニア王国の東にある湾岸都市『ヴェネティノヴァ』。

「く」の字型に曲がっている王国の海岸線。

　その角の部分に国内の物流を活性化させるための拠点として、国王ソーマの肝いりで建設されたのがこのヴェネティノヴァだった。

　この都市の特徴としてあげられるのは二層構造だった。

　海に面した海抜の低いほうの層には漁港・市場・公園などが置かれていて、住宅街や知事館などは海抜の高いほうの層に密集して設置されている。

　商店街や職人街は、ほとんどがその上層と下層を繫つなぐ坂道に設置されている。これは百年以上の周期で訪れるという、海底地震による津波を想定しての町割だった。

　そんなヴェネティノヴァの坂道通りにある一軒の診療所ではいま、生後八ヶ月ほど経過した男の子が、母親に抱きかかえられながら手足をバタバタとさせていた。

「きゃっきゃ！」

　この元気な赤ん坊の名前はフク。ソーマが難民たちの集落を訪れたときに、三つ目族の女医ヒルデ・ノーグと外科医ブラッド・ジョーカーの手で、帝王切開でとりあげられた男の子だった。ちなみにソーマが名付け親にもなっている。

　そんなフクくんは今日、母親と一緒に定期検診に来ていた。

「ふむ……とくに問題はないようだ。元気いっぱいだね」

　そんなフクくんを診察しているのは女医のヒルデだ。

　ヒルデはつい最近まで王都パルナムにある『ジンジャーの専門学校』で医師の育成に当たっていたのだが、それに目め処どが立ったため、元来研究室に籠もっての研究より市井で病人の治療にあたるほうが性に合っているヒルデは早々に職務を後輩に譲り、気にしていた元難民たちを追いかける形でこの新都市に診療所を開業したのだった。

　とは言っても、ヒルデは外科医ジョーカーと並ぶ医学界の二大巨頭の一角なので、ジョーカー共々、まだまだパルナムの医学校に呼び出されることも多かったのだが、ここ最近は〝ある理由〟からヴェネティノヴァに留とどまっていた。

　そんなヒルデから子供の無事の成長を告げられ、フクくんの母親は頭を下げた。

「本当にありがとうございます。私もフクも無事でいられるのはヒルデ先生とジョーカー先生のおかげです」

「礼なんていらないよ。私らはそれが仕事さね。それより王様が言っていただろ？　褒めるべきは私らが揃そろっているときに生まれてきたこの子自身だって」

　照れ隠しなのか、ヒルデはそっぽを向きながらそろそろ髪も生え揃いはじめているフクくんの頭を撫なでた。フクくんも手をパンパン叩たたいて喜んでいるようだった。

　そんなフクくんを母親は微笑ほほえましそうに見つめた。

「ふふふ。そうですね。これで親子二人、夫の帰りを待てます」

「ああ、そういえば旦那さん、見つかったんだってねぇ」

「ええ。兄上から連絡がありました」

　そう答えたのは、フクくんの母親の後ろに立っていたネイティブ・アメリカンのような服を着て、頰に呪まじない的なペイントをしている十八歳くらいの少女だった。

　彼女の名前はコマイン。かつて難民たちを束ねていた兄ジルコマから後事を託され、いまではヴェネティノヴァに根付き始めた元難民たちのまとめ役となっていた。

　コマインは今日は定期検診を受けるフクくんたちの付き添いとして来ていた。

「兄上からの伝書クイによると、いまこちらに向かっているようです」

　ジルコマは難民たちの中にいた、この国の一員となることを拒否しあくまでも故郷の奪還に拘こだわる者たちを連れて北へと戻っていた。いまは『東方諸国連合』の中の小国『ラスタニア王国』というところの募兵に応じる形で義勇兵として留まっているそうだ。そしてその地で、北を逐おわれる際に散り散りになった者たちの情報も集めているらしい。

　フクくんのお父さんもそうやって見つけられた一人だった。

「旦那さんは『ラスタニア王国』の隣国で奥さんを捜していたそうです。奥さんの無事と子供が生まれたことを伝えると、とるものもとりあえず駆け出して行ったとか」

「まったく……昔からあの人は落ち着きがないんだから」

　フクくんの母親はそう言いながらも、とても嬉うれしそうだった。そんな様子を見てヒルデはやれやれといった感じに肩をすくめた。

「まあ家族が揃うことはいいことさね。ただ、一つだけ忠告しとくよ」

「え？　あ、はい」

「アンタは出産のときに一度腹を切っている。施術も完璧だし〝二人目〟を作ることもできるだろうけど……一度腹を切ると切った部分が弱くなるから自然分ぶん娩べんは難しくなるんだ。だから次に妊娠したら切って取り出すほうが母子ともに安全だろう」

　息を呑のむフクくんの母親とコマイン。そんな二人にヒルデはニッと笑って見せた。

「旦那さんが帰ってきたらどうせイチャイチャするんだろ？　それでどうしても二人目が欲しくなったら、私か国が許可を出してる医者に相談しろってことさね」

「っ……はい！」

　母親は元気よく頷うなずいた。それを聞いてフクくんも「あ～い～！」となにやら自信満々気に叫んだので、見ていた三人は顔を見合わせて笑った。すると、

「……診察は終わったのか？」

　診療室の奥のほうからぬっとブラッドが顔を出した。もともと表情に乏しい男だったけど、いまはチラチラとヒルデを心配そうに見ているようだった。

「その……大丈夫なのか？」

「大丈夫。母子共に健康だよ」

「いや……そうではなく……」

「まったく……アンタって意外と小心だったんだねぇ」

　するとヒルデは立ち上がり、ブラッドを奥の方へと追いやった。

「そもそも、女性の患者さん診ているときに男が入ってくるもんじゃないよ！」

「いや、診ているのは子供のほうだろ……俺はただ……」

「いいから、アンタは向こうに行って明日の準備でもしてな！　体調を崩したっていうお姫様を見るために王都までいかなきゃならないんだからねぇ」

　ブラッドを強引に退場させてから、ヒルデは「やれやれ」と席に着いた。

　そんな二人の様子を見てコマインは首を傾かしげた。

「ブラッド先生もいたのですね。放浪癖があって、フラッと旅に出ては各地の病人を診ているという話を聞いていたのですが……」

　コマインの言うとおりブラッドには放浪癖があった。

　ブラッドはソーマ王の前でさえ「俺は金持ちより、貧乏人を癒いやしたい」と言ってはばからない、良く言えば孤高の、悪く言えば若干中二病が入った男だった。

　ソーマから講義をして欲しいと要請を受けているにも拘かかわらず、いまも王国各地を回って病人の診察・治療に当たっているそうだ。一応、その際には弟子も連れて行って実地研修はさせているらしいが。だからコマインはブラッドがいたことに驚いたのだ。

　しかし、ヒルデは「ふん」と鼻で笑った。

「なにが驚きなもんかい……男なんて単純なもんさね」

　そう言って自分の下腹部を撫でるヒルデ。その仕草でコマインたちはピンときた。

「もしかして、ヒルデ先生も!?」

「うわっ、おめでとうございます！」

「ふん……」

　照れたようにそっぽを向くヒルデ。それでも消え入りそうな声で、

（「はいはい。……ありがとさん」）

　……なんて言ったものだから、コマインたちは思わず吹き出してしまった。







「コマインさん。今日は付き添っていただいてありがとうございました」

「だう～」

　時刻は午後三時を過ぎたころ。ヒルデ診療所から出た坂道で、フクくんの母親に頭を下げられたコマインは「なんのなんの」と腕まくりをした。

「みんなのことは兄上から頼まれていますから。私にできることがあったらなんでも言ってください」

「ありがとうございます。今日はもう帰られるのですか？」

「いえ、知事殿に提出する書類がありますので、これからそちらに向かう予定です」

「そうですか。頑張ってくださいね」

「ハイ！　またね、フクくん」

　フクくんの小さな手をとって軽く振ってから、コマインは母子に別れを告げて坂道を駆け上っていった。この都市の知事の館はこの都市の一番高いところにある。コマインが商店通りを走り抜けていくと、店番をしていた果物屋のおかみさんに呼びかけられた。

「コマちゃん、毎日忙しそうだけどちゃんと食べてるかい？」

「え？　あ、そういえば今日はお昼を食べ損ねたかも」

「ダメだよ、それじゃあ。忙しくてもなんか、腹に入れな！」

　おかみさんは商品の林りん檎ごをコマインに向かって投げた。

「うわ、っと……ありがとうございます！　おかみさん！」

　コマインは林檎をキャッチすると、おかみさんに手をブンブンと振ってからまた走り出した。コマインが街を走っていると人々からよく手を振られる。

　最近の彼女は依頼を受ければ掃除・洗濯・子守といったことから、届け物や蜂の巣駆除まで引き受けている。若い娘でありながら元難民たちのまとめ役をしっかりと担い、働き者で荒くれ者が多い海辺の男たちの中に入ってもしっかり物が言える度胸があるというんだから、人気が出るのも頷ける話だ。すでに本人の知らないところで、『ヴェネティノヴァの看板娘』という二つ名までついていた。

（でも……いつまでもこのままってわけにはいかないわよね）

　コマインはヴェネティノヴァの街を走りながら考えた。

（難民だったみんなはこの新都市に根付き始めている。この国に溶け込むためには元難民かどうかという『壁』はないほうがいい。その『壁』の象徴とも言える『まとめ役』もやがて必要とされなくなるんだろうなぁ。それ自体はいいことなんだけど）

　コマインはもらった林檎を囓かじりながら小さく溜ため息いきを吐ついた。

（私もそろそろ探すべきかも。北に戻った兄上のように私自身の生き方を……）

　ヴェネティノヴァの街を走りながら、コマインはそんなことを考えていた。

　そんな考え事をしているうちに目的の場所へと辿たどり着いていた。

　知事館。この都市を取り仕切っている知事が住まう場所だ。

　領主でないのはこのヴェネティノヴァが王家の直轄領であるため、領主に当たるのはソーマ王ということになるからだ。しかし、ソーマ王の拠点は王都であるため、この都市を取り仕切る者を派遣しなくてはならない。

　主要都市の政庁に務める貴族・騎士は領地の経営を代官に任せる場合もあるが、この都市の重要性を考えると代官という名称では不足だろう。

　そのために作られた肩書きが『知事』だった。実質的にソーマ王の代わりに、この重要都市を統べる者として新設された職であり、その『知事』が住まい、政務を行う場所が『知事館』だった。さて、それでは現在の『知事』が誰かというと、

「失礼。知事のポンチョ様は居られますか？」

　コマインがいま知事館の門を警備していた衛え士じに問いかけたとおり、もと食料問題担当大臣にして現農林大臣を務めているポンチョ・イシヅカ・パナコッタだった。重要拠点であるこの都市を生半可なものには任せられないため、一時的にだが腹心であるポンチョに任せていたのだ。そのため最近ではポンチョは午前は王都に行って仕事をし、午後にはヴェネティノヴァに帰って仕事をしてと目まぐるしい日々を送っていた。

　一応、後任の知事として前の戦で功のあったアルトムラの領主ワイスト・ガローが赴任してくることになっているが、彼の準備が整うまでポンチョの忙しい日々は続くだろう。

　しかも、いまのポンチョの許もとには更なる厄介事が多数舞い込んでいた。

「知事殿は在宅ですが、面会はしばらくお待ちいただくことになりそうです」

　門を守る衛士は含みのある言い方で、苦笑交じりに言った。

「わかりました。提出したい書類があるので待たせてもらってもいいですか？」

「承知しました。どうぞコマイン殿。待合室のほうでお待ち下さい」

　顔見知りだったこともあり、衛士はすんなりとコマインを通してくれた。

　館の正面玄関のところで待機していた来客案内係である侍従メイドに案内されて館内の待合室へと通されると、その部屋の中にはすでに四人の女性がいた。

　女性たちは広めの部屋の一角に集まりなにかを話しているようだった。全員華やかに着飾っており、それぞれが良家のお嬢様なのだろうと推測できた。女性たちは新たに部屋に入ってきたコマインを一いち瞥べつすると顔をつきあわせてヒソヒソと話しだした。

　コマインは居心地の悪さを感じながら彼女たちとは離れた場所に座った。すると、

（「なにあの格好？　あんな子までポンチョ殿の妻の座を狙っているの？」）

（「野暮ったい子ね。ポンチョ殿なら、自分でも籠絡できると思ったのかしらね」）

　そんな女性たちのヒソヒソ声がコマインの耳にはバッチリと届いていた。

　コマインの一族は北の狩猟民族だ。獲物の気配や物音には敏感であり、この程度の小声なら離れていても聞こえてしまう。コマインは溜息を吐いた。

（やっぱり……ポンチョ殿とお見合いするために来た女性たちだったのね）

　今年の末にソーマ王とリーシア姫をはじめとする妃きさき候補たちとの結婚式が行われる旨がすでに公表されている。それに伴い、駆け込みで妃の座に収まろうとする縁談が王城に多数舞い込んでいるらしい。それだけでなく、ソーマ王の配下で今後出世が見込めそうな未婚の男性のもとへも縁談が集中しているのだそうだ。

　怜れい悧りな美形である宰相のハクヤやイケメン近この衛え騎士団長ルドウィンなどが人気だが、中でももっとも縁談が集中しているのがポンチョだった。

　新興貴族であるポンチョは家格が低く、縁談を持ちかける際のハードルが低い。その上ズングリムックリ体型なので、器量に自信がある者なら簡単に籠絡できると思われているのだ。さらに彼は先の食料問題解決の功労者として純粋な好意も集めている。

　つまりポンチョの許へは、家格の高い者、低い者、野心ある者、純粋な者……と、非常に多様な女性たちとの縁談が持ち込まれることになったのだ。いまここに集まっている女性たちはその中でも野心のある家の者たちなのだろう。

（「見てなさい。私の美貌であのズングリムックリを落として見せますわ」）

（「気が弱そうですから強気に迫れば簡単に落ちるはず」）

（「あんな見た目ですからね。きっと美しい女性には不慣れでしょうし」）

　ヒソヒソと話し合う女性たち。なんだか嫌な感じだなぁ、とコマインは思った。

（自分のことを言われるのはべつにいいんだけど、ポンチョ殿は難民のみんなが厳しかった時期に、ソーマ陛下と共に食料を援助してくれた大恩のある御お方かただもの。幸せになってほしいし、あまり変な人に奥方になってほしくないんだけどなぁ……）

　しかし、彼女たちの言うとおりポンチョはどこか頼りない部分がある男だった。彼女たちに強く迫られたらあの性格では断れないだろう。コマインはポンチョのことを案じていたのだが、そこでふとある疑問が浮き上がった。

（あれ？　じゃあどうして婚約者が決まらないのだろう？）

　ポンチョはたしかに押しに弱い。しかし、これまでに婚約者が決まったという話は聞いていない。これほどまでに多くの縁談が舞い込んでいるのにもかかわらずだ。

（こういった女性たちの求婚を全部はね除のけている？　あのポンチョ殿が？）

　コマインが首を傾げている間にも迎えの侍従メイドが来て、お見合いを求めてきた女性を一人また一人と連れ出していった。気がつけばコマイン一人になっていた。そして、

「お待たせいたしました。コマイン殿、どうぞこちらへ」

　迎えの侍従メイドが来てコマインの番が来たことを告げた。

　侍従メイドの後に付いて廊下を歩いていると、向こうのほうからさきほどまで部屋にいた女性の一人が早足で歩いてくるのが見えた。その表情は強こわ張ばっており、すれ違うコマインを気にする様子もなくスタスタと歩き去っていった。

（な、なんなの？　なんか切羽詰まったような顔をしていたけど、お見合いがうまくいかなかったのかな？）

　そんなことを考えているうちに応接室の前まで来ていた。侍従メイドが扉を軽く叩たたき、中からの返事を待ってから扉を開けてコマインの来訪を告げた。

「どうぞ。お入り下さいです、ハイ」

　そんなポンチョの声を聞き、コマインが「失礼します」と部屋に入ると、応接室には少し疲れた表情でソファーに座っているポンチョと、その背後に控えて立っている侍従メイドの姿があった。コマインはその侍従メイドを見て思わず目を瞠みはった。二十歳過ぎくらいに見えるその女性の美貌に、知性溢あふれるその佇たたずまいに一瞬にして呑のまれたのだ。

（あの女性が切羽詰まった表情をするわけだ……）

　ポンチョの後ろにこんな美人が控えていたら、自分の容姿に対する自信などは粉々に打ち砕かれることだろう。たくさんの縁談が持ち込まれていながら、ポンチョを押し切れた女性がいまだに現れないのはひとえに彼女のためだったのか。すると……。

（っ!?　睨にらまれた!?）

　ポンチョの背後に立つ侍従メイドがギンッとコマインを睨んだような気がした。

　美人が睨むと迫力は倍増する。コマインも背筋が凍りそうになったが、そこは日頃から屈強な男たちに対してもひるまず物が言えるほど勝ち気なコマインだ。負けない、とばかりに睨み返した。コマインに睨み返されたことにより侍従メイドも威圧感を増した。

　二人の視線がぶつかる。背後に狼おおかみと鷹たかの幻影が見えるようだ。

「あの、お二人とも、どうされたのですかです、ハイ」

　二人のただならぬ雰囲気にポンチョがオドオドとしながら尋ねた。

　声を掛けられたことでコマインのほうが先に我に返った。

「あ、そうでした。ポンチョさん、新たに合流した難民たちの名簿をお持ちしました」

「それはそれは。ご苦労様でしたです、ハイ」

　コマインが持ってきた書類をポンチョに手渡すと、いつの間にやら侍従メイドから放たれていた威圧感が消えていた。それどころか侍従メイドはコマインに対して頭を下げると、

「いま、お茶をお持ちします」

　と部屋を出て行った。態度の急変にコマインが頭上に疑問符を浮かべていると、

「お待たせしたようで、申し訳ありませんでしたです、ハイ」

　書類に目を通していたポンチョがコマインに謝罪した。

「あ、いえ。その……お見合いの申し込みってやはり多いのですか？」

「は、はい。そうですね。ソーマ陛下の家臣の中で、未婚の男性には多くの縁談が持ち込まれているようです、ハイ。こんな私わたくしにまでも結構な数の縁談が持ち込まれていまして、王城で侍従メイド長ちようをしているセリィナ殿が取り仕切ってくれなかったら、もっと大変なことになっていたでしょうね、ハイ」
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（セリィナ……さっきのすごい美人の侍従メイドさんのことかな？　王城で侍従メイド長ちようをしているってことはかなり有能な人なのだろう）

　コマインがそんなことを考えていると、ポンチョは困ったような笑みを浮かべた。

「しかし、私がこんなナリだからでしょうかね。これまでかなりの数の縁談をいただいたのですが一人として話がまとまらないのです、ハイ。面談で私の顔を見た途端、『この話はなかったことに』って言われることが多くて」

（あれ？　それって……）

　コマインはこの部屋に入ったときのことを思い出していた。

　人の良さそうなポンチョがいて、その後ろに超絶美人侍従メイドのセリィナが控えている構図を。……うん。この時点で第一関門がある。少しばかり自身の容姿に自信があってポンチョなら軽く籠絡できるだろうと考えているようなお見合い相手は、背後に立ったセリィナの美貌を前にしては裸足はだしで逃げ出すことだろう。

　仮にその場で踏み止とどまったとしても次に待っているのはセリィナの放つ威圧感だ。あの威圧感には並の女性では耐えることはできないだろう。コマインでさえ野生の大狼と対たい峙じしたような戦慄を感じるほどだったのだから。

「せっかくセリィナ殿が仕切ってくれているのに、申し訳ないことです、ハイ」

　申し訳なさそうに言うポンチョに、

（いや、縁談がまとまらないのって、セリィナ殿のせいなんじゃないの!?）

　と、コマインは思わず言いそうになったのだが、

「失礼します。お茶をお持ちいたしました」

　セリィナが見計らったようなタイミングでお茶を持ってきたので、言葉を喉の中で押し留とどめた。美お味いしいお茶を頂きながらもコマインの頭の中はグルグルと混乱していた。

（セリィナ殿はポンチョ殿の縁談を妨害している？　でも、なぜ？　王城から派遣されているということはソーマ陛下の意向を汲くんでのこと？　いや、そんなわけがない。あの陛下がそんな陰険なことをするとは思えない。だとしたらセリィナ殿個人の意思？　ポンチョ殿になにか恨みでもあるのかな？）

　コマインがそんなことを考えていると、ポンチョが優しく語りかけた。

「最近の元難民みなさんの暮らしはどうでしょう？　なにか不便はありませんか、ハイ」

「あっ、はい。みんなここの暮らしに慣れてきているようです。段々とですが、私のところに持ち込まれる揉もめ事ごとの仲裁依頼も減ってきています」

「それは良いことですね、ハイ。平穏なのが一番です」

「はい。まとめ役としては肩の荷が下りてホッとしていますが、同時に暇になりつつありますので、なにか新しいことでも始めようかと考えています。ポンチョ殿は……相変わらずお忙しいようですね？」

「ハイ。知事の仕事に加えてお見合いもこなさなくてはなりませんし、また新しいことを勉強するように陛下に言われていますからね。忙しいです、ハイ」

　ポンチョは机の脇に積まれた本の山を見ながら溜ため息いきを吐ついた。

「勉強……ですか？　一体なにを？」

「兵糧などの輸送についてです。陛下が仰おつしやるには兵糧の管理者に私の名前があるのとないのとでは、軍全体の士気が違うのだとか。だからお飾りであっても要職に就いてほしいらしく、最低限度の知識を叩き込まれている最中なのです、ハイ」

　ポンチョは『食神イシヅカ』と市井の民から崇あがめられるほど、王国では食のスペシャリストとして認知されている。彼の名前が兵糧の管理者としてあるだけで、将兵たちは勝手に美う味まいものが食べられると思って士気が上がるのだそうだ。

　名声を得てしまったがゆえの苦労もあるのだなぁ、とコマインは思った。

　するとセリィナがポンチョになにやら耳打ちをしていた。

（「本日の来客はもうコマイン殿で終了です。お疲れ様でした」）

（「そうですか。セリィナ殿もお疲れ様です、ハイ」）

（「いえ、陛下からポンチョ殿を補佐するようにと命じられておりますので」）

（「それでも、いつも感謝していますです、ハイ」）

　そんな二人の会話をコマインの良すぎる耳は拾っていた。

　その声を聞いてコマインは先程の自分の説を打ち消した。セリィナの声に嫌悪感のようなものは一切感じなかった。それどころか、ドキドキするような〝甘さ〟のようなものがある。よくポンチョもあんな声で囁ささやかれて平然としていられるものだ。すると……。

（「感謝しているというのでしたら、今夜も……」）

（「……セリィナ殿も、お好きですねぇ」）

　二人がそんなことを囁いたので、コマインはお茶を吹き出しそうになった。

（今夜!?　お好き!?　え、なに!?　二人はなにを話してるの!?）

　コマインはお茶を飲むフリをしながらカップの縁越しに二人をチラリと見た。

（も、もしかして二人ってそういう関係!?　あっ、だからセリィナ殿は威圧感を出していたのか！　ポンチョ殿を、誰にも取られまいとして……えっ、でも意外。どうしてこんな美人さんがそこまでポンチョ殿に惚ほれ込んでるんだろう……）

　コマインの頭は先程とは違う意味でグルグル、というか悶もん々もんとしだした。

「あっ、そうです。コマイン殿」

「えっ……あ、ひゃい！」

　いきなりポンチョに話しかけられて、思わずコマインの声が裏返った。

「コマイン殿はこれからなにか仕事があるのでしょうか？」

「いえ、今日はここが最後ですけど……あの、なんででしょう？」

　怖おず怖ずと尋ねるコマインにポンチョはにこやかな笑みを浮かべながら言った。

「いやなに、晩ご飯を一緒にどうかと思ったのです、ハイ」







（ど、どうしてこうなったんだろう……）

　コマインはいま自分が置かれている状況を理解できなかった。

　知事館の中にある知事のプライベート用ダイニング。そこにあるテーブルにセリィナとコマインが向き合うように着いていた。ポンチョは料理中で不在なので、コマインはなんとも気まずい思いをしていた。

「コマイン殿。さきほどは申し訳ありませんでした」

　すると、二人っきりの空気の中でセリィナが急に頭を下げた。

「え？　あの、なにがですか？」

「貴女あなたを値踏みするような目で見てしまったことです。てっきりまた、ポンチョ殿なら楽に籠絡できると考えているお見合い相手かと思いまして……」

　あの視線は睨んでいたのではなく値踏みしていただけだったようだ。セリィナはポンチョを野心ある女性の毒牙から護まもっていたのだとわかり、コマインはホッとした。

「その……やはりポンチョ殿とのお見合い相手はそういった人が多いのですか？」

「ええ。あのとおり、見るからに隙だらけの人ですからね。陛下からはポンチョ殿が変な女性に引っ掛からないよう頼まれているのですが、私の目を見た瞬間に逃げるように去っていく人が多いです。最低限の礼儀くらいわきまえてほしいものです」

　そりゃあ怖かったですもん、という台詞せりふをコマインはすんでのところで呑み込んだ。セリィナは値踏みしていただけのつもりかもしれないが、あの視線ではやましい考えのないお見合い相手さえも怯おびえて逃げ出してしまうのではないだろうか。

「でも、コマイン殿は逃げ出しませんでしたね？」

「我らの部族は狩猟民族です。まるで大狼に睨まれたようでしたが、恐怖に呑まれるようでは狩人かりゆうどは務まりませんからね」

「……私の視線は大狼なみだったのですか？」

　コマインの言葉にセリィナが地味にショックを受けているようだった。そんなとき、大きな鉄鍋を持ったポンチョがやってきた。

「お待たせしましたです。今日の実験メニューはこちらになりますです、ハイ」

　ポンチョは鍋の中の物を各自の皿に盛りつけていった。盛られたものを見てコマインは一瞬怯ひるんだ。皿の上が茶色一色だ。しかもなんだか見た目も悪い。

（これは……妖よう狼ろう族が栽培していたお米？　しかし、ところどころに細切れになったパスタのような物が混ざっている。しかも、全体的にまっ茶色……）

「ああ。すばらしいです、ポンチョ殿」

　怯むコマインとは裏腹に、セリィナはその料理を見てうっとりとしていた。

「これは以前にいただいた『ソースやきそば』のようですが、そこにお米を混ぜているのですね。麺は短めでお米と一緒にいただきやすくなっています。主食を主食と炒いためるこの背徳的な見た目、ソースの香りと合わさり最高です」

　まるで恋する乙女のような雰囲気でそう絶賛するセリィナ。さきほどまでの知的美人な様子との間にギャップがありすぎて、コマインは若干引いていた。しかし、ポンチョはそんなリアクションも見慣れているようで、この料理について淡々と説明した。

「陛下のいた世界では『そばめし』というそうです。まずソース焼きそばを作り、そこにごはんを投入します。さらにすじ肉などを入れて混ぜ合わせた物です。今度、王城内に作られた実験料理店の新メニューとして出してみようかと思っているのです、ハイ」

「さっそく、いただきます」

　セリィナがそばめしをスプーンで掬すくい口へと運ぶ。

　口に含んだ瞬間、まるで天の啓示でも受けたかのような、恍こう惚こつの笑みを浮かべていた。そんなセリィナの様子をポンチョはにこやかな顔で見ていた。

「本当に……セリィナ殿もお好きですねぇ」

　その言葉を聞いて、コマインは二人が交わしていたひそひそ話を思い出した。どうやら「今夜も」とか「お好き」とか言っていたのはこれのことだったようだ。

　ちょっとアレな想像をしてしまったことが恥ずかしくなり、コマインは皿に盛られたそばめしを躊躇ためらいなく一気にかき込んだ……次の瞬間、パァ～ンとコマインもまた天の啓示を受けたような気分になった。

（なにこれ!?　こんな見た目だけどめちゃくちゃ美味しい！）

　甘辛ソースの刺激と香りに食欲が刺激され、握ったスプーンがそばめしを次から次に口へと運んでくる。なんと蠱こ惑わく的てきな味だろう。あのセリィナ殿が蕩とろけたような表情になることも頷うなずける。納得すると同時にさっきセリィナが言っていたことを思い出した。

（「感謝しているというのでしたら、今夜も……」）

　今夜も……あのときたしかにセリィナは今夜もと言った。

　つまり、セリィナは毎晩のように、こんな美味しい物をポンチョ殿と二人で食べているということではないか。そう思った瞬間、コマインはいてもたってもいられない気分になった。席を蹴って立ち上がり、ポンチョの前で床に膝を突いた。

「ポンチョ殿！」

「は、はい！　あの、コマイン殿？　どうしたのですか急に膝など突いて」

「コマイン殿？」

　訝いぶかしげな表情の二人に、コマインは抑えきれない自分の気持ちを吐き出した。

「こういった料理が食べられるのならば、私はポンチョ殿にお仕えしたいです！　どうかおそばにおいてくださいませ！」

　コマインによるいきなりの仕官願い。あまりに急な出来事にポンチョが言葉を失っていると、セリィナが席から立ち上がって膝を突くコマインの前に立った。その瞳は、あのときお見合い相手を追い返したときのような迫力のあるものになっていた。

　見る者を萎縮させるような瞳でセリィナはコマインを見据えながら言った。

「それは……本心からの言葉なのですか？」

「はい！　我が一族の誇りにかけて」

　コマインはその瞳から目を逸そらすことなく真っ直すぐに見つめ返した。

　本来、話題の中心であったはずのポンチョをほったらかしにして無言で睨にらみ合うセリィナとコマイン。ポンチョは相変わらずオロオロするだけだった。

　しばらくして、セリィナは観念したように肩の力を抜いた。

「本気のようですね。……わかりました」

　そう言うとセリィナはコマインに向かって手を差し伸べた。

「歓迎しましょう。ようこそ、イシヅカ家の食卓へ」

「セリィナ殿っ」

　ガッチリと握手を交わす二人。同じものに心を奪われたもの同士。この日、Ｂ級グルメの魅力に取り憑つかれた二人は、血よりも固い絆きずなで結ばれることになった。ちなみに完全に置いてきぼりにされたポンチョは一人静かにそばめしを食べていた。




　―――なお、余談ではあるが、次の日からお見合いの際にポンチョの背後に控える女性は二人になったそうな。
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『トルギス共和国』

　ランディア大陸の南端に位置する国家だ。この大陸では南方へと向かうほど平均気温は下がっていき、南端のトルギス共和国ともなると雪と氷の世界となる。山岳国ではあるがアミドニア地方に比べれば平地も多く耕作可能な土地は多いが、冬が長く夏が短いため耕作可能な期間が限られており、農業はあまり盛んではない。

　この国の人々の生活を支えているのは牧畜だった。人々は寒冷地でも生きられるヤクやケナガサイやマンモスなどに似た毛の長い家畜を放牧して暮らしていた。

　この地に暮らす人々もまた特殊で『雪原の五種族』と呼ばれる獣人族が大多数を占めている。『雪せつ猿えん族ぞく』、『白はく兎と族ぞく』・『白はく鷲しゆう族ぞく』・『雪せつ熊ゆう族ぞく』・『海かい象しよう族ぞく』の五種族だ。

　これらの五種族は他の獣人族がそうであるように、女性であれば人間に動物の耳や羽やしっぽが生える程度なのだが、男性であればかなり動物に近い顔をしている者もいる。異種族の間でも婚姻は認められているが、生まれてくる子供は必ず親のどちらか一方の種族として生まれて特徴が混じり合うようなことはないようだ。一番多いのは多産種族として知られる白はく兎と族ぞくであり、一番少ないのは平均身長が二メートル以上ある海かい象しよう族ぞくだった。

　これらの種族は入り交じる形でこの国の中で部族を作っているのだが、種族によって能力に差があるためその土地にあった配分になっている。

　海辺に暮らす部族は氷の海に入って魚を捕ることができる海かい象しよう族ぞく・雪せつ熊ゆう族ぞくの割合が多かったり、山岳部で暮らす部族には地形をものともしない雪せつ猿えん族ぞく・白はく鷲しゆう族ぞくが多かったり、夏場の短い期間で農耕を営む白はく兎と族ぞくは平地に住まう者が多いといった具合だ。

　人間族の行商人など他の種族もいることにはいるのだが、この地の真冬は極寒となるため他の種族では普通に生活するのも厳しく、奴隷などを除けば雪に道が閉ざされる前には国外へと退避するらしい。……まるでスナ○キンみたいだ。

　そんな厳しい環境であるため、この国はいままで外敵に滅ぼされたことがない。

　上空は常に気流が乱れているし、また夏といえど肌寒く感じる環境は飛竜ワイバーンなどの空軍戦力を寄せ付けず、また海は南に行けば行くほど氷に覆われて海軍戦力の侵攻を阻む。

　そのため攻め口は陸路だけになるのだが、固く守って夏場を乗りきりさえすれば冬将軍がやってきて補給路も断たれるため、敵は撤退せざるをえなくなる。

　またこの国を攻め取ったとしても得るものが少ないという事情もある。

　最盛期のグラン・ケイオス帝国は星竜連峰とでさえ互角に渡り合ったというが、この国に至っては〝最盛期の帝国でさえ攻め取ることを考慮にいれなかった〟のだ。

　そんなトルギス共和国の政治形態は原始的な共和制だった。

　まず、それぞれの部族の代表者である族長が集まり、『族長会』と呼ばれる議会のようなものが形成されている。そしてその族長会がこの国の名目上の代表者である『元首』を選出する。国内でのことは族長会と元首が話し合いで取り決めるが、対外的なこと（交渉や戦争など）は元首が指揮することになっている。

　この元首は本来一代限りのものであるが、族長会の承認を得れば世襲も認められている。大陸暦一五四七年現在のトルギス共和国の元首は二代目だそうだ。

　……さて、ここまでトルギス共和国について語ってきたわけだけど、この国とフリードニア王国との関係を思い出してみると、あまり友好的な関係とは言えなかった。

　この国は冬でも凍らぬ港、閉ざされぬ土地を求めていて、ことあるごとに北進する機会を狙っている。さきのエルフリーデン王国とアミドニア公国との戦いでも、隙あらば介入しようと、王国南部の国境近くまで兵を進めてきていた。

　俺はエクセル率いる海軍を国境線近くに配備し、睨みをきかせることによってかろうじて国内への侵入を防いだ。公国との戦争が泥沼になっていたとしたら、彼かの国は必ず攻め込んできたことだろう。油断のならない相手だ。

　だからといって、俺はこの国と争いたいとは思っていない。

　この国を攻めたとしても得るものが少ないからだ。仮にこの国の土地を占領したとしても、フリードニア王国とトルギス共和国では生活様式が違いすぎる。王国も南部に行けばかなり寒いが、共和国の冬はそれ以上の極寒となる。共和国にはそんな寒さに適応した生活様式があるわけで、たとえどんなに優れた代官を派遣したとしても、文化や価値観、生活様式などが違う国相手ではまともに治めることはできないだろう。

　もしも下手にこちらの習俗を強制しようものなら反乱を起こされるのがオチだ。

　攻め込まれたくないが攻め込むのも面倒な国。それがトルギス共和国なのだ。

　だからこそ、俺はフリードニア王国の国王としてトルギス共和国とは友好的な関係を築きたかった。幸いなことに前の戦でうちの国は共和国とは直接干かん戈かを交えてはいない。お互いの国民感情もそこまで悪くはなっていないはずだ。

　あとは共和国の文化や考えに触れて、相手の望むこととそれを叶かなえる穏当な手段さえ見つけられれば、友好的な関係を築けるのではないだろうか。

　甘い考えなのはわかっている。だけど無用な戦は国を疲弊させる。

　対公国戦のときのような戦争は最終手段であって常態化させていいものではない。星竜連峰で見たあの立方体ような人じん智ちを超えた不安材料も存在しているのだ。いつなにが起きるかわからないのだし、下手に国力を損耗させる事態は避けたい。そんな願いが叶うかどうかを見極めるためにも、俺たちは『トルギス共和国』へとやってきたのだ。

　トルギス共和国の東部にある町『ノーブルベップ』。

　フリードニア王国の国境からもほど近いこの町は、北に山々、南に海を抱えたのどかな宿場町だった。いまが五月下旬で道を閉ざしていた雪や氷がようやく溶け、寒さも少しは緩みこの国にしてはかなり過ごしやすい時期だ。そのため他国からの行商人も多く、町は賑にぎわいを見せている。そんな町の中を俺たちは歩いていた。

　メンバーは俺、アイーシャ、ジュナさん、ロロア、トモエちゃん、ハル、カエデの七名だった。トモエちゃんの護衛であるイヌガミも付いてきているのだが、いまは離れた場所から黒猫部隊とともに警戒＆護衛してもらっている。

　本当はリーシアやナデンにも同行してほしかったけど、ナデンは龍や竜ドラゴンの特性として寒さに弱いため、リーシアは星竜連峰から帰って来てから体調が優れないため王国で休んでもらうことにした。リーシアのことはすごく心配だけど、そのリーシアから、

『私のことは大丈夫だから、国王としてしっかり世界を見てきて』

　と言われてしまっては、ずっと傍そばで看病するというわけにもいかなかった。心配ではあるけど、国一番の名医であるヒルデとブラッドに診てもらえるよう手配はしておいたので大丈夫だろう。なにかあったらナデンが知らせてくれることになっている。

　リーシアの思いに応えるためにもちゃんと共和国を見て回らないと。

「寒い場所と聞いて雪だらけの景色を想像しとったけど、そこまででもないんやね」

「五月も下旬ですからね。それでも十分肌寒く感じますけど」

　ロロアとジュナさんがそんなことを話していた。

　二人とも、王国にいるときよりも厚着している。一応、今回の旅にあたっては俺は交易品になりそうな物を探して旅をする商家の若旦那で、トモエちゃんは俺の妹、アイーシャとハルとカエデは俺が雇った冒険者ということになっている。そしてロロアは俺の実家の店で働く奉公人で、ジュナさんは俺の奥さんということになっていた。

　そんな奥さん役であるジュナさんが身体からだを寄せながら尋ねてきた。

「あの、よろしかったのでしょうか？　正せい妃ひの方々を差し置いて私が奥様役など……」

「これも一応安全を考えてのことですから。文武両道のジュナさんにはなにかあったときのために、あえて戦闘力を隠しておいて欲しいんです」

　たとえば暴漢に襲われたとして、相手が警戒するのは冒険者の格好をしているアイーシャ、ハル、カエデの三人だろう。そしてジュナさんをただの綺き麗れいなお姉さんだと思って油断して後ろからバッサリいかれるわけだ。……いまさらだけど俺の婚約者って戦闘力高すぎだよな。ナデンも増えて平均値がまた跳ね上がったし。

「……とまあそういったことを踏まえた上で、わざわざ旅に同行する武力のない人物となると役回りは限られるんですよね。ジュナさんは奉公人って感じでもないですし、カルラのように侍従メイドで押し切るのもどうかと思いますし」

「私はそれでも構いませんよ。なんなりとお命じくださいませ、ご主人様」

「喫茶ローレライはいつからメイド喫茶になったの!?」

　ジュナさんが「ご主人様」と言いながら胸に手を当て、笑顔で首を少し傾かしげたものだからちょっとドキッとしてしまった。その気になりそうなので本気でやめてほしい。

「まあ、ジュナさんも婚約者ですし、いいんじゃないですか？」

「そうでしょうか？」

「せやせや。ジュナ姉は奥さん役なんやし、存分に甘えたらええんとちゃう？」

　そう言いながらロロアが俺の腕に抱きついてきた。

「そう言うロロアは奉公人だろ？　若旦那に抱きついてていいのか？」

「ええやん。うちは奉公人やけど、『若旦那を支えることで第二夫人の座を狙っていて、あわよくば第一夫人を蹴落とそうと画策している奉公人』やから」

「変な設定を付け加えるなよ！ってか、妙にドロドロとした設定だな」

「そんでジュナ姉がうちに『この女め狐ぎつねが』って言うん」

「わ、私はそんな役どころなのですか？」

「ジュナさんも真に受けないでください。それとロロアの場合は子こ狸だぬきだろ……」

「ポンポコポンッ☆」

「はいはい。カワイイカワイイ」

　お腹なかを叩たたくマネをするロロアの頭を撫なでてやるとロロアはニンマリと笑った。この世界の狸も腹鼓を打つのかな……って、もとの世界の狸も実際には打たないか。

「ふふっ、ロロアさんを見てると遠慮をするのがバカらしくなりますね」

　ジュナさんも俺の空いてるほうの腕に自分の腕を搦からめてきた。

「折角の機会です。私も甘えさせてください。旦那様」

「えっと……はい。エスコートできるよう頑張ります」

　そんなことを話していると、少し離れたところで俺たちの様子を眺めていた狐の獣人族であるカエデが首を傾げた。

「女狐が、って私もルビィさんに言われるのでしょうか？」

「カエデの場合は間違っちゃいねぇか。頼むから仲良くしてくれ」

「じゃあ、お留守番のルビィさんにお土産を買って帰らないとですね。というか、私に言われる前にそれくらいの甲か斐い性しようを見せないとダメなのですよ、ハル」

「……はい」

　ハルはガックリと肩を落とした。ルビィを第二夫人として娶めとることになって以来、完全に主導権を握られているようだ。まあうちも余よ所そ様のことは言えないんだけど。

　そんなハルたちの横ではトモエちゃんがアイーシャに肩車をされていた。

「見てくださいアイーシャさん。あっちに蒸ふかした芋の出店があります」

「おー、本当ですね。美お味いしそうです（ジュルリ）」

　星竜連峰には行けなかったので、辛つらかったであろう難民としての旅路を除けば、これがトモエちゃんにとって初めての国外旅行だ。いま十一歳だし、初めて泊まりがけで林間・臨海学校にきた小学生のようにテンションが上がっているのだろう。少し目立ってしまっているけど、楽しそうだし善しとしよう。

「あっ！　ねえねえダーリ……じゃなかった若旦那。ちょっとこっち来て」

　不意にロロアにグイグイと引っ張られある露天商の前へと連れてこられた。なにかと思って見てみると、装飾品なんかを扱っている店のようだ。

「なにか欲しい物でもあるのか？　そんなに高い物でないなら買っても……」

「ちゃうって。いや買ってくれるんなら嬉うれしいけども。せやのうて、この売られてるもんの装飾を見てみぃ」

　そう言ってロロアは売り物の一つを手に取って俺に差し出した。

　受け取ってみるとそれは金細工の簪かんざしだった。柄の部分に付いている装飾のモチーフは樹木なんだけど……これは凄すごい。とても巧みな細工が施されている。葉っぱの一枚一枚まで綺麗に彫り込まれていて、枝に留まった鳥までハッキリとわかる仕上がりだ。

「こっちの魚を模したイヤリングも鱗うろこの一枚一枚まで丁寧に刻まれてますね」

「このロバを模したブローチ、手綱が鎖状になってるんですけど凄く細いです」

　横で覗のぞき込んだジュナさんと、アイーシャに降ろしてもらったトモエちゃんも感嘆の声を漏らしていた。二人の言うとおりどの商品も細部にまで凝った装飾が施されている。

　すると店番をしていたウサ耳を生やしたおばさんに話しかけられた。

「なんやお若いの。綺麗な嬢ちゃんたち連れとるやないの。ここはパーッとうちの商品をプレゼントしたらどないや？　男上がるで？」

　ウサ耳のおばちゃんはガハハと笑いながら、俺にはエセ関西弁に聞こえる商人スラングで声を掛けてきた。ウサ耳が生えてるってことは白はく兎と族ぞくなのだろうか。ウサギの獣人と聞いてバニーガールを想像していたけど……うん、まあ、種族なんだからこういった年齢の人もいるか。俺は商品を手に取りながら尋ねた。

「気に入ったので買いたいのですが、これって名のある職人の作なんですか？」

「いんや？　そこらの工房で作られたもんやから、そんな高いもんでもあらへんで？」

「えっ、そこらの工房で？」

　こんな凝った装飾品が簡単に作れてしまうのか？　本当なんだろうか。

　するとなぜかロロアが自慢げに胸を張った。

「トルギスの装飾品は緻密な装飾で有名なんや。夏場には余所の国からこれ目当てに買い付けに来る行商人も仰ぎよう山さんおるそうや」

「トルギスは冬場になると雪に埋もれてまうからねぇ。あまり遠くにも出かけられへんから家ん中で内職していることが多いねん。そんな生活を数百年単位でしてるから、トルギス人は手先が器用なんやろうなぁ」

　ウサ耳のおばちゃんがそう補足してくれた。なるほど、そういうものなのか。感心しているとロロアがニヤリと不敵な笑みを浮かべた。

「ねえ若旦那。こんなに緻密な細工ができるトルギスの職人なら、若旦那が前々から考えとった〝例のアレ〟を作る助けになるんとちゃう？」

「例のアレ……っ！　アレか！」

　たしかに、作ろう作ろうとは考えていたけど、うちの国の職人では中々進展させられなかったアレの開発計画。だけど手先が器用なこの国の職人たちなら作れるかもしれない。それにおばちゃんの話が本当なら、この国には凄すご腕うでの職人がゴロゴロいることになる。開発だけでなくいきなり量産体制にもっていけるかもしれない。

　トルギス共和国……なにもない国だと思っていたけど、すごいポテンシャルを秘めている国じゃないか。俺は店のおばちゃんに尋ねた。

「おかみさん。何個か買っていきますんで、ここいらに住んでいて、なおかつ腕の立つ職人さんを紹介してはいただけないでしょうか？」

「まいど。ほんならオズミ工房に行ってみたらどうやろか？　あそこのタルは若いけど腕の立つ職人や。ちょっと人見知りで仕事に頑固っちゅう典型的な職人気質の子やけど、私が紹介状を書けば邪険にもせんやろ」

「是非、お願いします。あっ、ロロア、ジュナさん、アイーシャ、トモエちゃん。気に入った物があったら買っていいよ」

「さすがダー……じゃなかった、若旦那！　よっ、太っ腹！」

　女性陣に声を掛けるとロロアが真っ先に食いついた。

「ありがとうございます旦那様。トモエさん、一緒に選びませんか？」

「えっ……あ、はい！」

　こういう場面では遠慮しないほうが、男の顔を立てられるとわかっているジュナさんは一礼すると、こういうときに遠慮がちになるトモエちゃんを誘って一緒に商品を物色しだした。いろんな背景を抱えている女性たちだけど、こういう装飾品屋の前でキャッキャウフフと楽しんでいるのを見ると普通の女の子らしくて安心する。

「ちょうどいいです、ハル。ここでルビィさんへのお土産を買いましょう」

「おう。あっ、でも見立てるの手伝ってくれねぇか？　もちろんカエデのも買うから」

「仕方ないですね。でも、私のはハルが選んでくださいなのですよ？」

「あ、ああ」

　カエデとハルバートもこの店でなにか買うつもりのようだ。

「ルビィさんの赤い髪には金色が似合うと思うのですよ」

「ああ、そうかもな。カエデの金色の髪には銀とか似合いそうだよな」

「ふふ、良いセンスだと思うのですよ。ハル」

　二人は店の商品を見ながらそんな甘めの会話を繰り広げていた。

（……って、あれ？　アイーシャはどこだ？）

　そういえばさっきからアイーシャの姿が見えなかった。

　周囲を見回してみると、少し離れた場所でアイーシャが二羽の伝書クイを肩に留まらせているのが見えた。どうやら手紙を受け取っていたようだ。……なんとなくだけど、あの日、神護の森が災害に襲われたという手紙を受け取ったことを思い出した。あのときのアイーシャの苦痛に満ちた表情は忘れようとしても忘れられない。

　どんな連絡が来たのか緊張しながら待っていたけど、アイーシャの表情に変化は見られなかった。すると、一つの手紙を見終えたアイーシャがこっちに近寄ってきた。

「なにか連絡が来たのか？」

「はい。リーシア様から二通手紙が届きました」

「リーシアから？」

「はい。一通は私宛で、もう一通は陛下宛です」

　そう言ってアイーシャは一通の未開封の手紙を手渡してきた。その手紙を受け取りながら俺は首を傾げた。俺とアイーシャにそれぞれ手紙を出したのか？

「王都でなにかあったのか？」

「さあ……私の手紙には、あることをしてほしいと書かれていました」

「あること？」

「すみません。陛下には内容を話すなと書かれておりまして……」

　アイーシャは申し訳なさそうに頭を下げた。ますますわからないな。とりあえず俺宛の手紙を読んでみるか。なになに……。




『ソーマへ。

　この手紙と一緒に、アイーシャへの手紙が届いていると思うから、さきにそっちをアイーシャに読んでもらってね。この手紙を読むのは必ずその後にしてください』




　冒頭からそんな文章で始まっていた。

　なんだかわからないけど随分な念の押しようだな。アイーシャはすでに手紙は読んでいるみたいだし読み進めても大丈夫だろう。そのまま手紙を読んでいくと……、

「……はい？」

　ある文章を目にし、俺はいきなり頭を殴られたような衝撃を受けた。

　えっ……これ、マジか？　マジなのか？　いや……マジなのだろう。こんなウソを吐つく意味もない。と、いうことは……ええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええええ!!

「ど、どうしたんですか!?」

　よほど変な顔をしていたのかアイーシャに肩を揺すられた。それで我に返ったんだけど、あいかわらず背中に冷たい汗が流れ膝が震えていた。マジか。マジなのか。

　俺は壊れたブリキのロボットのように首をアイーシャのほうに向けると、

「帰るぞ」

「え？」

「いますぐ、王国に帰るぞ!!」

　俺は血走った目で皆にそう言った。あとで思い返してみても、このときの俺は正気ではなかったと思う。それまでの計画などは一切合切、頭から抜け落ちていた。なにせ頭の中は、リーシアの手紙に書いてあったある文言によって埋め尽くされていたからだ。

　たった一言で俺を驚きよう愕がくと歓喜に満ちた混乱に陥れた、その文言とは……。




　―――赤ちゃんができたわ。




『ヒルデ先生を呼んで診てもらった結果だから間違いないと思う。あっ、ヒルデ先生もお目め出で度ただって。呼びつけちゃって申し訳なかったわね。相手はブラッド先生だって。あまり仲が良くないように見えたのにビックリよね？』




　たしかにビックリだけど、いまはそんなことはどうでもいいだろう！

　手紙を読みながら俺はリーシアにツッコミを入れたかった。手紙は『それはともかくとして……』と続いていた。やたらと回りくどい書き方だ。もしかしたらリーシアも緊張しながらこの手紙を書いたのかもしれない。




『ソーマと私の子供よ。喜んでくれるかな？　喜んでくれるわよね？』




　当たり前だ！　いや、まだ事実が頭の中で完全に受け止められたわけではないけど、ビックリしたのと同時に嬉しさもあるぞ。いまリーシアがこの場にいたなら問答無用で抱きしめていたことだろう。手紙を持つ手が震える。




『ちなみに、一番狂喜乱舞していたのは「早くお世継ぎをー」って言ってた侍中のマルクスね。滂ぼう沱だの涙を流したあとでスクッと立ち上がると「早速、若君のための部屋や衣服を用意せねば！」と張り切っていたわ。まだ男の子かどうかもわからないのにね』




　なにやってるんだマルクス。喜んでくれるのは嬉うれしいけど。




『私は、とても嬉しいわ。ソーマの子供を持つことができて。ちゃんと授かれたいまだから言えることだけど少し不安だったの。ほら、ソーマって異世界から来たでしょ？　ティアマト殿の話では同じ人間族でも起源が違うって話だったし、ちゃんと子供ができるのかな、とか、できなかったらどうしようって。杞き憂ゆうだったけどね』




　リーシア……。俺はもう居ても立ってもいられない気分になった。

　いますぐリーシアのところに飛んでいきたい。その思いに支配された俺は、みんなに王国へと帰ることを一方的に告げて走り出そうとした。しかし、

「ご、御免！」

「ぐがっ」

　アイーシャにいきなり背後から飛びかかられて俺は地面に押し付けられた。腕を背中のほうに回され、まるで警察に取り押さえられた逃亡犯のようになっていた。

　俺はアイーシャの下で拘束から逃れようと藻も搔がいた。

「は、離せアイーシャ！　俺はリーシアのところへ……」

「よくわかりませんが、そのリーシア様から頼まれたことなんです！」

　えっ、リーシアから？　俺が抵抗をやめると、アイーシャは自分宛の手紙を俺の顔の前に突きつけた。そこには、




『アイーシャへ

　ソーマがソーマ宛の手紙を読んで「帰る」とか言い出したら拘束しなさい。そしてソーマ宛の手紙をよく読んで、ちゃんとそのとおりにするように言ってね。尚なお、拘束するまではこの手紙の内容は秘密にすること』




　……と、そう書かれていた。どうも手紙を読んだあとの俺の行動までリーシアにはお見通しだったらしい。俺は観念すると立ち上がって手紙の続きを読んだ。




『ソーマは家族のことになると過保護になりがちだから、この手紙を読んだらきっと帰ってきたくなるでしょうけど……ダメだからね。他国を自由に見て回れる機会なんてそうそう無いのだから、この機会にちゃんと見てくること。

　こっちのことは心配いらないわ。心配して飛んできたセリィナやカルラが付きっきりでいてくれるし、それに生まれるまでの間は母上たちのところに行こうと思ってるの。父上の旧領は王都より静かでのどかな田舎だからね。子育てのこととか聞いてくるわ。だからソーマも、いまあなたがするべきことをしなさい』




　リーシアはリーシアですごく計画的に動いているようだ。この様子だと心配なさそうだけど……そうはいっても心配してしまうのが男心なんだけどなぁ。

　しかし、リーシアにこうも言われてしまっては、途中で投げ出して帰るわけにもいかないか。ガックリと肩を落としたとき手紙の最後の一文が目に入った。




『追伸：もう他の婚約者たちに手を出してもいいわよ』




　リーシア……最後の最後にこれか。彼女なりの照れ隠しなんだろうか。

　ともかく俺はみんなにもこの手紙を見せることにした。いったん店から離れてコソコソと手紙を見る俺たちを見て店の女将おかみさんが訝いぶかしげにしていたけど、いまは家庭内問題のほうが大事だ。手紙を見せるとみんな一瞬驚いたあとで祝福してくれた。

「なんと!!　これはめでたきことではないですか！」

「なんと素晴らしいことでしょう。おめでとうございます。陛下」

「これで一ひと先まずお世継ぎは安泰やね。ぐふふ、次はうちらの番やろか？」

「おめでとうございます！　義あ兄に様さま！」

　アイーシャ、ジュナさん、ロロア、トモエちゃんはそう言って喜んでくれた。

「おめでとうございますなのです。これでお家も安泰ですね。ここが他国でなかったら『フリードニア王国に栄光あれ！』とでも叫びたいところなのですよ」

「おめでとう。ソーマが親おや父じか……同世代としては感慨深いな」

　家族組ではないカエデとハルも祝福してくれた。

「ハルもそろそろマグナ家の跡取りを作る気になりましたですか？」

「まだ当主は親父だけどな。でも……それもいいかと思っちまったよ」

　なんだか良い雰囲気になるハルとカエデ。人の家の慶事をダシにしてイチャイチャするんかい。べつにいいけどさ。俺は手紙を懐にしまうとロロアを手招きした。

「ロロア、ちょっとこっちに来てくれ」

「ん？　なんや……ってうわ!?」

　俺はロロアの両脇の下に手をやり、子供を高い高いするように持ち上げた。

　ロロアは小柄なので俺の腕でも簡単に持ち上げることができた。身長の高いアイーシャや、いろいろとグラマラスなジュナさん相手にはさすがにできなかっただろう。

　ロロアを持ち上げたままクルクルとその場で回転した。

「なんやなんやなんやなんや!?」

　ロロアが珍しく焦った声を出していた。一ひと頻しきり回ったあとで、俺は手を離して落ちてきた彼女の身体からだを抱き留めた。ロロアはフラフラと目を回していた。

「い、いきなり……なにすんねん！」

「ごめん。なんかテンション上がっちゃって。本当はリーシアにしたかったんだけどこの場にいないからさ。一番体型が近いロロアで発散させてもらった」

「むぅ……シア姉の代わりっちゅうんは納得いかんけど、まあ役得やったし許したるわ。というか、ダーリンがそこまで羽目を外すのも珍しいんちゃう？」

「ああ……まあ今日だけは許してくれ」

　なにせ子供ができたんだ。家族ができたのだ。俺を育ててくれた祖じ父いちゃんも祖ば母あちゃんもいなくなり、俺には肉親と呼べるものがいなくなった。だからこそリーシアたちやトモエちゃんなどを『家族のようなもの』に感じて、守りたいと思った。

　そして今回、リーシアとの子供ができたことで『家族のようなもの』は『本物の家族』になった。こんなに嬉しいことはない。

「いまここが王城だったら子育て支援の仕組みを提案していただろう！」

「なんや、やりすぎる予感しかせぇへんし、いったんクールダウンさせるためにも王城から離れとって良かったかもしれへんね」

　拳を握って力説する俺を見て、ロロアが呆あきれ顔がおになりながら言った。うん、俺もそう思う。するとハルがやれやれといった感じに聞いてきた。

「それで？　結局のところこれからどうするんだ？」

「う～ん……俺としては飛んで帰りたかったけど、リーシアにはまだ帰ってくるなって言われちゃったしなぁ……」

「アナタ様は国王陛下なのですから、リーシア様の仰おつしやるとおり、いまはこの国を見て回るという目的を優先すべきです」

「せやね。生まれてくる子供のためにも、王国を発展させんと」

　ジュナさんとロロアにもそう窘たしなめられた。

　生まれてくる子供のためか……そう言われてしまったらなにも言い返せない。

「わかった。予定変更はなしだ。まずは紹介してもらった工房見学からだな」

　話がまとまったところで俺たちは店の女将さんのところへと戻った。

「なんや、兄ちゃん？　話し合いは終わったんか？」

「ええ。それで、その『オズミ工房』というのはどこにあるんでしょうか？」

「この町からも見える……ホラ、あそこにある小高い丘にあんねん」

　そう言って女性が指し示したのは町の裏手にある丘だった。

　なだらかな傾斜の草地。その両脇は林になっており、夏場のスキー場のような風景だった。林の中には所々に雪が残っている。多分一年通してみても溶けきることはないのだろう。そんな丘の中腹あたり。林に隣接するように煉れん瓦が色の建物らしきものが見えた。

　あれがオズミ工房だろうか？

　俺たちは買ったものの会計を済ませ、女将さんに紹介状を書いてもらうとさっそくその建物に向かうことにした。







　ノーブルベップの町を出て、馬車に揺られること三十分くらい。

　俺たちは町からも見えた煉瓦造りの建物、『オズミ工房』の前に立っていた。

　背の高い草の生い茂る原っぱの中、森を背にして立つその工房には煙突があった。どうやらここでは装飾品の加工の他に鍛冶なども行っているようだ。これは都合が良い。

　人見知りだと聞いているし、冒険者の出いで立ちをした者たちをゾロゾロ引き連れていくと工房の人を驚かせてしまいそうなので、アイーシャたちは馬車近くに残し、まずは俺とジュナさんとロロアとトモエちゃんの四人で訪ねることにした。

　見た感じ売り場のようなものはなさそうだ。町から離れた場所にあるし、製造した商品は町で卸して売っているのだろう。中からはなにかを叩たたくような音が聞こえている。

　俺は扉をノックしたのだけど誰も出てこなかった。聞こえていないのかな？　中には居そうなのでもう一度ノックすると、しばらくしてゆっくりと扉が開いた。

「……どちら様？」

　中から出てきたのは頭にバンダナを巻いた女の子だった。

　小柄で童顔な女の子で歳としは十五、六といったところか。こんなに肌寒いのに、女の子は半袖シャツに長ズボンの上に鍛冶用エプロンを着けただけという格好だった。そして鍛冶手袋を着けているその手には、小柄な体格には不釣り合いなほどの大きさのハンマーが握られていた。もしかしてこの子がおばちゃんの言っていた職人さん？

「えっと、キミ……いや、貴女あなたがタル殿ですか？」







[image: ]







「……そうだけど。なに？」

　俺が姿勢を正して尋ねると、女の子は眠たげな目をしながら首を傾かしげた。

　応対するのも気け怠だるい、用がないならさっさと帰って、といった雰囲気を出している。人によってはこの時点で気分を害するかもしれないけど、俺はジーニャとかで慣れているためとくになんとも思わなかった。俺は一礼してから自己紹介をした。

「ノーブルベップの女将さんの紹介で参りました。〝カズマ・ソーヤ〟と申します」

　もちろん偽名でだ。他のメンバーはともかく、俺の名前は知られると面倒くさいことになりそうだからな。そして一緒に付いてきたメンバーを紹介した。

「こっちにいるのは妻のジュナ、妹のトモエ、そして奉公人のロロアです」

「ジュナです。よろしくおねがいしますわ」

「と、トモエでしゅ」

「ロロアや。よろしゅうに」

「……タル・オズミ。よろしく」

　女性陣が挨拶することによって、多少タルの警戒が解けたような気がした。まあトモエちゃんの嚙かみ嚙みの自己紹介を聞いたら誰だってホッコリするよね。

　タルがバンダナを外しながら名乗ったとき、頭の上に白い熊の耳が乗っているのに気付いた。彼女は熊の獣人族だったのか。雪原の五種族のうちの雪せつ熊ゆう族ぞくってやつなのだろう。少しは空気が軽くなったので、俺は早速本題に入ることにした。

「ノーブルベップの町でこの国の職人さんが作った装飾品を拝見したのですが、いや～なんとも素晴らしいですね。緻密で繊細な拵こしらえを見るに、とても手先が器用なことがうかがえます。この国の職人ならば当方が企画している〝ある物〟を作れるんじゃないかと思い、腕の良い職人がいないかと尋ねたところ、女将さんにここを紹介してもらったというわけです。話だけでも聞いていただけませんでしょうか？」

「……入って」

　俺の話を聞き、タルは工房の中に入るよう促してきた。ふう……我ながら商店の若旦那っぽい流りゆう暢ちようなしゃべり方ができたな……と思っていたのだけど、

「それと、普通のしゃべり方をして。あなたのほうが年上だろうし……それに、そういったしゃべり方が板に付いてない気がする」

「………」

　タルにはしっかりと見抜かれていたようだ。バツが悪くて頭を搔かく俺を見て、ロロアが笑いを嚙み殺していた。おいそこ笑うなよ。恥ずかしいじゃないか。

　工房内に通されると炉で火をガンガンに焚たいているためかかなり暖かかった。こんなに暖かければたしかにあんな薄着もできるだろう。俺たちも上着を脱いだのだけど、俺お手製の白魔導士風フードを脱いだトモエちゃんを見て、タルが目を細めた。

「犬……違う。狼おおかみの獣人族？」

「あ、はい！　妖よう狼ろう族です」

　トモエちゃんがそう言うと、タルはなにか聞きたそうにこっちを見た。

「兄妹って話じゃなかった？」

　ああ……そこに引っ掛かったのか。たしかに俺とトモエちゃんって種族もそうだけど顔立ちも全然似ていないからな。兄妹には見えなかったのだろう。

「腹違いなんだ。家庭内のことなのであまり深くは聞かないでもらいたいんだけど」

「……そう」

　面倒くさそうな事情があるように臭わせると、タルはそれ以上聞かなかった。この手の話題はたとえ気になったとしてもスルーするのが吉だからな。

　そしてタルに案内されてテーブルに着こうとしたとき、部屋の隅に妙な物が立て掛けられていることに気付いた。棒状なのだけど両端あたりが少し膨らんでいる。

　ゲームとかでいうところの『棍こん』という武器だろう。持ち手のあたりまで太く長い金色のムカデが巻き付いている装飾が特徴的だった。カッコイイとは思うけど、武器としての使用を考えるとどうなんだろう。訝しげに見ているとタルが言った。

「……気に入ったの？」

「ああ、いや、たしかにすごい装飾だと思ったけど……」

　売り物に対して変なことを言うのもなんだったので言葉を濁したけど、当のタルは「言いたいことはわかるわ」とばかりに肩をすくめた。

「大丈夫。貴方あなたの価値観は正常。異常なのはそれを発注したおバカのセンス」

「いやいや、おバカって……仮にもお客さんなんじゃ？」

「よく知っている相手だし、面と向かっても言っているから」

　面と向かっておバカとかセンスないとか言っちゃう相手？　どういう人物でタルとはどういう関係なんだろう。まあ、いまはあの変な棒のことは置いといて自分の用件を済ませよう。全員がテーブルに着いたのを待ってからタルが尋ねた。

「それで、私に作って欲しいものってなに？」

「こういうものを作れないだろうか」

　俺は用意した紙に羽根ペンで図を描き込みながら、どういった物が欲しいのかを説明した。俺が描いた図を見てタルは首を傾げた。

「……構造自体は単純。でも、すごく難しいと思う」

「やっぱりそうか」

「この『なるべく細く』それでいて『丈夫で』というのがとくに難しい。どちらか片方ならできるけど、両立させるとなるとかなり大変。どれくらいの数を欲しいの？」

「多ければ多いだけいいな。それこそ、数千本や数万本単位で欲しい。もちろんここだけで作れとは言わない。他の職人さんたちにも同じ話を持ちかけるつもりだ」

「数万本？」

　やや驚いたようにそう言うと、タルは眠たげな目でジーッと俺の顔を見てきた。

「ど、どうしたんだ？　それで作れるのか？」

「それに答える前に一つ教えて欲しい」

　タルは真面目な顔でそう言った。

「これはいったい、どういった用途で使われるものなの？」

「………」

　用途か。変な注文をしているのだ。気になるのは当然だろう。

　だけどここで用途を言ってしまっていいのだろうか。ここが国内ならいいんだけど、他国であるわけだしなぁ。必要な物ではあるのだけど、あまり我が国の革新的な部分の情報を開示したくないというのが本音だ。

「どうしても言わないとダメか？」

「ダメ。作らないし、他の工房の紹介もしない」

　そうハッキリと言われ、俺はロロアに小声で話しかけた。

（……どう思う？）

（ダーリンがあんま言いたないって気持ちもわかる。せやけど、さっきから作ったと思われるもん見とると、この子なら望むもんを作ってくれる気がすんねん）

（じゃあ、用途を開示しちゃってもいいと思うか？）

（わからんね。仰ぎよう山さん仕入れよう思うたらこの工房だけの問題ちゃうし、この国の指導者たちが頭固い人やないといいんやけど……）

（結局、そこなんだよなぁ……）

　そんなことを話していると、タルはおもむろにエプロンの首もと部分を引っ張り、エプロンとシャツの間からなにかを取り出した。差し出されたのは黒曜石の鏃やじりだった。ネックレスのように首から提げていたらしい。鏃は磨かれていて鈍い光を放っている。

　それを握りしめながらタルは言った。

「この鏃が鍛冶屋だった祖父の教え」

「おじいさんの？」

「『弓矢は動物を狩って人の空腹を満たすために使われるが、同時に人を殺す凶器にもなる。鏃はそんな弓矢の部品。我々職人はたとえ部品一つであろうと、自分が作るものの使われ方を知らねばならない』」

　タルは真っ直すぐに俺の目を見ながら言った。

「職人には自分が作るものが、どんな風に使われるのかを知る責任がある。もし自分の作った物が悪あしきことに使われたら、それはとても悲しいことだから。だからこそ用途がわからないような物は作れない。作ってはいけないの」

「……そのおじいさんは？」

「去年、亡くなった」

「そうか……」

　祖父の言葉を胸に工房を営む少女。俺も去年（とはいっても途中からこちらの世界の暦になってしまったけど）祖父を亡くしているので妙に親近感が湧いた。こういう話を聞くと弱いんだよなぁ。俺の中の人間的な部分が「話してもいいんじゃないか」と囁ささやき、為政者的な部分が「なにごとにも慎重であれ」と注意してくる。

　どうしたものかと本気で頭を悩ませていると、不意に手にひんやりとしたものを感じた。見ると隣に座るジュナさんの左手が俺の右手に重ねられていた。驚いてジュナさんのほうを見ると、ジュナさんはなにも言わず穏やかに微笑ほほえんでくれた。

（どうか、アナタ様の思うままに）

　そう言われたような気がした。その瞬間、心がスーッと軽くなった。ジュナさんのひんやりした手が気持ちいいと思えるくらいに。……そうだな。タルはしっかりとした考えを持っているみたいだし、話しても大丈夫だろう。そう判断して俺はタルに尋ねた。

「他言無用でお願いできるか？」

「……危ないことなの？」

「そうじゃない。いや悪用しようと思えばできちゃうだろうけど、それは包丁とかだって同じだろう？　これは多くの命を救うための道具の一部なんだ」

「命を救うための道具？」

　首を傾げるタルに俺はしっかりと頷うなずいた。

「俺が作りたいと考えているのは『注射針』なんだ」







　ヒルデとブラッドを医療改革の柱として口説くときに約束したことが二つある。

　一つ目は『王国民が誰でも医療にかかれるよう国民保険制度を作る』ということ。

　二つ目は『この国一番の鍛冶師にメスや縫合用の針などの医療器具一式を作らせる』ということだ。前者はまずその財源を確保するため、国民からの税収が上がるような政策を優先させてもらっている。道はまだまだ遠いけど着実に進めていっている状態だ。

　そして後者の医療器具の開発だけど、こちらは上う手まくいっている部分とあまり上手くいっていない部分が半々といったところだった。

　この世界の医療は光系統の魔法（回復魔法）と、薬師などが煎じる薬（薬湯）などが主流であり、外科医療に関しては本当にごく一部でしか行われていない。そんな極めて稀まれな例であるブラッドが使っている医療器具は全部自分で発注したものだった。メス、縫合糸、注射器などを独自で開発しているものの、その性能には限界があった。

　メスは小型化できておらず、注射針は俺が知るものよりも一回り太かった。

　個人では開発資金も限られているだろうから無理もないのだけど、これでは患者さんにかかる負担が大きい。そこで俺は国としてより性能の良い医療器具の改良に乗り出したわけだ。とりあえずブラッドやヒルデが納得するようなクオリティのものは製作できたのだけど、それを量産体制に持っていくことはまだできていなかった。

　たとえば細い注射針を一人の職人が製造できたとして、その職人が一日で製造できる本数はたかが知れている。工場生産ではないのだから当然だ。かといって、細い注射針を製造できるほど手先が器用な職人は多くない。医者の数を増やそうとしている現状、あきらかに医療器具が足りないのだ。医療器具は即座に使い回すことができず、患者一人一人に対して一回一回煮沸しなければならないから必要数も多くなる。

　そんなわけで医療器具製作は難航していたのだけど、この国には繊細な装飾を施せる手先の器用な職人が多いということなので、この国でなら量産体制が整えられるのではないかと、そう思ったわけだ。いまのうちの国はいろんな方面の研究に手を出していて、どこも人手は不足気味だし、自前の職人は保護しつつ他国に任せてしまえる部分は任せてしまったほうがいいのではないだろうか。

　と、そんなことを考えつつ、俺はタルに注射針の用途について説明した。

　トルギス共和国では外科医療自体が知られていないものだったため、まずはそこから説明しなければならなかったのでかなり時間が掛かってしまった。

　一通りの説明を聞くとタルは目をパチクリとさせた。

「王国では光系統の魔導士がいなくてもケガや病気が治せるの？　すごいと思う」

「そ、そうか？」

「この国では十月末から三月初めまで大地を雪が覆うことになる。足腰が弱い者は外出さえもままならないわ。せめて集落に一人、そのお医者さんとやらがいてくれれば、いまよりもっと暮らしやすくなると思うのだけど……」

「まっ、うちの王様肝いりの政策やからなぁ」

　ロロアがこっちのほうをニヤニヤ顔で見ながらそんなことを言った。一応褒められているので悪い気はしないけどさ。するとタルは腕組みをすると渋い顔をした。

「注射針というのが大事な物であることはわかった。そして、この国の職人の力なら質の良い物を量産することができると思う。私も挑戦したい。心が躍る仕事だと思う」

「っ！　じゃあ……」

　やってくれるのか、と言おうとした俺にタルは指を二本立てて突き付けた。

「でも、製作できたとしてもそれを王国に持っていくには大きな問題が二つある。

　一つめだけど、この国から他国に『武器』を輸出する際には国の許可が必要になる。冒険者が自分で使う武器を購入して国外へ持ち出す程度なら咎とがめられることもないけれど、商品として大量に輸出入しようとすれば国の許可が必要だから。これはフリードニア王国でも同じなんじゃない？」

「それは……そうだな……」

　たしかにうちの国でも武器の輸出入は国が管理している。

　入り鉄砲に出女……じゃないけど、過剰に内から武器が持ち出されることも、過剰に外から武器が持ち込まれることも国家の安寧を脅かす事態となってしまう。持ち出されれば国の防衛力が低下してしまうし、持ち込まれればそれは反乱などの前触れなのかもしれない。だからどこの国であっても勝手な武器の輸出入は取り締まっているはずだ。

「いやでも、注射針は武器じゃないだろ？」

「それならそうと国に証明する必要がある。注射針それはいままでこの国にはなかったものなのだから、見ただけでそれが武器でないかどうかを判断するのは難しい。武器ではないという確約を得ずに取引しようとすれば問題になるおそれがある」

「さすがに針だけなら、武器だとは思われないんじゃ？」

「武器そのものでなくても、武器の部品とでも疑われればその時点で終わり」

「……納得した」

　残念ながらタルの言い分のほうが正しかった。

　たしかに注射器を知らない人物が、注射針だけを見てそれが武器でないと確信するということはないだろう。街の入り口や国境などで止められて毎回用途を説明するのは手間だし、言ったことを信じてもらえるという保証もない。

　やはり輸出入に関してはこの国の許可を取る必要があるようだ。

　でもこの国って共和制なんだよなぁ。一応、この国のトップにあたる『元首』はいるらしいけど、その元首を選任するという『族長会』とのパワーバランスを見なければ誰を説得すればいいものかわからない。非常に面倒くさい。

　……この件はもう少し慎重に考えよう。

「それで、もう一つの問題は？」

「輸送について。この国の冬は長い。陸は雪に閉ざされ、海は氷に覆われる。千本でも万本でも欲しいって話だったけど、それはつまり継続的に必要ってことなのでしょう？　夏場ならともかく、陸路も海路も使えない冬場はどうやって運ぶの？」

「……どうしたものかねぇ」

　頭を抱えるしかなかった。たしかに輸送も問題だ。

　フリードニア王国でも南部は冬場、雪と氷に閉ざされる。それよりもさらに厳しく長い冬のくるトルギス共和国で輸送手段を確保するというのはかなり難しい。他国のことである以上、交通網の整備なんかもできないしな。俺はロロアに小声で尋ねた。

（「いまのところは夏場だけ取引するしかないかなぁ……まあ、それについてもこの国の許可を取らなければいけないだろうけど。どう思う？」）

　ロロアは口に手を当てながら考えると小声で返してきた。

（「……せやね。でもやると決めたんなら、ダーリンが国王として直接この国のトップに話を通すべきやと思うわ。下手に商売人のままことを進めよう思うたら、下から上に報告がいく過程でも時間が掛かってまうと思うし」）

（「偽名ではなくソーマ・カズヤとして交渉しろってことか」）

（「そりゃあ仮面付けたまま、お偉いさんに会うわけにもいかんやろ？」）

（「それもそうだな。じゃあこの件は国に持ち帰らないとダメか。せっかく量産体制を整えられると思ったんだけどなぁ……」）

　ガックリと肩を落としているとタルが首を傾かしげた。

「二人は若旦那と奉公人じゃなかったの？　対等の関係のように見えるけど？」

　うっ……たしかにいまのはおかしかったか。ロロアはこういった商業絡みのことに関してはパートナーって感じだものなぁ。すると、

「にゃはは、やっぱそう見える？　なんせうち奉公人兼ジュナ奥様公認の愛人やし」

　そう言ってロロアは俺の腕にギュウッと抱きついてきた。って、妻公認愛人!?

（なにそのとんでも設定！　そんなのに話を合わせなきゃいけないの!?）

　文句を言いたかったけど、タルの前ということもありグッと堪こらえた。

　そんな俺を見てロロアは楽しそうに笑っていた。こんにゃろめ……この場では指摘できないことがわかっててぶっ込んできたな。場の空気が凍った気がした。

　ジュナさんは笑顔だったものの妙な迫力があり、その笑顔を見てトモエちゃんがオロオロしていた。そんな不穏な空気を察してかタルは若干引いているようだった。

「これも……家庭の事情ってやつなの？」

「……詮索しないでくれると助かる」

　俺にはそう言うのが精一杯だった。すると、

「アナタ様、少しだけ席を外させていただきますね」

「えっ、ジュナさん？」

　いきなりジュナさんが席を立った。顔は相変わらず貼り付けたかのような笑顔だった。そしてジュナさんはロロアの後ろに立つと、その肩にポンと手を置いた。ロロアの表情が一瞬にして固まる。涼しい国なのに汗がだらだらと流れている。

「あ、あの、ジュ……奥様、どうされたのでしょうか？」

　首だけで向いて尋ねるロロアに、ジュナさんはニッコリと笑ったまま言った。

「二人でちょっと外の空気を吸いに行きませんか？」

「いやぁ……うちはここに残りたいなぁ……なんて……」

「そんなこと言わずに付き合ってくださいよ。〝私公認の愛人ロロアさん〟」

　言葉に有無を言わせぬ重みがあった。普段は物静かな人ほど一度怒らせると怖いというけど、ジュナさんもそんなタイプだったようだ。ロロアはガバッとこっちを見た。

　目で「た、助けて」と訴えている。だけど俺は静かに首を振るしかなかった。

（ロロアの巫ふ山ざ戯けすぎだ。諦めろ）

（ちょ、ちょっと調子に乗っただけやん！）

（……弁解はジュナさんにしてくれ）

（そんなぁ……）

「ふふふ、それでは失礼いたしま……ん？」

　ジュナさんがロロアを連れ出そうとした、そのときだった。

　ズン……ズン……となにか遠くから地響きのようなものが聞こえてきた。それと同時に部屋が揺れる。震度２くらいだろうか。壁に立て掛けられている工具などが振動でカタカタと音を立てている。音も揺れも少しずつ大きくなってきているようだ。

「なんや、地震か？」

「それにしては……少しおかしな感じもしますね」

「トモエちゃん、もう少し揺れが大きくなるようなら机の下に隠れるんだよ」

「は、はい！」

　そんな風に慌てる俺たちをよそにタルは顔色をまったく変えていなかった。それどころかどこか冷めたような感じで、溜ため息いき混じりに言った。

「……これは地震じゃない。ただ単におバカが来ただけ」

「おバカ？」

　すると地響きが止やみ、それと同時に店内にハルが駆け込んできた。

「おい！　いま外にでっかいのが来てるぞ！」

　……でっかいの？

　みんなで外に出ると、工房の前にどでかい毛むくじゃらのなにかがドデンとそびえ立っていた。入り口の扉を開けていきなりだったので、俺は思わず「うおっ」という声を上げて仰のけ反ってしまった。するとその瞬間、その毛むくじゃらな物体の顔が見えた。

　太く長い鼻。大きく逞たくましい四本の牙。そしてフサフサの毛の間に見え隠れする意外とつぶらな瞳。目の前に立ち塞がったそれを一言で表すならば、

（四本牙のマンモス!?）

　体毛は地面に接するくらい長く、足はかなり短いようだが、そう表現するのが適当な生物だった。この国の人々が毛の長い生物を放牧して暮らしているのは知っていた。だけど目の前のこれをマンモスとすぐに認識するには、あまりにもでかすぎた。

　昔祖じ父いちゃんに科学博物館で開かれたイベントに連れて行ってもらったときに、復元されたマンモスの骨格標本を観みたことがあるんだけど、どんなに巨大でも肩高四、五メートルといったところだった。しかし目の前のこいつは十メートル近くありそうだ。

　ライノサウルスや竜族などで巨大な生物は見慣れたと思っていたけど、前の世界にもいた生物のでかい版を見るとまた違った感慨がある。

　すると四本牙のマンモスは前足を折り畳んで座った。その瞬間体毛が地面に接してぶわっと広がる。座っても相変わらずでかい。多分、二、三メートル程度しか低くなってないし。そんなことを考えていると頭の上から若い男のような声が降ってきた。

「うん？　珍しいな。この工房にこんなに人がいるなんてよう」

　マンモスがシャベッタア……って、そんなわけないか。

　若い男の声のようだったし、このマンモスの上に乗っているのだろう。

「陛下、私の後ろへ」

　駆け寄ってきたアイーシャが俺の前に立った。

　ハルやカエデも身構えているし、ジュナさんもそっと俺の隣に控えていた。

　いきなりこんな大きな動物が現れたためか、みんな戦闘モードになっている。非戦闘員であるロロアはトモエちゃんを連れて少し離れた場所へと避難した。俺たちの不穏な空気を感じとったのか、上から聞こえてきた声も険しいものになった。

「なんだてめぇら。まさかこの工房を襲おうとしてんのか？」

「はあっ!?　いや、違う！　俺たちは……」

「ウッキャッキャ」

　俺が弁解するよりも早くマンモスの上から何者かが飛び降りてきた。

　一回転しながら地上に降り立ったのは白い猿の獣人族だった。白い猿……もしかして雪原の五種族のうちの一つである雪せつ猿えん族ぞくなのだろうか。

　背は百六十センチ前後で、見た目は十五、六歳といったところだろうか。顔はガチの猿というよりは、耳が大きくもみ上げも長い、いわゆる猿顔って感じだ。

　こんな涼しい気候なのに半袖半ズボンで、そこから生えた腕や足は髪の毛と同じ色の体毛で覆われている。半ズボンからはキツネザルのような長い尻尾がニョロンと生えていて、その見た目を一言で表現するなら実写化された西遊記の孫悟空（白猿バージョン）って感じだ。そんな孫悟空（白）は見み得えを切るように手を突き出した。

「ウッキャッキャ！　タルの工房に押し入ろうたぁ太ふてえ野郎どもだ！　そんな不遜な輩やからはこのクー・タイセー様が容赦しねぇぜ！　てめえら覚悟はできて……」

「クー様ぁ～」

　クー・タイセーと名乗った白い孫悟空の口上の途中で、またマンモスの上から今度は弱々しい声が聞こえてきた。

「いきなり他ひ人と様さまに喧けん嘩かを売るようなマネはやめてください～」

　そう言いながらヒョッコリと顔を出したのはウサギの耳を付けた少女だった。

　十七歳ぐらいのその子は町で会った露店のおばちゃんと同じ白はく兎と族ぞくのようだ。この子のほうがバニーガールって感じだな。着ているのは露出の少ないモコモコの付いたダッフルコートだけど。少女はぴょんと飛び降りるとクーの横に立った。

「騒ぎを起こしたらまたお父上様に怒られますよ？」

「ウキャ？　だけどよレポリナ。こいつら武装しているから賊なんだろ？　タルの工房が襲われようとしているのに黙って見ていられるかってんだ」

　クーはレポリナと呼ばれたバニーな少女に言った。賊って……酷ひどい勘違いをされているな。するとレポリナと呼ばれた女の子が腰に手をあてながら「も～」と言った。

「そんなわけないじゃないですか。あそこを見てくださいよ。ちっちゃい女の子がいますよ？　どこの賊が子供連れで襲いに来るというのですか。大方、クー様の『ヌーマス』に驚いた普通の冒険者の方々なのでしょう？」

　そう言ってレポリナは四本牙の……ヌーマス（？）の鼻を撫なでながら、反対の手でロロアやトモエちゃんがいるほうを指差した。クーはパチクリと目を見開いた。

「ウキャッ？　たしかになんか可愛かわいい子がいんなぁ」

「あっ、おい……」

　俺が止めるよりも前にクーはロロアたちのほうへと歩み寄った。トモエちゃんを背後に隠し、ロロアは腕を腰に当てながらクーを睨にらんだ。
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「なんや？　うちの美貌に惚ほれたらあかんで。うちにはもう心に決めた人が……」

「うん？　お前みたいな〝ない〟ヤツに用はないぞ」

「〝ない〟って……」

　ロロアは視線を下ろし、自分の胸元を見て目を瞠みはった。「っ！」と声にならない声を上げるロロアを尻目に、クーはその背後を覗のぞき込んだ。

　目当てはトモエちゃんだったのか!?

「可愛い子だな！　名前はなんてんだ？」

「……ト、トモエです」

「トモエか！　良い名前じゃねぇか！　なぁ、トモエ」

「は、はい……」

「オイラのところに嫁に来ねぇか？」

　その言葉に、ピシッと場の空気が凍りついた。

　ただでさえ涼しい気候なのに、いまはさらに空気が冷たく張り詰めている。トモエちゃんを嫁に……だと？　俺たちの可愛い妹分に会ったばかりだというのに手を出そうというのか？　この男は。気付けば隣に立つアイーシャからも怒気が発せられていた。

　これは……俺たちに対する挑戦と受け取って良いよな？

　ミノホドヲワキマエサセナイト……。

「アイーシャ」

「……なんでしょうか陛下。私はいま無性に猿を斬りたい気分なのですが」

「許す」

　俺は家族であるロロアをバカにされ、妹分のトモエちゃんに言い寄られたことで頭に血が上っていた。ほら向こうの世界の昔話にあるだろ？　化け猿退治は悉しつ平ぺい太た郎ろうという犬の仕事だ。あの身の程知らずに向かって猛犬アイーシヤを嗾けしかけようとしたとき、

「お二人とも、落ち着いてください」

「「　ぐべっ　」」

　俺たちは二人揃そろって後ろからジュナさんに襟首を引っ張られた。息が詰まって振り返ると、笑顔の中にも怒りが滲にじんでいる様子のジュナさんに窘たしなめられた。

「お二人とも、ここは他国なんですよ？　陛下もアイーシャ殿も立場というものがあるのですから、問題を起こすような行動は慎んでください」

「あ、はい……」

「す、すみません」

「まったく……いいですか、陛下、アイーシャ殿」

　ジュナさんは人差し指を俺の胸に突き付けると、迫力のある笑みを浮かべたまま俺とアイーシャの顔の間に自分の顔を近づけて耳元で囁ささやいた。

（「こういうときはバレないように始末するものですよ」）

「「　なっ!?　」」

　思わずアイーシャと一緒にジュナさんの顔をマジマジと見てしまった。

　するとジュナさんは「ふふふ、冗談ですよ」と茶目っ気まじりに微笑ほほえんだ。冗談でホッとはしたものの……ついさっき怒らせると怖いという場面を見ちゃったあとなので、本当に冗談だったのだろうかと疑ってしまう。もしかしてさっき笑顔に怒りが滲んでたのって俺たちに対する怒りじゃなくて、ジュナさんもクーの言動に怒っていたからなんじゃないだろうか？　そう思ってジュナさんのほうに視線を送ると、

「冗談と言ったら冗談なんですよ（ニッコリ）」

　と、念を押されてしまった。うん。深く考えるのはやめよう。

　どう考えてもやぶ蛇にしかならない。おかげさまでだいぶ頭も冷えた。いまはそんなことよりトモエちゃんたちのほうだ。見るとロロアがクーに食って掛かっていた。

「ちょっとアンタ！　うちのこと〝ない〟とか言うといて、こんな童女口説くってどういう了見やねん！」

「ん？　なんか勘違いしてねぇか？　〝ない〟って言ったのはモサモサだぞ？」

「え？　モサモサ？」

　呆あつ気けにとられた表情のロロアを見て、クーはキシシと笑った。

「オイラはこの子みたいなモサモサした耳や尻尾を持ってる女の子が好きなんだ。それにこの子は十年後にはとんでもねぇ美人になってそうだしな。いまから声を掛けとこうと思ったんだよ。で、どうだい？　オイラのお嫁さんにならねぇか？」

　ブンブンブンブン！

　トモエちゃんは無言のまま首をすごい勢いで横に振っていた。

　と、そこで背後から強烈な視線を感じた。振り返ると陰から護衛するはずのイヌガミがジーッとこっちを見つめていた。相手に気付かれないように殺気は抑えているみたいだけど、爛らん々らんと光る目が『処理はお任せください』と物語っていた。

　……うん。自分より怒っている人がいると途端に冷静になるね。

　俺は心を落ち着けるとクーへと近づいていった。トモエちゃんの可愛さに目を付けた慧けい眼がんだけは褒めてやろう。だけど兄貴分として会ったばかりの男に大事な妹はやれん。

「妹が困ってるんでやめてもらえないだろうか」

　そう声を掛けると、クーは目を丸くしていた。

「ん？　アンタがこの子の兄貴なのか？　その割には似てねぇな」

「……複雑な家庭事情があるんだよ」

「ふ～ん……まぁ、フラれちまったみたいだししょうがねぇか。ウッキャキャ」

　そう言ってクーは頭の後ろで手を組みながらニカッと笑った。

　あまり残念そうでないところをみると、どうやらいまのプロポーズはほとんど軽口のようなものだったようだ。そりゃそうか。会ったばかりだしトモエちゃんはまだ子供だ。そういう性癖の持ち主でもないかぎり本気でプロポーズしたりはしないだろう。

　俺たちもだいぶ冷静さを欠いていたようだ。そういえばまともに挨拶をしていないことを思い出して、一息吐ついてから右手を差し出した。

「俺はカズマ・ソーヤ。フリードニア王国から交易品になるような物を探しにやってきた商人だ。ここにいるのは俺の家族と俺が雇った冒険者たちだ」

「なんでぇ、それならそうと最初から言ってくれ」

　クーは握手に応じブンブンと振った。ちょっと痛い。

「オイラはクー・タイセー。ここのタルとは幼おさな馴な染じみなんだ。注文したもんができてるころだろうと思って来てみたら、強そうなヤツらが武器を持って店を囲んでたんでな。襲撃しようとしてんのかって思わず警戒しちまったぜ」

「それはこっちの台詞せりふだ。こんなでかい生き物で乗り付けて来たら、何事かと思って警戒するのは当たり前だろう」

「ウキャッキャ。ちげぇねぇや。でも、うちのヌーマスはこう見えて大人しい性格をしてるんだぜ？」

　するとクーの言葉に応えるようにヌーマスはブオオオオと鳴いた。その声を聞いてトモエちゃんが俺の近くに寄ってきて耳打ちした。

（「あのヌーマスさん。『お嬢さん、驚かせたのならごめんね』って言ってます」）

（「意外と紳士的だった!?」）

　このヌーマス、もしかしたら主人よりも人間ができてるんじゃないだろうか……あ、いや、人間じゃなくてマンモスもどきだけども。するとクーが尋ねてきた。

「それで、アンタらはどうしてこの工房に来たんだ？　町から離れてるだろ？」

「腕の良い職人さんがいるって聞いて訪ねてきたんだ。ここの職人さんなら交易品として考えているものを作れるんじゃないかと思ってな」

「おう！　タルの腕前に目を付けるとは、いいセンスしてるぜ。タルは体型はスットンだけど、腕はそんじょそこらの鍛冶屋とは（ゴンッ）あ痛っ!?」

　クーが急に頭を抱えてうずくまった。その背後には店の中に立て掛けてあった金色のムカデの装飾が付いた棍こんを手にしたタルが立っていた。結構いい音がしてたけど、どうやらあれでクーの頭を叩たたいたようだ。タルは煩わしそうな顔をしながら言った。

「スットンとか言うな。あと人の店の前で女の子をナンパしないで」

「ウキョッ？　ヤキモチやいてくれたのか？」

「……また叩かれたいの？」

「キキッ、そいつは勘弁だな……っと、そいつが頼んでたものかい？」

　クーは跳ね起きるとタルの手からその棒を引ったくり、ブンブンと風車のように回しだした。まさに如意棒を回す孫悟空って感じだった。棍を縦に横にと振り回し、自分も跳びはねたりしてからクーはピタッと動きを止めた。お～、なんとなく中国武術っぽい。

「良い感じだぜ。さすがぁタル。良い仕事だ。愛してるぜ」

「……バカ様の愛なんていらない。それより代金が欲しい」

「ちゃんと払うさ、ったく……いつまでたってもつれないねぇ～」

　そう言いながらクーは少しふて腐れたような顔をした。

　あれ？　さっきトモエちゃんに断られたときにはケロッとしてたのに、タルにすげなくされるとそんな顔をするんだ。……って、あー、なるほど。そういうことか。

　なんというか……すごくわかりやすいヤツだな。

　そんなことを考えていると、タルがなにかに気付いたように「あっ……」と言った。

「ちょうどいい機会かもしれない。さっきの話、バカ様にしてもいい？　そうすれば問題点の一つをこの場で解決できるかもしれない」

「えっと……なんの話だっけ？」

「取引するには国の許可が必要という話。バカ様ならこの国の上の人にも繫つながりがある。だってバカ様は……」




　―――こんなでも、いまの元首様の子息だし。







[image: ]




　このまま外で話しててもしょうがないので工房内に場所を移した。

　先ほどまで工房内にいたメンバーに加えて、今度はアイーシャも護衛として工房内に入ってもらっている。さっき棍を振り回す様子を見るかぎり、このクーという少年はかなりの手て練だれのようだ。だから万が一の事態に備え傍らにいてもらったのだ。タルに出された珈コー琲ヒーを飲みながら、俺はクーにこの工房に依頼していた内容を説明した。

「……とまあ、そういうわけなんだ」

　フリードニア王国では医療改革が行われていること、将来的には医療器具が不足するだろうこと、この国の職人たちに大量生産してもらってそれを輸入したいということ、医療器具の輸入には武器と誤解されないようこの国の許可が必要であることなどをだ。

　クーはこの国の元首の子息ということもあり、まだ国としての友好関係が結ばれるかわからない以上、あまりこちらの手の内を晒さらすようなことはしたくはなかったけど、すでにタルには話してあった内容なので誤魔化すこともできないと判断した。

　ちなみに、その際に敬語で話そうとしたところ……。

「堅苦しいのはナシにしようぜ！　元首の子っていっても族長会次第で継げるかどうかもわかんねぇんだ。畏かしこまられてもおケツがむず痒がゆくならぁ」

　……と陽気に言われたのでタメ口で話させてもらうことになった。立場の割にフランクなヤツだなぁ、って俺も人のことは言えないか。

　話を聞いたクーはしばらく考え込んだあとで「ふぅ……」と溜ため息いきをついた。

「医療改革か……すんげぇな。隣国じゃそんなことになってんのか。この国にいると外の情報ってなかなか入ってこねぇからなぁ。夏にやってくる行商人から年末年始の情報を仕入れるありさまだ。エルフリーデン王国がアミドニア公国を併合して、フリードニア王国になったって聞いたのも今年の雪解けからだしな」

　ああ、それはたしかに遅いかもしれない。

　アミドニアを併合したのは去年の秋の終わりから冬の初め頃のことだ。その情報が今年の春まで入ってこないというのは、たしかにひどい。それだけ凄すさまじい豪雪地帯ってことなのだろう。昨日の夕刊と翌日の朝刊が一緒に届く、みたいな感じか。

「聞いた話によれば、隣で立った新しい王は随分と若いって話じゃねぇか」

「……今年で二十歳になるそうだ」

　あっ、でも、この世界の暦で換算すると十九歳なんだっけ？……まあ、いいか。国王（暫定）が二十歳と聞いて、クーは「ウキャキャ」と嬉うれしそうに笑った。

「二十歳か！　オイラが今年十六だから、なんでぇ、たいして変わらねぇじゃねぇか」

「人間や獣人族で四歳差って結構でかくないか？」

　俺が高一のときにまだ小学生ってことだろう？

　しかし、クーは「いんや」と笑いながら首を振った。

「誤差だよ、誤差。四歳差くらいなら、オイラにゃ十分守備範囲だ」

「なんの話だよ!?」

「女の話に決まってるだろ。オイラは下は十二歳から上は三十くらいまでいけるぜ」

「知ったこっちゃないわ！　トモエちゃんはやらないからな」

「そりゃ残ねって痛たっ！　おいこらタル、そんなもんで殴るなよ」

　タルが珈琲カップを運んできたお盆でクーの頭を引っぱたいていた。

　ゴンッと結構、大きな音がしたけど、この娘さんも元首の子息に向かって容赦ないツッコミをするな。タルはお盆を手にしながらフンスと鼻息を荒くした。

「バカ様の下品さは国の恥。少しは矯正されるべき」

「そ、そうですよ～。お父上にいつも怒られてるじゃないですか～」

　ウサ耳少女のレポリナもタルの意見に乗っかった。

「そもそも、女の子にだらしないふりをしてますけど、本当は誰でもいいとは思ってないじゃないですか。肝心な相手に振り向いてほしいからって、他の女性たちに気のある素振りを見せるなんて本末転タタタタ！　耳！　耳を引っ張らないでください！」

「お前が余計なことをベラベラと言うからだろうが！」

「……」

　あー、いまのやりとりでクーの人となりが見えた気がした。

　そうか……今年で十六歳ってことはいまは十五歳なんだよな。前の世界の感覚で言ったら中三男子ってところか。自分がそれぐらいだったころのことを思い出すと、クーの言動も理解できる気がする。やる気とか自意識とかが空回りして、気がついたら目的と手段が逆転してるどころか、そもそも一致してないなんてこともよくあった。

「どないしたん、ダーリン？　なんや渋い顔しとるけど？」

　センチメンタルな気分に浸っていたら、ロロアにそう尋ねられた。

「いや、クーの言動を見ていたら身につまされる部分もあったもんで……」

「ん？　そうなん？」

「ふふふ、殿方とはそういうものだと大おお母かか様さまが言っていましたね」

　ジュナさんに茶目っ気のある笑顔でそう言われ、俺はぐうの音も出なかった。

　するとクーは気まずさを誤魔化すように咳せき払ばらいすると話を戻した。

「んでっ、その若い王様ってのはどんなヤツなんだ？　立ってすぐにアミドニアを併合したって話だが、そんなに武勇に秀でたヤツなのか？」

「いや、そんなことはないよ。アミドニアの併合だってしたくてしたわけじゃなく、その場の流れでやむなくそうなっただけだ……って、聞いてるし」

　う～ん……自分のことを他人のフリして説明するのって難しいな。

「でもまあ、その王様自体の武勇は大したことないけど、配下には有能な人材が揃そろっているな。彼らに支えられてなんとか国を回しているって感じか」

「人材かぁ……それは羨ましいな。オイラがアゴで使える配下っつうとまだレポリナぐらいなもんだし、早く自前の家臣団が欲しいもんだぜ」

「わ、私は配下ではなく付き人なんですけど!?　それにアゴで使わないでください！」

　レポリナがそう抗議したけどクーは聞き流した。

「それで？　アンタも、そんな王様を支える人材の一人なのか？」

　値踏みするように俺の目を真っ直すぐ見ながら尋ねてきた。

「……俺はただの商人だけど？」

「ウッキャッキャ、噓うそを言っちゃいけねぇぜ。その医療制度改革ってのは王様肝いりの政策なんだろう？　そのための道具の調達なんてものは一介の商人、しかも店を継いだわけでもねぇ若旦那に扱えるような取引じゃねぇ。アンタは商人のフリをしてるが、その王様とやらの思惑によって動いている。違うかい？」

「………」

　図星を突かれて上う手まい返答ができなかった。さすがに俺がその王様だとは思わなかったみたいだけど、『王様の思惑＝俺の思惑』なので間違ってはいない。タルはバカ様とか呼んでいたけど、存外、頭の切れるヤツじゃないか。舐なめてかかったらケガするな。

「だとしたらどうする？　この取引はナシにするか？」

「そうは言わねぇさ。うちの国にとって、その医療器具とやらの量産ってのは新たな産業になりそうだからな。ただ……一点だけ気になる部分がある」

「気になる部分？」

　尋ねるとクーはテーブルに頰ほお杖づえをつきながら答えた。

「隣の王様の医療改革ってのは凄すげぇと思うんだよ。その……医師っての？　光魔法に頼らず、むしろ魔法では治しにくい病さえ癒すってんだからな」

「………」

「要するに、その医師ってヤツがうちにも欲しいんだよ。医療器具を輸出するのはいい。だが量産するにしてもそれを自分たちで使えねぇ状態なのは納得できねぇ。病人や怪け我が人にんなんてのは国の区別なく大勢いるんだ。手元に治せるかもしれねぇ道具があるのに、それを使える人材がいねぇなんてもったいねぇだろ？　だから、そっちがこちらに医療器具を望むなら、そっちはこっちに医師をくれ」

　クーは少し強めの口調でそう言った。その目に元首の子息の名に恥じない気迫のようなものを感じた。今年で十六歳にもかかわらず国や民を背負っての啖たん呵かが切れるのか。

　これは……将来、大成する人物かもしれない。半分感心、半分警戒しながらクーの視線を受け止めていると、不意にクーはニヘラと笑って肩の力を抜いた。

「と、まぁ、親おや父じならそんな風に言うんじゃないかって思ったのさ」

「父君なら……ね」

　明らかに自分の言葉で語っていただろうに、ここで父親の存在を前に出して煙けむに巻くか。やっぱり喰くえないヤツだ。

「その点についてはちゃんと考えてあるよ。そちらが医療器具を輸出してくれるなら、こちらは医師を提供しよう……と、王様は言っていた」

「そいつはいいなぁ。でもこの国の冬は厳しいぜ？　余よ所そ者ものに耐えられるか？」

「だったらこの国の人を医師にすればいい」

「うちの国の者を？」

　問い返すクーに俺は頷うなずいた。

「厳密に言えば、王国が提供するのは『医学』だ。医師の育成に関して、うちはどの国よりも先んじていると自負している。だからこの国で医師になりたい者がいるなら、王国に来て学べばいい。その者たちが医学を修得後に国に戻れば定着できる医師になる」

　クーは合点がいったとばかりに膝を叩たたいた。

「なるほど……それならたしかに上手くいきそうだ。そうやって『医師』と『医療器具』を取引するわけだな」

「基本的にはそんなところだろうな。どうだろうか？」

　そう尋ねるとクーはドンと胸を叩いた。

「そういうことならいいぜ！　親父に話を通してやるよ。というか、是が非でも親父にあって交渉してもらいたくなったぜ」

　そう言ってクーは愉快そうに笑った。感触としては悪くないようだ。国家元首の子息であるクーから後押しを受けられる意義は大きい。っと、そうだ。

「そのことについてなんだけど、元首殿との交渉を任せたい人がいるんだ」

「任せたいヤツ？　アンタがやるんじゃないのか？」

「ああ。元首殿との交渉はカズマおれではなく、ソーマ陛下自らが行うべきだと思う」

「ウキャッ!?　国のトップ同士での会談か！」

「ああ。そのほうが手っ取り早いだろう？」

「そりゃそうだけどよぉ……ソーマ王とやらには来てもらえるのか？」

「大丈夫やと思うで？　あの王様はフットワークが軽いさかい」

　ロロアがこっちを見てニヤニヤと笑いながら言った。……まぁ実際にここにいるわけだしな。するとクーは「ウキャキャキャキャ！」と豪快に笑った。

「よっしゃ！　親父に話は通してやる。どうなるかは親父次第だが、そっちはそっちでソーマ王とやらに話を通しておいてくれ！」

「了解だ」

「おもしろくなってきたなぁ！　こいつぁでかい取引になるぜぇ！」

　クーは心底楽しそうな様子で言った。

「おい、レポリナ！　さっそく親父のところまで走っていって、このことを伝えてくれ！」

「い、いまからですか!?　もう夕方なんですから出発は明日にさせてくださいよう！」

「ばっきゃろー、商機ってのは即断即決が大事なんだぞ！」

「か、勘弁してください～」

　テンションの高いクーとそれに振り回されるレポリナ。そんな賑にぎやかな主従を見て、これまで聞き役に徹していたタルがポソリと一言呟つぶやいたのが聞こえた。

「……やっぱりバカ様は、バカ」

　素っ気ない口調だったけど、その口角はほんの僅かに上がっているように見えた。

　予期せぬクーとの出会いにより急きゆう遽きよ決定した共和国元首とのトップ会談。

　その準備のため俺は王国にいる宰相のハクヤに、クーは親父さんに伝書クイで連絡をとって会談場所や日程を調整してもらうことにした。そしてその調整が終わり、元首と会談するその日まで俺たちはこの国に滞在することになった。会談日程は伝書クイでのやり取りの速度から考えて、早くても一週間（この世界では八日）後くらいだろう。

　ただ、クーには滞在理由を「現地の連絡要員」というふうに説明していた。

　国王として他国に滞在するには護衛とかの問題があるため、しばらくは正体を伏せることにしたのだ。一応、身分を偽った上で入国しているので、共和国元首殿には会談前にハクヤからそれとなく知らせてもらうことにしている。

　そんなわけで会談の日までは当初の予定通りにこの国についての見聞を広めようと思ったのだけれど、なんとそれにクーが同行したいと言い出した。

「この国について知りたいなら案内役がいるだろう？　トルギス生まれトルギス育ちのオイラとか適任だとは思わねぇか？」

「あー、いや……そう言ってくれるのはありがたいけど、さすがに元首殿のご子息に案内役をさせるなんて申し訳ないというか……」

　そう言ってやんわりと断ろうとしたのだけど、クーはウキャキャと笑った。

「なぁに気にすんなって。子息っつったって、オイラにはなんの権限もねぇんだ。それにカズマ。アンタが他国の要人とわかった以上、目を離すわけにもいかねぇからな」

　クーはギロリとすこしだけ挑戦的な視線を向けてきた。

「観光すんのはべつにいいが、あんま変な場所に行ってほしくはねぇからなぁ。たとえば軍事施設とか、そういったところに行かれると、面倒なことになりそうだしよ」

　……なるほどね。お目付役も兼ねてるってわけか。少し空気がピリッとしたけど、俺はクーの視線を受け流すように肩をすくめてみせた。

「そんなつもりはサラサラないよ……」

「ウッキャ、念のためさ。アンタらだって痛くもない腹を探られたくないだろ？」

「……まあな」

　今回、この国を訪れた目的は諜ちよう報ほう活動ではない。あくまでもこの国についての見識を広めるのが目的だった。重要施設とかそういったものを探る必要もない。クーが同行してくれるならこの国の人々との間で余計なトラブルを起こす心配をしなくてすむし、願ったり叶かなったりといったところだろう。俺はクーに右手を差し出した。

「そういうことなら、よろしく頼むよ」

「おう！」

　クーは俺の手を取りガッチリと握手をした。

「ところでカズマたちは今日の宿はとってあるのか？」

　握手を交わしたあとでクーがそんなことを聞いてきた。

「ああ。ノーブルベップの町の『白しら鳥とり亭てい』って宿をとってるよ」

「白鳥亭か！　良い宿だよな。なにがいいって温泉付きなところがいい」

　温泉。そう温泉だ。共和国には温泉がよく出るんだそうだ。

　ノーブルベップの町はこの国でも有数の温泉地で、俺たちがこの町を拠点に選んだ理由でもあった。温泉ってうちの国だとアミドニア地方にはそれなりにあるらしいんだけど、旧エルフリーデン領側には少なく、王都パルナムの近くには存在しなかった。

　だから折角の機会なので温泉地として有名なノーブルベップを拠点にして、この国についての見識を広めるついでに温泉も楽しむつもりだった。

　しばらく泊まる『白鳥亭』は白はく鷲しゆう族ぞくの主人が営んでいる温泉付きの旅籠はたごだ。しかも露天風呂で、別料金で予約すれば一日に一時間ほどその露天風呂を家族で貸し切ることもできるそうだ。チェックインするときそのことを目め聡ざとく見つけたロロアに、

『なぁなぁダーリン～。せっかくだし貸し切って家族で入らへん？　もちろん、うちとダーリンとアイ姉とジュナ姉の四人で』

　……と、ニヤニヤ顔で言われた。

　男としてはそそられる提案だったけど、宿の人に家族関係をどう説明したらいいかわからないし、同行しているトモエちゃんの情操教育にもよくなさそうだし……なによりすごく気恥ずかしかったので、ロロアに痛くない程度のチョップを入れておいた。

　そんなことを思い出しているとクーがポンと膝を打った。

「よっしゃ！　じゃあ今日はオイラも白鳥亭に泊まるぜ！」

「ちょっ、なに言ってるんですか、若様!?　若様には別邸があるでしょうに!?」

　素っ頓狂な声を上げたレポリナに、クーは「ちっちっち」と指を振った。

「カズマたちはこの国の見識を広げたいんだろ？　だったら、この国の伝統文化を体験してもらわねぇとな」

「伝統文化？」

　俺が聞き返すと、クーは「ウッキャッキャ」と楽しそうに笑った。

「この国じゃあ離れたところに住む友人がはるばる自分を訪ねてきてくれた場合、家畜を潰して宴会を開くっつう習慣があるんだ。オイラとアンタたちはもう友人みてぇなもんだしな！　宿屋に頼んで歓迎の宴うたげを開いてもらおう！」

　そう言うとクーは俺と肩を組んできた。

　年下がやるには馴なれ馴れしい行為のはずなのだけど不思議と悪い気分はしなかった。悪意がなく、これがこいつの素なんだと伝わってくるためか「しょうがないなぁ……」って気分にしかならない。これも一種のカリスマなのかもしれない。

「申し出はありがたいけど、急にそんなことを言ったら宿屋に迷惑がかかるんじゃ？」

「なぁにあそこの主人とは知り合いだ。カネ払った上で材料さえこっちで用意すりゃあ問題ない。レポリナ、さっそく主人のところに走って必要な材料とか揃そろえてくれ」

「うぅ……わかりましたけど若様ってば人使いが荒いです。明日にはお父上のところにまで行かされるというのに……」

　レポリナが不平を言ったけど、クーは豪快に笑い飛ばした。

「買い出しついでに、お前の好きな高いチェリー酒も買っていいぞ」

「早速、行かせていただきます！」

　敬礼してから、勢いよく工房を飛び出していくレポリナ。クーって意外と配下の使い方が上う手まいな。するとクーはタルにも声を掛けた。

「タルも宴会に来いよ。こういうのは大勢のほうがいいからな」

「……まったく、バカ様はしょうがないなぁ」

　タルはやれやれといった感じに承諾した。ただ、白い熊耳がピコピコと揺れていた。

　もしかして雪せつ熊ゆう族ぞくの耳って妖よう狼ろう族の尻尾と似たような感じなのだろうか。だとしたら素っ気なく振る舞ってはいるものの、案外、乗り気なのかもしれない。

　まあそんなわけで突発的に宴の開催が決まったわけだ。

　日も暮れて、白鳥亭の大広間ではいま広げられた特大絨じゆう毯たんの上に、所狭しと料理の載った皿が置かれていた。そのほとんどが肉・肉・肉という肉料理のオンパレードだった。白はく鷲しゆう族ぞくの宿屋の主人がまた新たな肉料理の載った大皿を置いていた。

　白はく鷲しゆう族ぞくはその名の通り鷲わしの獣人族で背中には翼が生えているのだけど、翼の中央から先端部分がやや茶色くなっているので天使という感じはしない。男性の場合は顔も鷲のそれなので、エジプトの壁画に見るような半人半獣の神様っぽくも見える。

　そんな主人が料理を設置するのを見ながら、俺は横にいたクーに話しかけた。

「やけに肉料理が多く見えるんだけど……？」

「うちの宴会はこんなもんだ。家畜を潰してその肉を食うのが一般的だ」

「これは宴会料理だろ？　普段はどんな食生活なんだ？」

「肉以外だと貝とか魚とか乳製品が多いな。穀類はイモとかがあるけど、野菜や果物は北の一部でしかとれないから希少で値もはっちまうんだ」

「へぇ……」

　野菜に需要があるというのなら、流通ルートさえ開拓すれば野菜を輸出することもできそうだな。じゃあビタミンＣとかはどうやって摂取してるんだろうか？　昔の航海ではビタミンＣが不足して、船員が壊血病になり大変だったとなにかのマンガで読んだ。

「野菜不足で病気になったりとかはしないのか？」

「あん？　そんな話は聞かねぇな。というか、あんまり病気ってのにはならねぇな。うちだと病死よりも断然、凍死のほうが怖いくらいだ」

「ふ～ん……」

　なにか特別な栄養摂取方法でもあるんだろうか？

　そんなことを考えているうちに宴の仕度は調ったようだ。この場にいるのは俺、アイーシャ、ジュナさん、ロロア、トモエちゃん、ハル、カエデのフリードニア王国組七名に、クー、タル、レポリナのトルギス共和国組三名が加わった十名だ。

　そんな俺たちに一人に一つずつ木製の盃さかずきのようなものが回されてきた。

　見れば盃の中には白い液体のようなものが入っていた。揺らしてみるとほんの僅かにとろみがかっているようだ。牛乳というよりは濁どぶ酒ろくとかに近い気がする。

「……謎の白い液体？」

「これか？　これはうちの名物『乳酒』だ」

　クーはそう答えた。

「ちちざけ？」

「スノーヤク（この国に生息する毛深い牛のような生物らしい）の乳を発酵させて作った酒だから『乳酒』だ。クセは強いが慣れると美う味まいぜ？」

「発酵……ヤクの乳ってことは……乳酸菌？」

　そういえば乳酸菌ってビタミンＣを生成するんじゃなかったっけ？

　たしか乳酸菌が発酵した働きだとかなんとか……うろ覚えだけど。もしかしてこの国の人々は不足しがちなビタミンＣをこの飲み物で補ってたりするのだろうか？

　それはともかく全員の手に盃が回ったところで、俺とクーが乾杯の挨拶をすることになった。皆が座る中、俺たちだけが立ち上がる。

「宴の前に長話は無粋だ。だから簡潔にいかせてもらうぜ」

　そう言うとクーは俺のほうに向き、盃を掲げた。

「フリードニアよりの客人に！」

　その言葉に応じるように、俺もクーに向かって盃を掲げる。

「トルギスの人々に！」

　そして、俺たちは盃と盃とを打ち鳴らした。

「「　乾杯！　」」

「「「「「　かんぱーい！　」」」」」

　皆が斉唱し、こうして宴がはじまった。

「さあさあ、グイッといっちゃってくれや」

「お、おう……」

　クーに勧められてスノーヤクの乳酒を飲んでみる。不思議な味わいだ。

　見た目よりはサラリとしているけど、なんと表現すればいいんだろう。飲むタイプのプレーンヨーグルトって感じだろうか。それでいて酒っぽい臭いもする。このままでも案外いけるけど、蜂蜜とか入れたほうがもっと美お味いしく飲める気がした。

　トモエちゃん以外のメンバーもこの乳酒に舌鼓を打っていた。

　ちなみに、この国にもうちの国にも「お酒は何歳から」の厳密な決まりはない。慣例的には十五、六歳くらいから外でも堂々と飲めるようだ。きっちりと法を整備しようかとも思ったけど、ある意味では土地の文化だし、いまは保留にしている。下手に手を出すと世論の反発を招きそうだしな。まあ国民が健康志向に目覚めれば、自然と「年齢制限を」という声も上がるだろう。法整備はそれからでいい。

　俺は乳酒を飲みながら周囲の様子を見回した。

　一番にぎやかなほうを見ると、料理がこんもりと載った大皿の前に座ったアイーシャとクーが、なぜか大食い＆早食いの勝負をしていた。どうもアイーシャの食べっぷりに感化されたクーが勝負を挑んだらしい。ルールは大皿にこんもりと盛られた料理を、どちらが先に完食するかという勝負のようだ。

「「　ガツガツガツガツ……　」」

　二人とも、一心不乱に料理を口の中に運んでいる。単純な大食い勝負だったらアイーシャが負けるとは思えなかったけど、早食い要素が加わるとどうだろうか？　見たところ皿の料理が無くなる速度は互角なように見える。

「ガツガツ……（ウキャキャ、そんなスラッとしてるくせにやるじゃねぇか）」

「ガツガツ……（貴殿も、なかなかやりますね）」

　時折ぶつかる二人の視線が、そんなやりとりをしているかのようだった。そんな二人の様子を呆あきれ顔がおのロロアと、呆あつ気けにとられ顔のトモエちゃんが見ていた。

「まったく……アイ姉ってば、なんで早食い勝負なんてやってるん？」

「アイーシャさん、相変わらずすごい食べっぷりです」

「トモエっちも負けずにたんとお食べ。大きくなれへんで？」

「沢山食べればアイーシャさんのように大きくなれるでしょうか？」

「……成長の余地があるってええなぁ」

　たぶん、トモエちゃんが言ったのは背丈のことだと思うけど、ロロアは自分の胸元を見ながら死んだ魚のような目をしていた。妹分に抜かされる未来を想像して凹へこんでいるのだろう。比較対象があれなだけでロロアもないわけじゃないと思うんだけど……この手の話題に深く踏み込むのは自殺行為なのでやめておこう。

　視線を別のところに移すとハルとカエデがタルと飲みながら、なにやら話し込んでいるようだった。ハルがカエデの盃に酒を注つぎながら尋ねた。

「タルは鍛冶屋なんだよな？　俺に合うような武器を知らないか？」

「……どんな武器が欲しいの？」

「俺は武器に炎を纏まとわせて投げつけるのが得意なんだが、ただの槍やりとかだと投げつけた後に燃え尽きてしまうんだ。かといって付与魔法なんかで強化されてる槍は高いから投げ捨てられないし、戦場だと拾いに行くのも大変だからなぁ」

「それにハルはルビ……大型の生き物によく乗っていますです。だからそういった生き物の上からでも使えるような武器が良いのです」

　ハルの注文にカエデがそう補足をしていた。ハルの乗る大型の生物というのはルビィのことか。さすがに星竜連峰の人間でもないのに竜ドラゴンと契約していることを知られれば、一体何者なんだという話になるので誤魔化したのだろう。

「……そういうことなら、『双蛇槍』という武器がある」

　タルは少し考え込む素振りを見せながら言った。

「『そうだそう』？　どういう武器なんだ？」

「さながら尻尾の部分にも首がある双頭のヘビのように、二本の槍の石突き部分を連結させた武器。連結部は細い鎖になっていて、一本を投げ槍として飛ばしても、もう一本を引っ張れば回収できるという仕組み。もとはバカ様の乗っていたヌーマスのような大型の獣の上から、足下の歩兵を攻撃するために作られたの」

「へぇ～、凄すごそうな武器だな」

　ハルは感心したようだったけど、タルは静かに首を振った。

「……ただ、扱いは凄く難しい。鎖の長さは付与魔法で調節できるけど、長ければ長いほど扱いに技術や膂りよ力りよくがいる。うちの国でもあまり使われていない」

「そこらへんは大丈夫だと思うのです。ハルは体力だけには自信があるですから」

「酷ひどい言われようだな……もう少し愛のある言い方はできないのか？」

「愛があるからハルたちが戦場で死なないように武器を探しているのですよ？」

「うぐっ……」

　カエデに言い負かされるハルを見て、タルはクスリと笑った。

「……たしか工房に在庫があったはず。まずは自分に合うかどうか試してみるのがいいと思う。気に入ったのなら注文を受け付ける」

「ああっ、よろしく頼むぜ」

「よろしくお願いするのです」

　盃を打ち鳴らす三人。商談成立かな？　いい武器が見つかるといいな。

　さて、残った俺たちのほうはというと、まず奥さん役ということで俺の隣にジュナさんが座り、そんな俺たちを持てなそうと白はく兎と族ぞくのレポリナがお酌をしてくれていた。椅子ではなく絨毯の上に直じかに座っていることもあり、日本式御お座ざ敷しき接待を思い出すな。

「すみません～。お客様のお相手は本来ならクー様のお役目なのですが……」

　俺の盃に乳酒を注ぎながらレポリナが言った。

「いやいやいや、こうして歓迎の宴うたげを開いてくれるだけでも感謝しきりだから」

「そう言っていただけると助かります～。あ、奥方様もどうぞ」

「ふふふ。ありがとうございます」

　ジュナさんもレポリナのお酌を受けていた。心なしか上機嫌のように見える。

「楽しそうですね、ジュナさん」

「はい。いまの私たちはとても夫婦らしいですし」

「そ、そうですか……」

　なんか照れるな。そんな俺たちの様子をレポリナもニコニコと見ていた。すると、ジュナさんが近くに置かれた鍋の中にあったものを木の椀わんによそって差し出してきた。

「お料理もなかなかに目新しいものばかりですよ。この汁物も美味しいです」

「へぇ～。見た感じは……団子汁みたいですね」

　赤あか味み噌そで作った味噌汁のような汁に、根菜類や、白く薄べったい団子のようなものが浮かんでいた。一口啜すすってみると、予想とは違う味が口の中に広がった。これ、味噌汁じゃなくてカボチャのシチューだ。団子はそのまま団子だったけど薄くのばされていて、なんというか、ほうとうとカボチャシチューを足して二で割ったような味わいだった。

「予想していた味とは違うけど……美味いですね」

「はい。なんだか身体からだが温まる気がします」

「ふふふ。そのカボチャシチューはうちの国では定番の料理なんですよ？」

　ジュナさんと舌鼓を打っていると、レポリナが嬉うれしそうに言った。

「うちの国では葉物野菜は手に入りにくいのですが、カボチャは結構採れるんです。だからカボチャ料理が豊富なんですよ～。御菓子などでもカボチャ餡あんやカボチャクリームを使ったものが多いですね。砂糖をふんだんに使っているので、外の人の舌には甘すぎに感じてしまうようですけど」

「あれ？　砂糖は沢山あるのか？」

「ええ。カボチャと同じくビーツもよく採れますから」

　ビーツ。テンサイ、サトウダイコンなどと呼ばれる植物だ。

　サトウダイコンというように砂糖の原料になる。うちの国に出回っている砂糖も、多くはこのビーツにより作られたものだった。他にはカエデ類からとるメープルシュガーもあるけど、サトウキビは王国では北の一部でしか栽培されていないため、それで作る砂糖はあまり出回っていない。ビーツはこの国ではよく採れるのかぁ……。

「食べ物って土地柄が出るよなぁ」

「そうですね～。でも、カボチャシチューにお団子が入るようになったのはごく最近ですよ？　アミドニア方面からの行商人さんから幻惑リリーの根っこが食べられるって話を聞いてから入れられるようになったんです」

「これって、リリー根団子だったのか!?」

「はい。なんでもアミドニアのほうに食神イシヅカ様なる神様が降臨して、食べられることを教えてくださったそうで。おかげでいままでは汁物だった料理が、主食として食べられるようになりました。その神様に感謝ですね～」

「「　………　」」

　まさかアミドニアで広めた食文化がこの国にまで及んでいたなんて。

　しかもアミドニアだけでなく、このトルギス共和国でもポンチョが食の神様として神格化されつつあるとは……。噂うわさに尾ヒレは付きものだけど、このままいくとポンチョはそのうち『イシヅカ神社』などで祀まつられるようになるんじゃないだろうか。ポンチョよ、お前は一体どこへ向かっているのか。本人も知らないだろうけども。

「よう、お二人さん。楽しんでるか？」

　そこへクーがお腹なかをポンポンと叩たたきながらやってきた。

「楽しませてもらってるよ。そっちは？　大食い・早食い勝負は終わったのか？」

「ウッキャッキャ。あの姉ちゃんは強いなぁ。早食いはともかく量では歯が立たなかったわ。あんだけ食べてまだまだ食べられるってんだからビックリだ」

　勝負はアイーシャが勝ったのか。まあ当然の結果かな。クーはレポリナから盃さかずきと酒を取り上げると、俺の隣にどっかりと腰を下ろした。

「あとはオイラがやるから、レポリナは向こうに混ざってきていいぞ」

「わかりました～」

　レポリナは会釈をするとアイーシャたちのほうへと去って行った。するとジュナさんも「アイーシャさんたちの様子を見てきますね」と席を外した。

　どうやらここからは男同士、サシで飲むことになるようだ。俺たちは互いの盃に酒を注ぎ合うと乾杯した。クーは注いだ酒を一息に飲み干すと上機嫌そうに笑った。

「かーっ、やっぱ宴で飲む酒は格別だな」

「十五でその言い方は親おや父じくさくないか？」

「ウキャキャ、構うことはねぇ。酒の席では無礼講って相場が決まってらぁな」

「……そうかい」

　クーの盃に新たな酒を注いでやる。クーはその酒を今度はチビリと飲むと、ポンと俺の肩に手を置いてきた。なんだ？　絡み酒なのか？　そう思っていると、
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「で、どうだい？　カズマ」

「どうって、なにがだ？」

「この国はどうかってことだよ。楽しんでくれてるか？」

　クーが不意にそんなことを聞いてきた。俺は少し考えてから答えた。

「ああ。良い国だと思う。温泉もあるし料理もこの乳酒も美う味まい。手先が器用な人材もいるし国として魅力的だと思う」

「ウッキャッキャ！　そうだろそうだろ。オイラも、この国が大好きだ」

　クーはケラケラと笑ったあとで少し真面目な顔になった。

「本当に……良い国だと思ってるんだぜ？　夏に家畜を放牧し、冬は家の中で見事な工芸品を作り出し、寒いけど、人と人とが寄り添い生きるこの国の暮らしがよ。頭の堅い年寄り連中はやたらと北へと領土を広げたがるけどな」

「………」

　トルギス共和国は北進政策が国是の国だと聞いていた。実際に、うちの国が国内問題やアミドニア公国との対立で揺れたときには、この国は国境線沿いに軍を集めうちの国へと攻め入る動きを見せていた。直接干かん戈かを交えることはなかったものの、そんなトルギス共和国にクーのような考えを持つ者がいることが驚きだった。

「だいたい、北の領土を取ったって維持できねぇだろってんだ。外では飛竜ワイバーンみたいな空軍が幅を利かせてるんだろ？　うちみたいな寒冷地は飛竜ワイバーンの生育に適さない。それが余よ所そから攻め込まれにくいメリットではあるが、飛竜ワイバーンなしで外の国の領土を切り取るなんて不可能だ。どんなに頑張ったって、都市を一つ二つ切り取るのが限界だろう。しかも、冬になれば雪のせいで本国との連絡が途絶えるから維持も難しいしな」

　腕を組んでウンウンと頷うなずきながらクーは言った。

　バカっぽい言動に惑わされるけど、すごく正確に自国の現状を捉えている。話していて人を惹ひき付ける魅力のようなものを感じるし……もしもクーがもっと立地的に恵まれた国の王族に生まれていたら、稀き代たいの英傑になっていたかもしれない。

　クーはまた一息に乳酒をあおった。

「オイラはな、カズマ。この国にはこの国なりの豊かになる方法があるんじゃねぇかって、本気でそう思うんだ。なにも北に行かなくたって、この国には自身を発展させるだけの底力がある。そんな気がするんだ」

「……わかる気がする」

　俺がしみじみとそういうとクーは「そうか！」と笑った。

「わかってくれて嬉しいぜ！　親父とお宅の王様との交渉が上う手まくいくといいな！」

「ああ。きっと……両国にとって、意義のある会談になるだろうさ」

　俺たちはもう一度、盃を打ち鳴らした。
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　交渉の結果、会談の開催は十日後、ノーブルベップで俺たちが泊まっている旅籠はたごで極秘裏に行われることが決まった。極秘裏である理由は警備上の問題と、表だって会談するためには、この国の場合、族長会の承認が必要になる。

　時間さえ掛ければ承認も下りるだろうけど、その手間を嫌ったのだ。

　ともかく会談の日取りが決まり、あとのセッティングはハクヤやクーの親父さんが行うことになった。俺たちはというと、それまでの間はとくにすることもないので予定どおりこの国を見て回ることにした。クーが案内役を買って出てくれているわけだしな。

　そんなわけで俺たちは今日、ノーブルベップにほど近い漁港の町『モーラン』に来ていた。メンバーは俺、アイーシャ、ジュナさん、ロロア、トモエちゃん、クー、レポリナの七名だった。ハルとカエデはタルの工房で、ハルが使う武器を見せてもらうとのことなので別行動中だ。竜騎士となったハルはいまや国防軍のエースだ。ハルがその武勇を遺憾なく発揮するための武器を手にする意義は大きいため、別行動の許可を与えたのた。

「うわぁ～……」

　モーランの町を歩いていると、トモエちゃんが声を上げた。

「義あ兄に様さま！　すっごく大きな人がいます」

　トモエちゃんが興奮したようにそんなことを言った。たしかにこの町を歩いていると偶たまにもの凄すごく大きな人とすれ違う。大体二メートル超えといったところか。

　そんな並の民家なら天井を突き破りそうな背丈に加えて、皆ズングリムックリな体型をしていて、さながら大柄・重量級のお相撲さんのようだった。

　とにかく歩いているだけで迫力が凄い。トモエちゃんなんか踏みつぶされちゃうんじゃないかと心配になるほどだ。驚く俺たちを見てクーは愉快そうに笑った。

「ウキャキャ！　初めて見たなら驚くよな？　あいつらは海かい象しよう族ぞくだ」

　海象……セイウチか。そう言えば大柄の人々のうち、男性の口からは大きな牙が二本伸びている。女性の場合は八重歯が長いかなぁってぐらいだけど。

「海かい象しよう族ぞくは漁を生業としている種族なんだ。タルみたいな雪せつ熊ゆう族ぞくも泳ぎは達者なほうだけど、海かい象しよう族ぞくには敵かなわない。なにせ凍り付いて船も出せない冬場の海にも、氷を砕いて入っていき、素潜りで漁をしているくらいだしな」

　凍った海で素潜り!?　それはすごい。この世界にはドライスーツもないだろうし、よく凍死しないものだ……って、ああ、なるほど。だからあんな体型なのか。

　皮下脂肪を蓄えることで身体の保温性を高め、凍った海で活動できるよう特化した種族なのだろう。それが土地に適応するよう進化した結果なのか、それとも土地に適用できる種族だけが進出できた結果なのか……非常に興味深いな。

　クーに案内されながら浜辺のほうへと向かうと、なにやら火を囲んでいる海かい象しよう族ぞくの集団が見えた。クーはその集団のほうへと歩いていき話しかけた。

「よお、オメーら！　浜焼きか？」

「あっ、若様。ええ。今日は貝やら海え老びやらがようけ採れたんで、皆で真っ昼間からパーっとやろうと言うとったんですわ」

　見ると海かい象しよう族ぞくの男たちが囲んでいる焚たき火びの上には網が置かれていて、その上ではいろんな種類の貝が焼かれていた。ハマグリみたいな二枚貝はパックリと口を開き、サザエのような巻き貝は蓋からブクブクと泡を吹いている。立ちのぼる磯いその香りもあって、ものすごく美お味いしそうだ。それを見て、クーは楽しそうに笑った。

「ウッキャッキャ！　そいつはいいなぁ！　実はいま異国からの客人を案内していてな。酒はこっちで奢おごるからオイラたちも混ぜてくれよ」

「おっ、いいんですかい？」

「やったな！　これで沢山飲めるぜ！」

　男たちもクーの提案に歓喜の声を上げていた。クーは振り返ると懐から取り出した袋をレポリナに放った。どうやら財布のようだ。

「レポリナ！　それで芋酒を樽たるで買ってこいよ」

「うええええええ～!?」

　クーの命令にレポリナは目を白黒させた。

「樽って……無茶ですよ～！　私一人じゃ重くて持ってこられません～！」

「重いようなら転がしてこい」

「そんな～」

　クーの突然の思いつきに振り回されるレポリナ。上司に振り回される様子が不ふ憫びんだったので、俺は助け船を出すことにした。

「アイーシャ。悪いけど、レポリナに付いていって樽を運んでやってほしい」

　人任せにして申し訳ないけど、アイーシャなら酒樽の一つや二つなら楽に運べることだろう。アイーシャは得意げにドンと胸甲を叩いた。

「お任せください。ささっ、行きましょうレポリナ殿」

「ふぇ～!?」

　アイーシャは呆あつ気けにとられたレポリナを引き摺ずるようにして連れて行った。二人を見送りながらクーはクククと笑った。

「たしかにあのダークエルフの姉ちゃんなら樽の一つや二つくらい、運んでくるのも造作もないことだろうな」

「わかるのか？」

「まあな。お仲間の赤髪の兄ちゃんくらいならオイラでも良い勝負ができそうなんだが……あの姉ちゃんは次元が違う感じがするわ」

　クーはグルグルと腕を動かしながらそう言った。

「少なくとも一冒険者って武力じゃないな。王国の武将かなにかなのか？」

「……ノーコメントで」

「家臣として欲しいなぁ」

「やらんわ」

「ウキャキャ！　そうかい」

　そんなことを話している間にも貝が焼き上がってきた。すると、海かい象しよう族ぞくの漁師たちが小さめの壺つぼの中から、なにやら乳白色のものを取り出して貝の上に載せた。

「あれは？」

「乳酒の原料にもなってるスノーヤクの乳で作ったバターさ。ここいらで魚介類を食べるときは酒を振りかけながら焼いて、最後にあれを載っけるんだ」

　なるほどバターか。ホタテバターとかアサリのバター炒いためとか……貝類とバターってよく合うからなぁ。すると、バターの載ったたぶんホタテだろうと思われる貝を、漁師たちは貝殻の上でブツ切りにして俺とクーに差し出してきた。

「さあ、若様、どうぞ」

「お客人も、遠慮せず、どんどん食べてくだせぇ」

「おう、すまねぇな！」

「ありがとうございます」

　漁師たちにお礼を言って受け取る。途端に磯の香りとバターの香りが鼻び腔こうをくすぐる。ああ、なんだろう……すごく懐かしい感じがする。縁日の屋台で売っているツブ貝の串焼きを思い出した。日頃はツブ貝を食べたいなんて思ったこともないのに、屋台の前を通ってあの香りを嗅ぐと足を止めずにはいられない……あの感じだ。

　もらったフォークで刺して食べる。……うん、ホタテバターだ。ホタテとバターそれぞれの風味もしっかりと生きている、いままで食べた中で最高のホタテバターだ。

「うまい……」

「だろう？」

　思わず唸うなるとクーが嬉うれしそうに言った。

「浜で焼いて、バターを載っけて食うのはうちの自慢の『食文化』だ」

「……なるほど」

　食文化ときたか。なら、やられっぱなしではいられないな。

　俺は漁師が巻き貝に金串を突っ込み、グルンと回して貝の身を内臓ごと取り出しているのを興味深そうに眺めているロロアに呼びかけた。

「なぁ、ロロア」

「ん？　なんや？」

　ロロアがトコトコとよってくる。

「〝アレ〟っていまあるか？　ホラ、国から金属の容器に入れて持ってきたヤツ」

「あー、アレなら持ってきた荷物の中に入っとったと思う」

　そう言うとロロアは馬車から持ってきていた旅の道具袋をあさり、中から弁当箱ぐらいのサイズの金属製の容器を取り出して「これやろ？」と差し出してきた。

　クーが興味深げに覗のぞき込んできた。

「ウキャ？　なんでぇ、その箱は？」

「うちの国から持ってきた調味料が入ってるんだ」

　金属製の容器を開けると、黄土色のねっとりとしたものがみっちりと入っていた。

「調味料？」

「ああ。味み噌そっていうんだ」

　容器の中に入っていたのは国で妖よう狼ろう族に作らせている味噌だった。

　日本人が外国を旅する際に、日本のカップ麺やカップ味噌汁なんかを持っていきたくなるのと同じで、俺はこの旅に味噌と出だ汁しを取る用の昆布を持ってきていた。水と適当な野菜があればどこでも味噌汁が作れるからな。肉があれば豚汁にだってできるし。

　そんなわけで持ってきていた味噌を匙さじで一ひと掬すくいし、少量を俺のホタテバターの上に載せた。『ホタテバター』は『ホタテ味噌バター』へと進化を遂げたのだ。

　ザックリと混ぜてからクーへと差し出した。

「騙だまされたと思って一つ食べてみないか？」

「……お、おう」

　クーは訝いぶかしがりながらもブツ切りにされていたホタテの一つを摘つまんで、口の中へと放り込んだ。次の瞬間、クーの目が驚きで見開かれた。

「なんだこれ！　味がすっげぇ複雑になったぞ！　いや、うめえ！　うめえんだけど、なんだか無性に酒が飲みたくなってくるな！」

「ふふふ。どうだ？　我が国の『食文化』は？」

　自信満々に言うと、クーは一瞬呆気にとられたあとで愉快そうに笑った。

「ウッキャッキャ！　なるほど、オイラがさっき言った『食文化』って言葉に対抗したってわけか！　こいつぁ一本とられたぜ！」

「一本とりかえしただけさ。浜焼きだって良い文化だと思う」

「ウッキャッキャ、ちげぇねぇ！　あー、早く酒が来ねぇかなぁ～」

　そんなことを言っているとレポリナとアイーシャが戻ってきた。

　レポリナは小さめの酒樽を抱え、アイーシャは肩に大きな酒樽を二つ担いでいた。

　その後は別行動していたハル、カエデ、タルなども合流し、浜辺での酒盛りは大いに盛り上がった。ただクーの用意した芋酒は相当強いお酒だったらしく、日が落ちた頃には盛り上がりすぎて、若干名、羽目を外しすぎるヤツが出てきた。

「氷の下の海草は～、どんな風に踊るのか～」

「あっ、ゆらゆらゆらゆら踊ります～」

　調子っぱずれの、歌なのか掛け声なのかよくわからないものを囃はやし立てながら、海かい象しよう族ぞくの男たちが踊っている。くねくねとした動きでまるで腹踊りのようだ。

「よっしゃー！　燃・え・て・る・ぜ～！」

「いいぞ～なのですよ～、ハル～！」

　べつのところでは酔っぱらっているのだろうハルが、二本の棒きれに火を纏まとわせてファイヤーダンスみたいなことをしていた。その様子を見て同じく酔っぱらっているのだろうカエデがケラケラと笑い転げていた。さらに、べつの場所では、

「ウッキャッキャ！　ほれほれ～」

「あっはっは～、高い高いで～す♪」

　酔っぱらったクーがトモエちゃんを上機嫌で肩車していた。

　肩車されているトモエちゃんの上機嫌っぷりを見るに、あの子も酔っぱらっているのかもしれない。もちろんお酒など飲ませていないのだけど、匂いで酔っぱらったのかそれとも貝に振りかけていたお酒のアルコールが飛んでなかったのか……どのみち保護者として監督不十分だった。リーシアが聞いたらお説教コースだろうなぁ。

「はっはっは！　とても愉快ですな～、ジュナ殿！」

「ちょ、ちょっとアイーシャさん！　降ろしてください！」

　その隣ではクーに触発されたのか、酔っぱらったアイーシャがジュナさんを肩車していた。ジュナさんはそこまで酔っていないようで、周囲の注目を集めてしまっていることへの羞恥で顔を真っ赤にしていた。だんだんとカオスになりつつある浜辺を、俺は手酌で飲みながらぼんやりと眺めていた。すると、

「むふふ～、ダ～リ～ン♪」

　ロロアが背後からおぶさって来た。俺の肩に自分のアゴを乗せ、頰をすり寄せてくる。ネコのような仕草で可愛かわいらしいが少々お酒臭かった。

「ちゃんと飲んどるか～？　ダ～リ～ン♪」

「飲んでるよ。そういうロロアは……飲み過ぎじゃないか？」

「むふふ～」

　手には杯と貝殻が握られている。どちらもすでに中身はなくなっているが、それを手放そうとしないところが相当酔っているということの証あかしだった。

「なあ、ロロア」

「すぴ～……」

「って、早っ！　いまのいままで話してたじゃん！」

　ロロアは俺の肩にアゴを乗せたまま寝息を立てていた。

　口から若干ヨダレが垂れていたけど……見なかったことにしておいてあげよう。仕方がないので肩から降ろし、あぐらをかいた膝を枕に貸してやった。

「にゃふ～」

「………」

　まったく……幸せそうに寝こけてくれちゃって。ロロアの頭を撫なでながら俺はバカ騒ぎしているクーたちのほうを見た。共に酒を酌み交わし、共に食い、共にはしゃぐ。そんな楽しい時間を共有したことで、自分の中に〝あるもの〟が芽生え始めていた。

「………」

　俺はそれを払拭するかのように手にしていた盃さかずきの酒を呷あおった。そんな俺を心配そうに見つめる瞳があったことに、このときの俺はまったく気付いていなかった。







　モーランでの宴うたげは夜遅くまで続き、この地で一泊することになった。

　ほとんどの者がぐでんぐでんに酔っぱらっていたし、近いとはいってもノーブルベップまでは馬車を使わないといけないくらいには離れていたからだ。結局その日はクーが顔を利かせて借りた宿屋の大広間でみんなで雑魚寝することになった。

　そんなこんなで翌朝。俺とクーとジュナさんの三人は、昨日、浜焼きを行った近くの漁港へと散歩がてら来ていた。残りのメンバーは軒並み二日酔いでダウンしていた。とくにロロア、ハル、カエデの二日酔いが酷ひどく、トモエちゃんと症状が軽いアイーシャとレポリナの介抱を受けていた。なんでもクーの用意した芋酒は、お酒を飲み慣れていない人が飲むと悪酔いするという代物らしい。

　でも、なんで俺は平気だったのだろう？

　普段から飲み慣れてるらしいクーと、途中から飲むのを控えていたジュナさんが無事なのはともかく、なぜか俺も二日酔いになっていなかったのだ。お酒なんて貴族の夜会に参加したときや、仕事が夜更けまで終わらず、晩飯を食べ損ねたときにポンチョの料理屋で食べながらちょっと飲むくらいだったのに。そのことを二人に話すと……。

「悪酔いしない体質ってヤツなんじゃないか？」

　クーはそう推測した。体質ねぇ。遺伝的な問題なんだろうか。

　でも、思い出してみるとうちの祖じ父いちゃんはかなり悪酔いする人だったと思う。仲間との飲み会で痛飲して酔っぱらって家までたどり着けずに警察に保護されて、翌朝、祖ば母あちゃんにこっぴどくお説教をされているのを何度か見た気がする。

「本当に体質なんだろうか？」

「はうっ……」

　俺が呟つぶやくとジュナさんがサッと顔を背けた。どうしたんだろう？

「ジュナさん？」

「……なんでしょうか？」

　ジュナさんはいつもの穏やかな笑顔を見せた。だけど心なしか頰の端が引き攣つっているように見える。俺はそんなジュナさんの顔を覗き込んだ。

「どうしたんですか？」

「……っ」

　ジュナさんは露骨に目を逸そらした。普段はあまり感情を表に出さないジュナさんにしては珍しく焦っているようにも見えた。怪しい。

「……なにか知ってるんですか？」

「……なんのことでしょう？」

　ごまかすジュナさんの目をジーッと見つめていると。

「……きっと、ウワバミのせいですわ」

　目を逸らしながらジュナさんはボソリとそう呟いた。

　ウワバミ……酒豪ってことか。やっぱり体質的な問題なのかな……って、あれ？　いまジュナさんは「ウワバミなせい」ではなく「ウワバミのせい」って言ったか？　ウワバミとは「大きなヘビ」という意味だっけ。んー、なにか引っ掛かるなぁ。

　しばらく俺がジュナさんの目を覗き込もうとしては、ジュナさんが顔を逸らすという視線の鬼ごっこをしていたら、クーが海のほうを指差しながら話しかけてきた。

「なぁ、カズマ。あれが見えるか？」

「あれ？」

　言われるまま海を見ると、白い物が水平線上に広がっているのが見えた。

　あれは氷だろうか？　この国は大陸の南端にある。だとしたらあれはこの世界の南極の氷なのかもしれない。地図が曖昧なため氷の下に大陸があるかどうかは不明だけど。

　クーはそんな氷を真っ直すぐ見つめながら言った。

「あの氷の島がな、夏の終わり頃から徐々にこの国へと近づいてきやがるんだ。冬になればあの氷とこの浜辺は繫つながり、雪が降ればどこまでが陸地かわからなくなる。この海に馬車で乗り入れても割れないくらい分厚い氷が覆っちまうんだ」

　クーは浜辺にどっかりと腰を下ろすとあぐらを搔かいた。そして膝の上に肘を乗せ、頰ほお杖づえをつきながら忌々しそうに海を見つめていた。

「この冷たい海を大型の海洋生物は嫌う。だから中小の魚が集まり、この国の漁場は豊かだ。だけどそれは海上輸送用の大型船も入ってこられねぇってことだ」

「……難儀だな」

　この世界の大型船は海竜シードラゴン類のような大型の海洋生物が馬車のように牽ひいている。その海竜シードラゴン類が嫌がる海ということは、他国からの軍船に攻め込まれることがないというメリットがある反面、大型の輸送船も入ってこられないという大きすぎるデメリットもある。海洋生物に頼らない風や海流を利用した交易なら行えるだろうけど、それも夏の間だけだ。冬の氷の張った海を進める砕氷船のようなものはこの世界にはまだない。

「かといって陸上輸送にも限界がある。行商人は夏場しか来ねぇし、冬は雪に閉ざされて歩行も困難だ。ヌーマスのような生物を使えば冬場でも物を運べるが総数はあまり多くねぇ。そのほとんどが軍用に飼育しているしな」

「それを輸送用に転換はできないのか？」

「冬場の機動力だからな。どこかのダンジョンから魔物が溢あふれてきたとか、野盗が村を襲っているとか、どっかの集落が雪崩で孤立したとか……そういったいざというときに対処するための足を失うわけにはいかないだろ？」

「なるほど……」

　すでに用途としてはいっぱいまで使ってしまっているということか。それでは輸送用に転換もできないだろう。クーは頭をワシャワシャと搔いていた。

「だからまぁ、北へ行きたがる老人どもの気持ちもわからなくはねぇんだ。冬場にも大型船を入れられれば、この国はもっと豊かになること請け合いだからな。だが凍らねぇ港を攻めとったとして、それでどうなる？　物資の輸送の困難さはかわらない以上、交易の恩恵にあずかれるのはその港の近くだけだ。そのために維持することさえ困難な領地に攻め込むなんて『夢の中の美人を口説く』ようなもんだ」

　夢の中の美人を口説く。

　日本でいうところの『画餅』とかにあたる諺ことわざらしい。曰いわく「夢の中で出会った美人を一生懸命口説いても意味が無く、空むなしくなるだけ」とのことだ。

（う～ん……冬場の輸送手段か……）

　俺も頭を悩ませた。クーの語った問題はこの国と交易したいうちの国にとっても大問題だった。交易期間が限定されるということは交易品も限定される。この国だと野菜などがいい輸出品になりそうだけど、生鮮食品には保存の利かないものも多い。

（うちには『ススムくん・マークⅤ（マクスウェル式推進器）』があるから、冬場でも大型船を出すことはできる。だけど分厚い氷を砕いて進める代物ではない。研究はさせているけど、ガリンコ号のような砕氷船が造れるまで何年かかるだろう……）

　いまあるものでなんとかできないだろうか。船の上に魔導士を配置して道を切り開かせるか？……いや、海の上では魔法は使いにくいんだっけ。凍る範囲が広すぎるし魔導士を何人乗せても途中でエンストしてしまうだろう。かといって空輸しようにも上空は気流が乱れていて飛行型の騎獣も使えないという。そして陸上は雪で覆われるためヌーマスのような生物でも使わないかぎりは輸送は困難……と。

（除雪車もないしなぁ。いっそソリみたいに雪の上を滑るようなものがあれば……って、ソリを引くのにもヌーマスみたいな生物は必要か……ん？　雪の上を滑る？）

　そこで俺はあるものの存在を思い出した。以前『ススムくん・マークⅤ』の応用方法について考えていたとき、ほとんどネタとして開発させたものの存在を。

（もしかしてアレなら……ジーニャに連絡を取ってみるか）

　まだどうなるかはわからないのでぬか喜びさせないよう、クーには内緒でこっそりと王城と連絡を取ることにした。







　午後になると二日酔いメンバーもだいぶ回復したので、俺たちはノーブルベップの町へと戻ることにした。馬車に揺られ着いたころにはすでに夕暮れが近かった。

　クーは今晩も宴会をやろうと言ってきたけど、昨日の酒が残っている者が大半だったので丁重にお断りして、今晩は各々胃腸や肝臓を休ませることにした。

　ロロア、ハル、カエデは馬車の揺れで二日酔いがぶり返したらしく、宿について早々に部屋に入り晩ご飯も食べずに寝てしまった。アイーシャはトモエちゃんを連れて、夜の町へと散策に出かけた。土産物屋を見て回るつもりらしい。残された俺とジュナさんは晩飯後、取り留めもないことを話したりしてのんびりと過ごしていた。あとはもう温泉でも入って俺たちも休もうかという話になったとき、不意にジュナさんが、

「あっ、用事を思い出しましたので、失礼しますね」

　と言って部屋から出て行った。こんな時間に用事？

　アイーシャたちでも捜しに行ったのかな。一人取り残される形になった俺はとくにすることもなかったので、ひとっ風呂浴びることにした。この宿の温泉は一つの大きなかけ流しの露天風呂を、仕切りで男風呂・女風呂にわけているだけのものだった。

　身体からだにお湯を掛けてからすぐに湯船へと浸つかる。

　本来ならさきに身体を洗いたいところだけど、この国の夜は寒く、露天であるためにすぐに湯船に浸からないと、身体が冷えて大変なことになる。寒い外気から温かいお湯の中へと浸かり、身体が溶け出すような快感を覚えた。

　いまこの宿には俺たちしか泊まっておらず、男湯に入ってくるのはハルくらいのものなので誰にも気兼ねすることなくノビノビと入浴することができた。は～温ぬくい温い。身体にお湯が染み入って移動の疲れも吹っ飛ぶようだ。

　風呂の縁にもたれて自分の肩を揉もみながら例の登別から始まる温泉ソングを口ずさんでいると、後ろから誰かが歩いてくる音が聞こえてきた。女子風呂のほうじゃないな。だとするとハルが起きて風呂に入りに来たのだろうか。そう思って振り返ると、

（なあっ!?）

　そこにあったのはジュナさんの裸体だった。

　右手にお盆を持ち、左腕に掛けたタオルで前だけをかろうじて隠している。わずかに紅潮した白い肌と丸みのある女性的なラインが脳裏に焼き付く。いきなりの出来事に呆あつ気けにとられていると、ジュナさんはお盆を置いて身体にお湯を掛けだした。そして、

「お隣、失礼しますね」

　そう言うとお湯の中へと入ってきた。そして俺の肩と肩が触れあうほど近くに腰を下ろした。白く柔らかそうな肌がすぐ近くにある。ジュナさんはお湯に肩まで浸かると「ふう」と息を吐いた。その色っぽい吐息を聞いて俺はようやく我に返った。

「あ、あの……ジュナさん？　ここって男湯なんですけど？」

「宿の人に頼んで一時間ほど貸し切りにさせてもらいました。だから大丈夫です」

　そういえばロロアがそんなシステムがあるとか言っていたっけ。

「いや、でも、さすがに気恥ずかしいといいますか……」

「ふふふ。いいじゃないですか。私たちは夫婦なのですから」

　そう言うとジュナさんは俺にぴとっと寄り添ってきた。

「ですから、アナタ様も私のことはジュナと呼び捨てにしてください。二人きりなのですから丁寧語もやめてほしいです」
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「ジュナさ……ジュナの場合、丁寧語のほうが自然体なんだけどなぁ」

　言われたとおりに呼び捨て＆ため口に切り替えた。う～ん、少し恥ずかしい。

「むしろいま、意識してタメ口を使っている」

「立場的にはそちらのほうが自然だと思うのですが？　年上の女性は緊張すると言ってましたけど、大おお母かか様さまのことは『エクセル』って呼んでいるではないですか」

「エクセルは家臣ってイメージが強いからなぁ。あの女傑に振り回されないためにも君臣の関係は普段からキッチリとさせときたいし。でも、ジュナはやっぱり『ジュナさん』って感じがするんだ。もちろん他の婚約者たちと比べて隔意があるわけじゃないからな。頼れる姉さん女房のイメージなんだ」

「ふふ、そうですか」

　一生懸命弁明する俺をジュナは穏やかな表情で見ていた。するとジュナは持ってきたお盆を引き寄せた。お盆の上には小さめのグラスが二つと、淡い黄色をしたビンが載っている。ジュナはグラスの一つを俺に手渡すとビンを俺に掲げて見せた。

「まずは一献」

「お酒なのか？」

「いいえ。昨日の今日なのでジュースにしました。レポリナさんが好きだと言っていたチェリー酒とほとんど同じ製法で作ったジュースだそうです。できたシロップをお酒で割るか、水で割るかの違いだけみたいですね」

　そんな風に解説しながらジュナは俺のグラスにジュースを注ついだ。

　ジュースではあるものの、気分的にはお酒っぽかったので俺もジュナに返杯する。ようやくジュナの白い肌にも見慣れて……いやもちろん見飽きるようなものではないけど、少しは動揺を抑えられるようになってきたところで俺たちは乾杯した。

　そのまま二人、温泉に浸かりながらジュースを酒に見立てて差しつ差されつする。

　そのときにどうしても、リーシアのものよりも大きな膨らみにチラチラと視線がいってしまう。お湯で濡ぬれた肌が艶っぽい。ジュナも当然そのことに気付いていた。

「ふふっ、堂々と見てくださっていいのですが」

「……勘弁してくれ」

　ジュースにはアルコールなんて入ってないはずなのに頭がクラクラしてくる。すぐにのぼせ上がってしまいそうだ。頭の中で煩悩と理性がせめぎ合っていると、

「なにか、考えていることがおありですか？」

　不意にジュナにそう尋ねられた。頭の中が煩悩だらけだったことを悟られたのかとドキッとしたのだけれど、ジュナは真剣な目で俺のことを見つめていた。

「浜焼きのときから、アナタ様はなにやら考え込んでおられるようでした。今日も……どこか気もそぞろと言った様子です」

「……気付いてたのか」

　たしかに浜焼きのときからずっと考えていることがあった。いや、戸惑っていると言ったほうがいいかな。するとジュナは俺の肩に頭を乗せて伏し目がちに言った。

「私が聞いてどうにかなる問題なのかはわかりません。ですが、もし誰かに伝えることでアナタ様のお心が少しでも安らぐなら、どうか一人で抱え込まないでください。アナタ様には私を含め、どんなことでも共有できる伴侶たちがいるのですから」

「ジュナ……」

　ジュナは婚約者の中でも一歩引いた位置から常に全体のことを見てくれている。その細やかな心遣いは随一と言っていいだろう。だからこそ自分では隠せているつもりになっていた不安も、容易たやすく見透かされてしまったのだろう。

　するとジュナは今度はふて腐れた少女のように言った。

「本当はさっき二人きりになったときに相談してくれると思っていたんですよ？　それなのにアナタ様はなにも仰おつしやってくれないんですもの。ですから、このような場を設けさせていただきました。なにも隠し立てのない場所でなら、アナタ様の裸の心をさらけ出していただけるのではないかと思ったんです」

「すべてわかった上でのことか。ホント敵かなわないなぁ」

「ふふふ」

　ふて腐れた様子が可愛かわいかったので頭を撫なでると、ジュナは嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。すべてお見通しではあったけど、ジュナの微笑みを見れば悔しさは感じなかった。

　だから俺は感じていた不安を打ち明けることにした。

「ジュナは……クーのことをどう思う？」

「クー殿ですか？　少々賑にぎやかですが好ましい少年だと思われますが」

「ああ。加えて妙に人を惹ひき付けるところがある。将来は良い為政者になるだろう。これで外への拡張思考があったら油断ならない強敵となっただろうけど、クーは国内の発展だけで満足している。隣国の統治者としては好ましい人物だ」

「……悪いことのようには聞こえませんが？」

　ジュナが首を傾かしげた。たしかに悪いことではない。

「盟友となってくれたらこれほど心強いことはない。東に密漁問題で揉めてる『九く頭ず龍りゅう諸島連合』、北に魔王領を抱えて不安定な『東方諸国連合』、西に一筋縄ではいかない『傭よう兵へい国家ゼム』と宗教国家『ルナリス正教皇国』を抱えているうちにとって、南西の『トルギス共和国』とだけでも友好関係を結べたら今後がかなり楽になる。秘密同盟を結んでいる『グラン・ケイオス帝国』とも陸続きに連携できるようになるしな」

「………」

「だけどまだ盟は結べていない。盟を結ぶ前に、俺はクーのことを知りすぎた」

　手元にあるグラスをジッと見つめた。

「クーや、タルや、レポリナ、それにこの国の人々と酒を酌み交わして、どんちゃん騒ぎしたのはとても楽しかった。楽しかったんだけど、同時にこうも思ったんだ。いざというとき、俺はこいつらを敵に回せるんだろうかってさ」

「敵に……ですか？」

　ジュナの表情が曇った。なぜそんなことを、って顔をしている。

「俺はクーを好ましい人物と思っている。だけど俺は個人であると同時に国の代表でもある。個人の好き嫌いと、国としての好き嫌いは分けて考えなくちゃいけない」

「トルギス共和国との友ゆう誼ぎは未いまだ結べていないから？」

「ああ。もし今後トルギス共和国がうちと敵対関係になったとき、俺はクーたちのいる国と戦うことができるんだろうか……と、そう考えてしまったんだ」

　それが俺が感じていた漠然とした不安だった。

「アミドニアとの開戦を決意したときには、すでに敵の策略は目前まで迫っていて、やらなければやられるという瀬戸際の状況だった。だから戦争を決断できた。だけどもし開戦前にロロアや、コルベールや、マルガリタみたいな者たちが居ると知っていたら、俺は開戦を決断できただろうか。ロロアたちを失うかもしれないのに」

「………」

「今回もそうだ。共和国が敵対した場合、決断が遅れて苦しむのは配下と国民だ。それがわかっていてなお、俺は覚悟を決められるだろうか？　俺はクーたちに対して好意を持ちすぎてるんじゃないかって……そう考えると不安だったんだ」

　自分の気持ちを吐露したとき、ジュナの手が俺の頰に触れた。

「ジュナ？」

「アナタ様はきっと、決断するでしょう」

　そう言ったジュナの声はどこまでも穏やかでやさしかった。するとジュナは俺の首に手を回してギュッと抱きついてきた。いきなりのことに驚いて、俺はグラスを湯の中に落としてしまった。左腕をやわらかな感触が包んでいる。

「ちょっ、ジュナ!?」

「その選択を迷うでしょう。あとで決断したことを悔やむかもしれません」

　耳元でジュナがやさしく囁ささやいた。

「ですが迷っても悔やんでも、アナタ様はやるべきことをやれる人です。私はアナタ様のこれまでをずっと見てきました。強さも弱さも知っています。アナタ様はどんなに心が戦いたくないと叫んでも、戦わなければいけないときには戦いを決断できる人です」

「………」

「その決断で心が千々に乱れるなら私たちに言ってください。アナタ様の迷いも悔恨も罪も、私たち家族が一緒に背負います。ふふっ、アナタ様には将来の妻が五人もいるのですからきっちり六等分しましょう？」

　最後は茶化したように言うジュナ。……心が軽くなったような気がした。

「ありがとう。ジュナ」

「ふふっ。それにいまトルギス共和国と敵対することを考えるのは、遠くの山の落石を心配するようなものです。そんなことでは足下の石に躓つまずいてしまいますよ？」

「あははっ、そうだな」

　遠くを見てたら足下に躓く、か。まったくそのとおりだ。

　たしかにいまは敵対したときのことを考えるよりも、共和国に敵対させないことを考えるべきだ。敵対したくないのなら尚なお更さら。うん……方向性が見えてきた。

「きっちりとした盟を結ぶためには友好を結びたいと思える『利』と、敵対することを躊躇ためらわせるほどの『威』を示す必要がある。うちの国が『味方にすると頼もしいけど、敵に回すと怖おそろしい国』だってことをクーの親おや父じさんに見せつけるんだ」

「利と威ですか。ですがどうするのですか？　まさか会談の場に軍を引き連れていくわけにもいかないでしょう？」

「大丈夫。それについてはいくつか考えがある」

　さきほどまでとは違っていまの俺の頭はちゃんと働いていた。

　敵対することを怖れるのではなく、意地でも敵対させるものかと気持ちを切り替えられたのが良かったのだろう。ジュナのお陰だ。

「ありがとう、ジュナ。お陰で、道が……あれっ」

　急に視界がぶれた。世界が回っている。あっ、これ、やばい。

「あ、アナタ様？」

　どうやらのぼせたみたいだ。そういえばジュナが来る前から風呂に入っていたっけ。グルグルと回る世界の中でジュナの白い肌を見たのを最後に、俺は意識を失った。







　気付いたときには宿泊している部屋のベッドの上だった。

　えーっと……俺は温泉で倒れたんだっけ。服は……着ているようだ。

　ジュナさんが運んで着せてくれたのかな。すると顔にサワサワと風を感じた。横を見るとベッドの縁に腰掛けたジュナさんが扇で俺の頭に風を送っていた。

「ジュナさん？」

「あっ、気付かれましたか？」

　ジュナさんはホッとしたような表情になった。

「温泉でのぼせてしまわれたみたいで、宿の人に頼んで部屋に運んでもらいました。温泉から出してその場で介抱するには外気が冷たいですからね」

「すみません……情けないところを見せてしまって」

「気にしないで下さい。アナタ様のお身体からだを拝見させていただきましたから」

　ジュナさんは自分の頰に手を当て悪いた戯ずらっぽく微笑んだ。うぅ……温泉でのこととはいえ意識のないうちにいろいろ見られたと思うとさすがに恥ずかしい。そんな俺の内心を見透かしているのか、ジュナさんは「ふふふ」と微笑んだ。

「ところで、もう『ジュナ』呼びはお終しまいなのでしょうか？」

「あー……やっぱりこっちのが自然体な気がしますね」

「そうですか。それでは『ジュナ』と呼んでくださるのは、二人だけの特別な時間のみということにしましょうか」

「そう言われると恥ずかしいですけど……そういうことにしましょう」

　二人だけのときの呼び名と口調。そういうのもありだろう。

「ところで、アイーシャたちは帰ってきましたか？」

「いいえ、まだですね。陛下が気を失っていたのも十分程度のことでしたし」

「そうですか……」

「ええ。ですから、こういうこともできちゃいます」

　ジュナさんは顔を近づけると、その美しく青い髪を搔かき上げながら、俺の唇に自分の唇を重ねてきた。しばらくそうしたあとで、ジュナさんは顔を離すとクスリと笑った。

「一緒にお風呂に入ったこと、しばらく皆さんには内緒にしましょうか」

「え？」

「アイーシャさんやロロアさんが聞いたら、絶対に羨ましがって一緒に入りたがろうとするでしょうし。アナタ様には安静にしていただきたいですから」




　―――ですから、しばらくは二人だけの秘密です。
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　トルギス共和国元首との会談までの数日間。

　俺たちはクーに近隣の街などを案内してもらったりして過ごしていた。

　見知らぬ場所で、見知らぬ人々の暮らしぶりを見て、自国との類似点や相違点を見つけるのはなかなかに楽しい。目新しいものを見つけては……。

「おっ、なんだこれ。こんな果物見たことないぞ」

「義あ兄に様さま、こっちに変な生き物が売ってますよ。小さくて可愛いです」

「どれどれ……ってトモエちゃん、それ食用って書いてない？」

「食べられちゃうんですか!?」

　トモエちゃんと一緒にかぶりつきで見て、ジュナさんやロロアに笑われた。

　そんなのんびりとした日が続いていたのだけど、この日は違っていた。

　共和国元首との会談を二日後に控えたこの日。まだ朝早い時間だというのにクーが俺たちが泊まっている部屋へと駆け込んできた。相当焦っているようで息が切れている。

　その後ろには同じくゼーハー言っているレポリナの姿もあった。

「ハァ……ハァ……カ、カズマ……」

「どうしたんだ？　そんな息を切らせて……」

　とりあえず二人を室内へと通し、アイーシャに水を取ってくるように頼んだのだけど、クーはそれを手で制止して息を整えながら言った。

「いい……水はいらない。それより、頼みたいことがあるんだ」

「頼み？」

「とりあえずお前の仲間、全員この部屋に集めてくれるか？」

　クーのいままで見たことないくらい真剣な表情を見て、俺は訝いぶかしがりながらも言うとおりに仲間を集めた。四人部屋に俺、アイーシャ、ジュナさん、ロロア、トモエちゃん、ハル、カエデ、そしてクーとレポリナの九人が集まった。九人も入るとかなり手狭だけど全員を集めろと言われたので仕方ない。

「んで、クーやん。うちらを集めてなにがしたいん？」

　ロロアが訝しげに尋ねた。仮にも元首の子息をクーやんって……とは思ったけど、なにやら切羽詰まっている様子なので聞き流すことにした。

　するとクーは立ち上がると俺たちに向かってガバッと頭を下げた。いきなりのことに面食らっている俺たちにクーは必死な様子で言った。

「端的に言う！　頼む！　カズマの護衛を貸して欲しい！」

「お、お願いします」

　レポリナも慌てて立ち上がり、クーに倣って頭を下げた。

「こんなことに他国の人間を巻き込んで悪いと思ってる！　それでも！」

「落ち着けクー。いったいなにがあったんだ？」

「っ……そ、そうだな」

　俺が尋ねると、クーはようやく落ち着いたようだ。大きく一つ深呼吸すると、気合い入れなのか自分の頰をバチンと叩たたいた。そして、

「実は、ここから北へ馬車で二時間ほどの山村の近くに、未発見のダンジョンが確認されたんだ。どうやらそこは岩山だったらしいんだが、なにかのはずみで一部が崩落したときに、ダンジョンの入り口が現れたらしい」

　ダンジョン。

　ＲＰＧなどではお馴な染じみだけど、この世界でいうところのダンジョンは入り組んだ迷宮の中に独自の生態系が営まれている場所という認識だ。魔王領以外で唯一魔物の存在を確認できる場所でもある。ただこういった場所に生息する魔物たちは総じて獣並の知性しか持っておらず、魔王領にいる知性のある魔族のようなものはいないらしい。

　この大陸にはこういったダンジョンがそれなりの数存在している。

　ダンジョンについていま現在わかっていることは、

・大きさは千差万別で中には知能の低い魔物などが生息していること

・最奥にはダンジョンコアと呼ばれるものがあること

・コアが存在するかぎりいくら倒しても魔物は出現するらしいこと

・コアを破壊することで魔物は湧かなくなること……などだ。

　魔物とダンジョンコアの関係はいまもって不明だ。

　ただ破壊したダンジョンコアは玉音放送に用いられる『宝珠』として利用できる。

　ダンジョン内からはダンジョンコア以外にも、この世界には似つかわしくないようなオーバー・テクノロジーっぽい遺物が見つかることがある。超科オーバー・サイ学者エンテイストを名乗るジーニャの家系であるマクスウェル家のように、遺物の研究を生業としている者たちもいる。こういった遺物の存在がこの世界の技術体系の滅め茶ちや苦く茶ちやさに拍車を掛けていた。

　さらにダンジョン内を探索することを生業にしているディスやユノのような冒険者たち、その冒険者が集まることによって潤う近隣の町など、様々な需要が絡み合って危険ではあるけど有益かもしれない……それがこの世界におけるダンジョンの位置づけだ。

　そんなダンジョンがつい先日、この町から馬車で二時間ほどの山村付近で発見されたのだと、クーは苦虫を嚙かみ潰したような顔で言った。

「たしかにダンジョンがあることで得られるものもあるだろう。だがそれは入り口近隣の村々の安全が確保できてからの話だ。発見したてのダンジョンなんてなにが潜んでんだかわかったもんじゃねぇ」

「……つまりなにかが出て来たと？」

「ああ。オーガだかわからねぇものが十体以上は出て来たそうだ」

　オーガだかわからないもの……か。オーガはそのまま『鬼』だろう。日本の神話や昔話では鬼は体制に服まつろわぬ者たちの象徴として、強く恐ろしい反面どこか悲しい存在として描かれる。だが西洋では人を喰くらう人型の魔物として、『蛮族』や『亜人』のようなキャラになっていることが多い。話を聞くかぎり今回のオーガは後者のようだ。

「発見した村のヤツらが首都へ報しらせに走るのとほぼ同時に、中から十数体のオーガっぽいものが這はい出てきて村を襲ったらしい。逃げてきたヤツの話では……無差別に人が喰われているのを見たそうだ」

「喰われて……」

　無差別に、それも喰うために人を襲ったのだとすると、それはもう害獣による災害と変わらない。目的があって行われる戦争などとは違って交渉の余地などなく、ただ害獣のように駆除するしかない。

「もちろん、うちでもいま討伐軍を準備しているし、ギルドを通じて冒険者にダンジョンから這い出た魔物退治を依頼しているが……時間が惜しい。獣は一度人の味を覚えると必ずまた人を襲うようになる。ヤツらも同じだ。いつまたどこの人里が襲われるかわからねぇ。オーガだかなんだか知らねぇが、これ以上好きにはさせねぇ」

　そう吼ほえるクーはこれまでに見たことがないほど真剣で勇壮な顔をしていた。いつも飄ひよう々ひようとしていて、ウキャキャと笑っていたクーとはまるで別人のようだ。自国の民が襲われたことに対する怒り。クーは元首の息子という地位なんてどうでもいいみたいな態度をとっていたけど、その怒りに上に立つ者としての矜きよう持じを見た気がした。

「……そうだな。これ以上の犠牲者を出さないようにしないと」

「ああ。そこでだカズマ。お前たちの力を借りたい！」

　そう言うとクーはもう一度頭を下げた。

「ここからならその村に急行することができる。それに、カズマの護衛に腕が立つのが揃そろっていることを知っているからな。とくにダークエルフの姉ちゃんや、そっちの赤髪の兄ちゃんが来てくれると心強い。どうか助力をお願いできないだろうか？」

　気持ちとしては協力してやりたかったけど……こっちも家族の安全がかかっている以上、軽はずみにＯＫを出すわけにはいかない。もう少し情報が欲しい。

「アイーシャ？　オーガってどれくらいの強さなんだ？」

「そうですな。岩を素手で砕くような強力な膂りよ力りよくをもっていますが、普通の兵士でも十人で囲めば倒せるでしょう。私なら一人でも倒せますが」

　アイーシャは自信満々といった感じにフンスと鼻を鳴らした。

「十体以上いるらしいけど、ここにいる戦力だけで戦えるか？」

「十体前後ならまず不覚はとらないでしょう。ジュナ殿、ハルバート殿、カエデ殿も戦技に秀でておられますし、クー殿も中々の使い手ですから」

「そうか……」

　だとすれば現場の状況さえ確認できれば協力できるか。………。

「わかった。協力しよう」

「ホントか!?」

「今回みたいな事態はどこの国でも起こりかねない問題だ。ほとんど自然災害と変わらない。フリードニアだ、トルギスだと言ってはいられないだろう」

「ありがてぇ！　恩に着るぜ！」

　助力を得られたことにホッとした様子のクー。そんなクーに俺は言った。

「ただし、俺も連れて行ってくれ」

「アナタ様!?」

「ダーリン!?」

　ジュナさんやロロアがなにかを言う前に俺は手で制した。

「戦闘は無理だけど俺の魔法は索敵向きなんだ。協力させてくれ」

「そういうことなら……わかった。よろしく頼む」

「ああ。すぐに仕度をするから外で待っていてくれ」

　クーは「急いでくれよな」と言い残してレポリナを連れて部屋を出て行った。二人の足音が遠ざかったのを確認すると、ロロアが俺に詰め寄ってきた。

「ちょっとダーリン、正気なん!?　そない危ないところに行くなんて！」

「私も反対です。陛下の身にもしものことがあったら、私は……」

　ジュナさんにも反対された。アナタ様ではなく陛下と呼ばれたあたりに、本気で心配されていることがうかがえる。ロロアはなおも言い募った。

「ダーリンはアイ姉みたく強くないやろ!?　ここで待っとればええやん！」

「まあ自分が強くないことは重々承知しているけど、ここは行かせてほしい」

　俺はロロアの頭にポンと手を置いた。

「クーの言葉に噓うそはなかったとは思うけど、なにかの罠わなとか不測の事態に備えるためにも、俺は最大戦力のそばにいたほうが都合がいい。家族や配下を戦力として貸し出す以上、必ず返してもらわなくちゃならないからな」

「そうかもしれんけど……」

「それに……今回の件は、魔物がどういうものかを知るいい機会だ」

「魔物のことを？」

「ああ。こっちの世界に来て、凶暴な野生生物なんかは冒険者をさせているムサシ坊や君を通して見たことがあるけど、魔物に関しては受け売りの知識しかないからな。今後のことを考えると、実際に見て危険性を実感しておきたいんだ」

　いずれ魔王領の魔族と対たい峙じするときがくるかもしれない。そのとき、知性があるからと甘い考えで臨めば足を掬すくわれるかも知れない。魔王領には魔族以外に、魔物がわんさかといるらしいしな。だからこの機会に魔物についてちゃんと知っておきたい。

「もちろん、自身の安全は最大限に確保するよ。……イヌガミ」

「……ここに」

　俺が呼ぶと、クーたちが出て行った扉の陰からイヌガミがふっと現れた。星竜連峰に向かうときもそうだったけど、俺たちの周囲では常に十名以上の黒猫部隊が護衛のために人知れず張り付いていた。俺はイヌガミにあるものを渡しながら命じた。

「話は聞いていたな。いまから黒猫部隊を派遣し現地を偵察させ、クーの言っていた魔物の数や状況が合っているか確認してくれ。その選抜はイヌガミに任せる。もしこちらの人数で対処できる数をオーバーしているようなら、この〝木彫りのネズミ〟で報告してくれ。その場合はクーには悪いが即座に撤退する」

「御意」

　イヌガミは俺の【生きた騒リビング・ポル霊たちターガイスツ】を憑ひよう依いさせた木彫りのネズミを受け取ると、現れたときと同様ふっといなくなった。……段々と忍者度合いが増してないか？

「むぅ……まぁ、安全なところにいてくれるんなら、それでええか……」

「……仕方ありませんね」

　周到に安全配慮を行ったことでロロアとジュナさんも渋々、俺の同行を認めてくれた。

「心配要りません！　魔物などこの私が即座に殲せん滅めつします。陛下には指一本たりとも触れさせません。ですよね？　ハルバート殿、カエデ殿」

「おうよ！　ちょうど新しく手に入った武器を試したかったところだしな！」

「ハルったらもう……。ですが王命とあれば従いますのです」

　アイーシャがドンと胸甲を叩き、ハルとカエデがコクリと頷うなずいた。なんと頼もしい婚約者＆仲間たちだろう。方針が決まったことで俺はそれぞれに指示を出した。

「ロロアとトモエちゃんはこの町で待っていてくれ。二人の護衛には黒猫部隊を数名残す」

「……まあうちらが行っても足手まといにしかならんしな」

「義あ兄に様さま、どうかご無事で」

「ああ。危ないマネはしないから信じて待っていてくれ」

　心配してくれる二人の頭に手を置きやさしく撫なでた。

「残りのメンバーでクーと共に魔物の討伐に向かう。俺は黒猫部隊と連絡を取りつつ、後方で索敵にあたる。俺の護衛役はジュナさんにお願いする」

「お任せください」

「アイーシャ、ハル、カエデはクーと共に魔物の討伐にあたってもらう。ただ無理はするな。危ないと思ったら即時に退け。索敵で想定以上の敵数が確認されて俺が退却の指示を出した場合もだ。異国の地に来て誰かが欠けるなんてことは許さないからな！」

「はい！」

「おう！」

「お任せくださいなのです」

　みんなの返事を聞き、俺は号令をかけた。

「それじゃあ皆……行くぞっ！」

「「「「　はっ!!　」」」」







　現地へと向かう馬車の中で俺はクーたちに自分の魔法について説明していた。

　もちろん条件とか効果範囲とかまで詳しく説明すると長くなってしまうので、いま必要だと思われる部分を搔かい摘つまんでだけど。

「俺の魔法は人形などの生物を模したものに自分の意識を移して、自在に操ることができるんだ。たとえばこの木彫りのネズミに意識を移せばこのネズミの周囲を俯ふ瞰かん的てきに……まあネズミが見たものを自分も見られると思ってくれていい」

「へぇ、すげぇ能力じゃねぇか！」

　手の平で本物同然に動き回る木彫りのネズミを見て、クーが感心したように言った。

「ウキャキャ、そんな能力があったら女湯を覗のぞきほうだいじゃねぇか！」

「真っ先にそこかよ！」

「若様ぁ～、部下として恥ずかしいので自重してください」

　宿に駆け込んできたときの神妙な面持ちとは違い、すでにいつもの調子を取り戻したクーにレポリナが涙目で抗議していた。俺は構わず話を続けた。

「……だからこの木彫りのネズミを偵察に派遣すれば、相手に気付かれることなく正確に状況を把握することができる。問題は敵のいる方向がわからないと、周囲に展開させ警戒させることくらいしかできないってことだ」

　アイーシャとかならできそうだけど、俺には敵の気配を感じとるみたいなことはできないからな。敵のいる場所や方向さえわかるならすぐさまそこへと派遣することができるけれど、それまでは周囲に散らして、索敵させるしかない。

　もっとも先行させた黒猫部隊から発見報告が入ればたちどころに判明するんだけど、秘密工作部隊のことをクーたちに言うわけにもいかない。そんなことを考えていると、

「だったら、レポリナに探らせればいい」

　クーは事も無げにそう言った。

「レポリナたち白はく兎と族ぞくは耳がいい。視界の悪い森の中でも、音で動くものがいる方角を感知することができるんだ」

「方角と音の主が単体か複数かぐらいしかわからないんですけどね」

　レポリナがそう補足した。ああ、たしかに俺の能力と相性が良いな。レポリナに方角を絞らせて、俺が木彫りのネズミを派遣すればいいわけだし。すると、

『イヌガミより報告。目標を視認』

　分裂させた意識を介して先行させたイヌガミから脳内に報告が入った。

『数はここから視認できるだけで五。対象はオーガと見られます。ですが陛下……形状が少々歪いびつに見えます』

　歪？　俺の能力は操る人形などを俯ふ瞰かん視点で見られるのだけど、逆に言えば人形の周囲しか見ることができないということだ。黒猫部隊は対象を遠距離から観察しているため、俺自身が見ることはできず報告で想像するしかなかった。

『顔や大きさなどはオーガなのですが、腕が巨大で地に着き、結果的に四足歩行になっています。ダンジョン内に生息する魔物は伝承などに伝わる姿と比べ、奇妙な形状をしているものが多いと聞きます。おそらく、そういった『亜種』なのでしょう』

　オーガの亜種……か。俺は了解の意思を示すために持たせたネズミを振るわせた。

　イヌガミたちにはこれから、オーガが現れたというダンジョンを見張ってもらう手はずになっている。さらに魔物が這はい出てくるといった事態に備えるためでもあるし、隠おん密みつ部隊を派手に動かすわけにもいかないというのもあるからだ。

　それにしても……ダンジョン内に生息する魔物は奇妙な形をしているものが多いというのも気になるところだ。魔王領出現以後、大量に現れた魔物、そして魔族。

　それとはべつに大陸に生息していて奇妙な形をしているものが多いというダンジョン内の魔物。それらの違いはなんなのか。そもそも違いはあるのだろうか。

（この世界の全容を知るためには、そこにも目を向けるべきなのかもしれないな）

　なんとなくだけど、そんな気がした。

　そんなことを考えているうちに魔物に襲撃されたという山村にたどり着いた。

　十数戸しか建物のない村だったけど、まるで台風がきたあとのような光景が広がっていた。燃えた家はないものの、倒壊したり壁に大穴が開いているのがほとんどだった。台風との違いといえば、そこかしこに散見される血の跡だろう。

　誰かが出血したまま引き摺ずられたのであろう血痕のラインが生々しかった。

「くそっ……とりあえず、誰かいないか探すぞ！」

　クーが奥歯を嚙かみしめるように言った。

　全員で周囲を探索し、生存者がいないか探した。

　しかし、生存者はおろか死体さえも見つからなかった。逃げられる者は逃げ去り、逃げられぬ者は喰くわれるか持ち去られてしまったのだろう。この村にはすでに誰もいないことを確認した上で、俺たちは一度集まり索敵を開始した。

「レポリナ。魔物のいる方角がわかるか？」

「やってみます～」

　レポリナはウサギ耳をピンと立ててピコピコと動かした。そして数秒後……。

「二時の方角に五。三時の方角に七。他にも複数の者がいる音がします」

「オーガなどは群れで行動すると聞きます。おそらくその五と七がオーガでしょう」

　レポリナの報告を聞いてアイーシャが言った。

　複数の者というのは森を見張らせている黒猫部隊員のことだろう。

　俺はレポリナの言った方角に向かって、木彫りのネズミたちを派遣した。するとたしかに村から八百メートルくらい行ったところでオーガ五体を確認し、そこからさらに一キロくらい行ったところで、オーガ七体を確認した。

　黒猫部隊の報告にあったとおり、たしかにそのオーガたちは奇妙な形状をしていた。

　異様に腕が太く大きく、もの凄すごくアンバランスなのだ。

　マンガやゲームなどのオーガだと腰こし蓑みのを巻いた角の生えた太マッチョが棍こん棒ぼうを振り上げているイメージだけど、このオーガは頭部はたしかにオーガだけど、衣服や武器は身に着けておらず身体からだは長い毛で覆われていた。まるで鬼とゴリラを足して二で割ったようで、子供のころに読んだ妖怪百科事典に描かれていた『異獣』にも似ていた。

　木彫りのネズミを秘ひそかに近づけ確認すると、どちらの集団も車座に座りなにかをむさぼり喰っているようだ。すごく嫌な予感がしたのでとっさに見ないようにしたのだけど、チラリと見えてしまったアレは村人の……いや、いまは深く考えるな。

　ゴリラのようなオーガたちは目を血走らせながらただ喰うことだけに一心不乱になっている。伝わってくるのは強烈な飢餓感のみだ。

（トモエちゃんを連れてこなくてよかった……）

　魔物を知るという目的だけを考えたらトモエちゃんの能力は有用だったと思う。だけど見るだけでわかる。あいつらは異質だ。喰うことしか考えていない。

　人だろうと動物だろうと、食べ物でお腹なかが満たされれば穏やかな気持ちになるものだ。しかし、このオーガたちは食べ物を食べているというのに、全然、満たされているという感じがしない。まるで地獄の餓鬼だ。もしトモエちゃんがこいつらの言葉を理解してしまったらショックのあまり卒倒しそうだ。かなりキツイ光景だしな。

　こみ上げてくる吐き気を抑え込みながらいま見た状況をみんなに伝えた。

　俺の報告を聞いて、クーは苛いら立だちをぶつけるように拳を地面に打ち付けた。

「クソ野郎が、ぜってぇ許さねぇからな！」

　するとハルが腕組みしながら言った。

「二つの集団には距離があるのか。合流させると面倒くさそうだ」

「分散した戦力の各個撃破は戦術の基本なのです。できればすみやかに、数の少ないほうの集団を処理したいところです」

　国防軍ではルドウィンの参謀をしているカエデも同意した。カエデは地面に石をそれぞれ五つと七つ置くと、その間に木の棒で溝を掘った。

「この二つの集団の間に罠わなを仕掛けたいところです。五体のほうの異変に気付いて、七体が駆けつけたときに足止めでき、あわよくば負傷させられるような罠が」

「罠なんて仕掛けている余裕はあるのか？」

「私なら魔法でその場に落とし穴を作るくらい余裕なのです。ですので、私は五体のほうの戦闘には加わらず分断に専念しようと思うのです。できれば弱体化狙いで手傷を負わせられるように弓兵が欲しいところなのですが……」

「だったらレポリナはそっちに行け。マヌケっぽいが弓兵としては優秀だ」

　レポリナは「マヌケは余計ですよ～」と抗議したけど命令は了承した。

　こうして大まかな作戦が決まった。カエデとレポリナが七体の到着を足止めしている間に、アイーシャ、ハル、クーの最大戦力で五体を殲滅する。俺自身は足手まといなので持ってきていた『ムサシ坊や君人形（小）・ボウガン装備』で遠距離から三人を支援。

　ジュナさんは俺の護衛役兼遊撃要員として控えることに決まった。

　作戦がまとまったところでクーが号令をかけた。

「うちの国の事情に他国民のアンタらを巻き込む形になって済まないと思っている。だがいまはどうか力を貸してくれ！　即席二カ国連合軍、行くぞ！」

「「「「　おう!!　」」」」

　こうして少人数で急きゆう拵ごしらえのチームではあるものの、フリードニア王国とトルギス共和国による初の共同作戦が開始された。







　べつの場所にいる七体が合流してくる前に倒しきるため、初撃は奇襲且つ強襲で最大戦力をぶつけることにした。最初の一撃でまず一体は確実に仕留めようというのだ。

　そしてこの中での最大戦力と言えば……アイーシャだった。

「どっせええええ!!」

　気合いと共にアイーシャが大剣を振り下ろした。突然の襲撃に五体のオーガのうちの一体が、為なす術すべもなく両断された。一体がやられたことで残りの四体が慌てだした。

　そこにアイーシャ、ハル、クーが躍りかかる。

「わかってるだろうな赤髪、あんまり時間はかけてらんねぇぞ！」

「わかってるよ、白髪！」
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　クーの呼びかけにハルが応じ……ってハル、そいつ一応元首のご子息だからな。

　クーが手にしているのはタルの工房で見た金のムカデの装飾が施された棍。ハルが手にしているのは二本の短たん槍そうだけど、石突きの部分が細い鎖で繫つながっているようだ。あれがタルのところで買ったっていう新しい武器か。たしか『双そう蛇だ槍そう』とか言ってたっけ。

「てめぇら、うちのヤツらを殺したツケは払ってもらうぜ！」

　クーは棍を風車のように回すと、繰り出されるオーガの腕を軽業のようにかいくぐりながら的確に眉間や鳩尾みぞおちなど相手の急所を打ち抜いていった。

「おっせーぜ！　ほらよっ、こいつもくらいな！」

　おそらくあの棍も付与魔法で強化されているのだろう。棍が肉にあたる度にドゴッとえぐい音がしている。オーガは打たれたところを押さえて苦しんでいた。

　インファイト気味のクーに比べて、ハルは中距離で立ち回っていた。

　右手にもったほうの槍やりに炎を纏まとわせてオーガに投げつける。オーガがそれを回避すると、後ろの木に槍が突き立った。その瞬間炎が炸さく裂れつした。轟ごう音おんと共に木が爆はぜ散る。

　オーガは炎に怯ひるむことなくハルとの距離を詰めると、その大きな腕を振り上げた。

「っとやばっ！」

　その腕が振り下ろされるよりも早く、ハルが残ったほうの槍を引いた。

　すると石突きで連結した鎖が縮み投げた槍がスルスルとハルの手元へと戻った。ハルは二本の槍をクロスさせて、振り下ろされたオーガの一撃を受け止めた。

「ぐっ……やっぱぶっつけ本番じゃ使いこなせてねぇなっ、と」

　クロスさせた槍をスライドさせてオーガの腕を右の方へと受け流すと同時に、ハルは身体を回転させ、炎を纏わせた後ろ回し蹴りをオーガの土手っ腹にぶち当てた。二メートル以上は優にあろうかというオーガの巨体が五メートルほど後ろに飛ばされていた。

　ハルはコキコキと首を鳴らしながら、オーガを見据えて言った。

「ったく……早く使いこなせるよう練習しねぇとなぁ」

　ハルはニヤリと笑うと、オーガへ今度は左手の槍を投げた。

　今度もかわそうとしたオーガだったが、ハルが残った槍と鎖を操り軌道を変化させたためかわしきれずに右肩に槍を受けた。そして次の瞬間、

「吹っ飛びやがれ！」

　炎を纏った槍はオーガの右腕を吹っ飛ばした。

　クーとハルがオーガとの戦いを優勢に進めている間、アイーシャは二頭のオーガと戦っていた。それでいて、アイーシャのほうにはまったく危なげな様子が見られなかった。二頭のオーガの攻撃を重いはずの大剣ですべていなしきり、さらには斬撃を加えていた。二頭のオーガは時間の経過につれ、身体に刻まれる裂傷が増していった。

「……未熟。肩慣らしにもなりませんね」

　アイーシャはそう言いながらオーガの太い腕を肩から斬り落とした。

　三人とも凄い戦いぶりだ。

　ちなみに……俺はというとそんな三人の活躍を離れた場所から見ていた。

　足止めしている七体の動向や周囲に新たな敵影がないかを警戒するためだ。

　ときおり隙を見て『ムサシ坊や君人形（小）・ボウガン装備』で撃ってはいるものの、オーガの硬い肉質に阻まれて嫌がらせ程度の援護射撃しかできていなかった。

「それにしても、みんな強いなぁ」

「当然です。アイーシャさんとハルバート殿は我が国でも指折りの戦士ですから」

　思わず呟つぶやいた言葉に、横で俺の護衛に立っているジュナさんが答えた。

「それにクー殿もお強いですね。私では勝てるかどうか」

「ああ、そういえばジュナさんもそちら側の方でしたね……」

　元海軍の海兵隊長。強さ比べとかできちゃう側の人だ。

「……頼もしいかぎりです」

「ふふふ。ですが……油断はしないでくださいねっ」

　ジュナさんはいきなり数本のナイフを取り出すと前方に向かって投げた。

　水を纏ったナイフが線を引いて前方に向かって飛んでいくと、いつの間にやらこっちに向かって飛んできていた大岩に突き刺さり、次の瞬間には粉々に粉砕した。どうやらアイーシャが相手をしていたうちの一体が、追い詰められて手近にあったものを遮二無二投げつけたようだ。そのうちの一つがこっちに向かって飛んできていたのだろう。

「こういった場面で怖いのは、流れ矢のような殺意なき攻撃なんですから」

「あっ、はい……」

　髪を搔かき上げながら言うジュナさんに思わず見み惚とれそうになった。ここにいたオーガが残り一体だけになったころ、べつの七体のほうにも動きがあったようだ。

「っ！　七体がこっちに来るぞ！　カエデやレポリナも来ている！」

　そうみんなに告げて再度臨戦態勢をとらせた。すると向こうのほうからレポリナとカエデが駆けてきた。予定通りの行動なのだけど、なぜかレポリナの表情が焦っているように見えた。レポリナは真っ直すぐ俺のもとへと駆け寄ってきた。

「ど、どうかしたのか？」

「はぁ、はぁ……か、カズマさん！　七体とはべつに、八時の方角からなにやら来ている集団がいるんです！　数は五です！」

　集団!?　ここに来て新手か!?

　でも黒猫部隊から報告は来ていないんだけど。ともかく俺はレポリナの言った方角に木彫りのネズミを走らせる。そして近づいてくる集団の姿を確認して……驚きよう愕がくした。

（えっ、なんでこいつらがここに!?）

　驚きのあまり言葉を失った。しばらくして我にかえった俺はすぐに『ムサシ坊や君人形』を茂みの中へと隠した。彼らにこれを見られるのはまずい。

「な、なんですか～!?　なにかまずい状況なんですか～!?」

　レポリナが不安そうな顔をしていたので、俺は慌てて首を振った。

「ああ……大丈夫だ。彼らは敵じゃないよ」

　すると茂みの向こうからそいつらは現れた。

　一目で冒険者だとわかる五人組。イケメンの剣士、緑髪でボーイッシュな軽装の女シーフ、筋肉ムキムキの格闘家っぽい男、柔和な表情の神官服の優男、そしておっとり美人の女魔導士という組み合わせ。俺は……彼らのことをよく知っている。

「冒険者ギルドの要請により援軍として参りました！　責任者はおられるか！」

　イケメンの剣士ことディスが叫んだ。

　彼らは俺がムサシ坊や君に冒険者の真ま似ね事ごとをさせているときに、よくＰＴパーテイを組んでくれる冒険者たちだった。剣士の名前はディス。女シーフの名前はユノ。神官服の優男はフェブラル。女魔導士の名前はジュリア。ムキムキマンの名前は……誰だっけ？　初めてＰＴを組んだときはいなかった……ああ！　オーガスだ、オーガス。

「ん？」

　するとユノがこっちのほうへと寄ってきた。そして、

「……なぁ、アンタ。どこかで会ったことないか？」

　俺の顔をマジマジと見ながらそんなことを言ってきた。





◇　◇　◇






　おさらいになるが冒険者とはこの大陸各地に存在するダンジョンの攻略を生業とし、ときにはダンジョンから溢あふれた魔物や凶暴な野生生物の駆除、行商人の護衛や野盗討伐なども行う者たちのことだ。彼らはダンジョンを攻略し、そのダンジョンのコアを破壊して持ち帰ることで富と栄誉を得ることを最終目標にしている。

　彼らの間ではその役割によって役職のような物を決めて名乗っている。

　近接戦が得意なら『剣士』・『格闘家』、遠距離戦向きなら『弓兵』、魔法重視なら『魔導士』といった具合だ。これ以外に索敵・遊撃役を『盗賊シーフ』、回復役を『神官』と呼んでいるが、あくまでも役職名であって本当に盗賊や神官かどうかは関係がない。

　身体からだが資本の『なんでも屋』といった印象なので社会的な地位としては高くはないが、ダンジョン内から有用な遺物を見つけることができれば一財産を築けるため、一いつ攫かく千せん金きんのロマン職業としてそれなりに人気があった。

　また職業柄、国境をまたいで行動することも多いので、冒険者ギルドに登録さえすれば出入国の際に受けるチェックが簡略化されているというのも利点だろう。

　それだと諜ちよう報ほう部隊として利用しやすいのではないかと思うだろうが、逆を言えば目を付けられやすいということでもある。冒険者が重要機密にうっかり近づこうものなら、問答無用で成敗されることだろう。もっとも、ワケありの者をお忍びで他国に入れるのに都合が良いのはたしかなわけで、以前にグラン・ケイオス帝国の妹将軍ジャンヌがソーマと接触するために冒険者を装ったのはこのためだった。




　話を戻そう。時間は半日ほど前に遡る。

　この日、剣士のディス、シーフのユノ、神官のフェブラル、魔導士のジュリア、格闘家のオーガスの五人は、普段の活動場所にしているフリードニア王国を離れて、トルギス共和国へと訪れていた。装備品を買い付けるためだ。

　冒険者稼業で消耗した武具・防具を新調することになったのだが、どうせなら質が高いというトルギス産のものにしようという話になったのだ。人から依頼を受ける職業柄、性能面もそうだが見た目もそれなりに重要視されるからだ。

　ただ輸入品は割高になってしまうため、節約する意味でもみんなで現地に買い付けに来たというわけだ。目的の装備を購入しホクホク顔のディスたち一行だったのだが、そこで冒険者ギルドから緊急依頼クエストが発令された。なんでも山村付近でダンジョンが発見され、そこからオーガが這はい出てきて山村を襲ったらしい。

　依頼はその『オーガの討伐への協力』だった。

　こういった緊急依頼は国とギルドの連名によって発令され、該当地域にいる冒険者は半ば強制的にこの依頼を受けさせられることになる。断ることもできるが、その場合、冒険者としての身分の剝奪など厳しい対応が採られることになる。

「緊急依頼となると断ることはできないな。行こう、みんな」

「うぅ～……あたしの装備、新調したばかりだっていうのにもう汚すのかよ」

　装備を調えホクホクだったディスたち一行だったが、このクエストの発令を聞いてとんだ厄介事に巻き込まれたものだとガックリと肩を落とした。

　かといって緊急クエストを無視することもできない。仕方がないのでディスたちはすでに現地で対応にあたっているという一団に合流すべく、山村へと急いだ。





◇　◇　◇






「……なぁアンタ。どこかで会ったことないか？」

　童顔に似合わない勝ち気な瞳と緑色の髪が特徴的な、十七、八くらいの女シーフがジロジロと俺の顔を覗のぞき込んできた。ＰＴ内では索敵・遊撃を担当しているため、ホットパンツにタンクトップの上から胸甲を装備しているという身軽な格好をしているが、この国では寒いためか上にマントを羽織っている。

「アンタの顔……どこかで見たことがある気がするんだけど？」

「えーっと……？」

　それは、どの顔のことを言っているのだろう？

　フリードニア王国で玉音放送で放映されている王様としての顔か、以前に旧貧民街で遭遇したときの顔か、はたまたよく一緒にクエストを受けている『冒険者ムサシ坊や君』の中の人としての顔か……あっ、ムサシ坊や君は遠隔操作だけど。

　どの正体であっても知られたら説明が面倒そうだ。ユノの眉間の皺しわを見るかぎり、ユノ自身もどこで見たのか思い出せないようだけど。……だったら対応は決まった。

　俺はユノに向かって右手を差し出した。

「はじめまして。貴方あなたたちは応援に来てくれた冒険者の方々かな？」

「えっ？　あっ……そうだけど……」

「いやあ、よくきてくれた」

　ユノの右手をとってブンブンと握手をする。相手がなにかを勘づく前に、とっとと話を進めてしまおうという作戦だった。俺はユノの右手を握ったまま、左手で、五匹いたオーガの最後の一体を倒しているみんなのほうを指差した。

「俺たちもあそこにいるクー殿の要請を受けて、オーガ討伐に来たんだ」

「そ、そうなのか？」

　キョトンとするユノ。ふぅ……どうやらうまく誤魔化せたようだ。

「……アナタ様？」

　すると隣に立つジュナさんが、ニッコリと笑いながらこっちを見ていた。

　ジュナさんはたった一言しか発していないのに、

『あらあら、いつまで手を握っているのですか？』

『その方とはどういったご関係なのでしょうか？』

　……と尋問されているような気分になった。

　まるでヘビに睨にらまれたカエル……いやヘビじゃなくて大海蛇か。こういうときのジュナさんって蛟龍エクセルの孫なんだなと実感させられる。

　俺はユノの手をパッと離して、さっきからなにを話しているのだろうといった顔をしていたこのＰＴのリーダー格であるディスに話を振った。

「こっちの五体は討伐が終わったんだけど、新たにオーガ七体がこっちに来ている。討伐に協力してもらいたい」

「お、おう。了解だ。行くぞ、みんな！」

「　おう！　」

「「　はい！　」」

　ディスが号令を掛けるとオーガス、フェブラル、ジュリアが声を上げた。

　ただ一人ユノだけは尚なおも俺のことをジロジロと見ていたけど、さりげなくジュナさんが間に入ってきてくれたのでなんとか彼女の視線を遮断することができた。

　間に入られたことでムッとした表情になるユノ。彼女に訝いぶかしげに見られながらもニッコリ顔を崩さないジュナさん。二人の視線がバチバチとぶつかる。

　……なんでだろう。なんだか胃が痛くなってきた。

　まあそれはともかくとしてだ。ほどなくしてオーガ七体が姿を現したのだけれど、こちらの人数も俺たち七名に冒険者五名が加わり十二名になっていた。ムサシ坊や君人形をユノたちの前で使うわけにもいかず、完全に周囲の索敵だけになった俺と、その護衛をしてくれているジュナさんを抜いたとしても十分に圧倒できる数だ。

　ディスやユノたちの実力はアイーシャやハルに比べれば格段に劣るものの、ディスやオーガスが前衛でオーガを抑え、フェブラルが二人の傷を癒いやし、ユノが敵を攪かく乱らんしながら毒を付着させた双剣で切り付け、ジュリアが魔法でとどめを刺す……といったＰＴらしい連携攻撃で二体のオーガを仕留めていた。一対一では勝てない相手も連携の力で倒す。

　戦場で活躍する戦士とはまた違う冒険者らしい立ち回りだった。

（ムサシ坊や君は……あの中に混じってるんだよなぁ……）

　冒険者をさせているムサシ坊や君はよく彼らと臨時ＰＴを組んでいる。役割はディスとオーガスがやっているような前衛だ。臨時とはいえ何度も組んでいるので、それなりに連携をとれる自信がある。正式にＰＴに入らないかと誘ってくれたこともあったけど、さすがに意識の一つに始終冒険者をさせるわけにもいかないので丁重に断った。

（そんな彼らにこの国で出くわすというのも……縁なのかなぁ……？）

「縁は異なもの味なもの、ウドが刺身のツマになりけり……」

「？　なにか仰おつしやいましたか？」

「いいや。なんでもない」

　ジュナさんに尋ねられて俺は首を振った。

　いつの間にやら最後の一体となったオーガの土手っ腹にハルの炎の槍やりが突き刺さり、炸さく裂れつして大穴が開いた。これでここら辺にいたオーガは殲せん滅めつできたようだ。

　ダンジョンの入り口付近を見張らせている黒猫部隊からも、新手の出現報告は来ていないので任務完了といったところだろう。

「みんなよくやってくれた。カズマたち、それに冒険者たちよ。この国の民に成り代わって感謝を申し上げる」

　クーとレポリナが頭を下げた。口調が堅いのは依頼主という立場だからだろう。

　そして頭を上げたクーはディスたちにウキャキャと笑いかけた。

「ホント助かったぜ。冒険者ギルドにはオイラたちから任務完了を伝える。もちろんお前さんたちの活躍もだ。報酬はそちらで受け取ってくれ」

「は、はい。わかりました。それでは我々は失礼します」

　ディスたちは一礼すると来た道を戻っていった。

　と、その姿が見えなくなるかならないかのところで、ユノだけがなにか慌てた様子で駆け戻ってきた。やばっ、なにか感づかれたのだろうか。

　するとユノは俺の前に立つとビッと指を突き付けた。

「思い出した！　アンタ、パルナム近くの難民キャンプにいたヤツだろ！」

（あ、そっちを思い出したのか……）

　王様としての俺でもムサシ坊や君の中の人としての俺でもなく、難民キャンプにたまたま居合わせた者として認識されたようだ。なんのことかとお茶を濁そうかとも思ったけど、ジーッと俺の顔を見ているユノに下手な誤魔化しは逆効果な気がした。

　俺は頭に手を置きながらペコリと頭を下げた。

「あー……その節はどうも……」

「やっぱり！　ずっと聞きたかったんだ！　あのとき、名乗ってもいないのにあたしのことをユノって呼んだよな！　なんでアンタはあたしの名前を知っていたんだ!?」

「それは……」

　どう答えたものだろう。まさか自分がムサシ坊や君の中の人でユノたちともよくＰＴを組んでいるからというわけにもいかない……ような？　でも、あれ？

　秘密にする必要ってあるんだろうか？　この場で俺が王様だと知られるのはまずいけど、俺とムサシ坊や君に関係があることを知られても……べつに問題ないか？

「あー……実は、」

「おーい、ユノ！　置いてくぞ！」

　遠くでディスたちが呼んでいる。ユノはグッと奥歯を嚙かみしめると、もう一度ビッと俺に人差し指を突き付けた。

「アンタ、今度見かけたらちゃんと話を聞かせてもらうからな！」

　そう言い残すとユノはディスたちのほうへと走っていった。

「……今度会ったら……ねぇ」

　教えてもよかったんだけど、結果的に秘密を抱えたままになってしまった。

　たしかに俺は基本的にはパルナムのど真ん中にいるけど、城下にはそう頻繁には行けないし、果たして今後生身の俺がユノに会うことはあるのだろうか？

　そんなことを考えているとクーがパンパンと手を叩たたいた。

「さてと……レポリナ、カズマ。もう外に出ているオーガはいねぇんだな？」

「はい。もう集団で動いているような物音はしてないです」

「いまだに単体で動いている物音のほうには、木彫りのネズミを向かわせて確認した。もうこの近くにオーガは存在しないといっていいだろうさ」

　俺たちの言葉を聞いてクーは頷うなずいた。

「なら、もう大丈夫だろう。そろそろ軍も到着するころだろうし、ダンジョンの見張りなどはそいつらに任せるとしよう。一応、入り口はカズマが見張ってるんだっけか？」

「ああ。動きはないみたいだ」

　正確には見張っているのは黒猫部隊だけどな。追加の報告もないので大丈夫だろう。

「そんなら軍が到着するまでの間は見張っていてもらえるか？　もし万が一、さらに魔物が出てくるようならまた対処しなくちゃならねぇからな」

　クーは少し考え込むとそう依頼してきた。安全が完全に確保されるまで気を抜かず、念には念を入れる姿勢は上に立つ者として高評価だ。もちろん快諾した。

「了解した。軍が到着するまで見張っておく」

「よろしく頼む。よし、じゃあオイラたちも帰るとするか。いや～すまなかったな。こっちの事情に巻き込んじまってよ」

　クーはそう言ってニカッと笑った。

「本当に感謝してるぜ？　冒険者たちに出すのと同じ報酬をカズマたちにも出そう」

　クーはそう言ってくれたけど俺は首を振った。

「いや、今回の件は国際協力の範囲内だ。報酬は要らない」

「ん～？　それじゃあ、オイラの気がおさまらねぇんだが……」

「そうか？　う～ん……そんなに言うんだったら今度の交渉で、うちの国にいろいろ譲歩してくれるよう親おや父じさんに頼んでくれないか？」

　冗談めかした感じでそう言うと、クーは笑いながら肩を組んできた。

「ウッキャッキャ、そいつはできねぇ相談だぜ！　他国との交渉となれば国のヤツらの生活にも関わってくるからな。恩義はあってもそこで譲歩はできねぇな」

「ははは、そうかい。そりゃあ残念だ」

「本気じゃねぇくせに。だったらもうちょい残念そうな顔しやがれ」

　俺たちは顔を見合わせて笑い合った。

　そんな俺たちの様子をアイーシャとジュナさんが微笑ほほえましそうに見ていた。

「なんというか、こうしてみると若者なんだなぁって気がします」

「ふふふ。なんだかほっとしますね」

　二人にそんなことを言われて、俺はちょっと気恥ずかしくなった。
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　ダンジョンへの対応を共和国軍に引き継ぎ、俺たちは大急ぎでロロアとトモエちゃんを待たせているノーブルベップの町へと戻ってきた。その場所でトルギス共和国元首であるクーの親父さんとの会談が控えていたからだ。

　会談は俺たちが泊まっている宿の一室を貸し切り、ごくかぎられた人数のみで行うことになっている。これは大きな会談とするには族長会での手続きに時間が掛かるという、トルギス共和国側の事情を考慮した結果だった。

　俺たちがノーブルベップに戻ってこられたのは会談の日の正午近くだった。

　オーガの殲滅後にダンジョン近くの山村で一泊し、夜明け前に出立したのだけど、結局こんな時間になってしまった。事情はすでに相手側にも説明してあるとはいえ、ずいぶんと待たせてしまっただろう。宿の前で馬車から降りるとすぐにロロアとトモエちゃんが宿から出てきて迎えてくれた。

「おかえり、ダーリン！　心配しとったで」

「おかえりなさい。ご無事でなによりです。義あ兄に様さま」

「ただいま。ロロア、トモエちゃん」

　頭を優しく撫なでると、二人は「むふふ～♪」と「わふ～」と笑みを浮かべた。

　二人のそんな様子を見て無事に戻って来られたんだとホッとする。

　ディスやユノたちの助力もあり、結果的に見れば危なげもなかったものの、地獄から這はい出た餓鬼のようなオーガの姿や彼らがむさぼり食っていた人肉と思わしきものを見て、心が弱くなっていたのかもしれない。トラウマになりそうな絵面だったからな。

「ふい～。着いた着いた」

　すると馬車を降りたクーがグルングルンと腕を回しながら言った。

「もう昼になっちまったけど、親父とカズマんとこの王様はもう会談を始めてんのか？」

　そうクーに聞かれて俺たち王国メンバーは一瞬キョトンとしたけど、

（（（　ああ、そういうことか　）））

　……と、すぐにみんな理解した。この場にいる中で知らないのはクーとレポリナだけだからな。俺は苦笑しながらクーに言った。

「いや、まだだろう。トップの一方がいま来たばかりだしな」

「はぁ？　それってどういう……」

　クーが尋ねようとしたとき、向こうのほうから五人くらいの一団がこちらに向かって歩いてきた。その先頭を歩いているのは厳いかつい顔をした大柄の雪せつ猿えん族ぞくだった。

　筋骨隆々。もみ上げは顎あご髭ひげと一体化していて白いライオンの鬣たてがみのようになっている。クーが孫悟空だとしたら、その男性は猿王とでも呼ぶべき印象だった。白いローブに肩パットの付いた白いマントを羽織っていて、いかにも身分の高そうな格好をしている。

　背後に兵を引き連れながら、その丈夫は俺たちの前に立った。

「ん？　親父じゃねぇか。会談はどうしたんだ？」

　クーがやってきた雪せつ猿えん族ぞくを見て言った。

　ということはやはりこの雪せつ猿えん族ぞくの偉丈夫がクーの親父さんでもある現・トルギス共和国元首なのか。元首殿はクーの呼びかけを無視して俺の前に立った。

「お初にお目に掛かる、フリードニアの王よ。ようこそトルギス共和国へ。私が共和国元首をしているゴウラン・タイセーですぞ」

　共和国元首ゴウラン殿は笑みを浮かべながら右手を差し出してきた。厳つい顔だけど笑えば愛あい嬌きようがある。俺はその右手を取った。

「お初にお目に掛かります、ゴウラン殿。エルフリーデン及びアミドニア連合王国の国王ソーマ・カズヤです」

　握った右手にお互いの左手を添え両手で握手をする。

　そんな俺たちの様子を見て、クーはわけがわからないといった感じにポカンと口を開けていた。やがて頭の中で理解が追いついたのか、クーは目を大きく見開いた。

「はぁ!?　カズマが王様!?」

「これ、クー。ソーマ殿に失礼であろうが」

「いえ黙っていたこちらが悪いのです。黙っていてごめんな、クー。俺の本当の名前はソーマ・カズヤだ。一応会談するにあたって元首殿には連絡を入れていたんだけど」

　俺が秘密にしていたことを詫わびると、クーは「は～」と溜ため息いきを吐ついた。

「まさか、タルの工房でばったりであったヤツが、隣の国の王様だったとはなぁ～」

「それはこっちの台詞せりふだ。タルとの商談中にヌーマスで乗り込んで来たのが、この国の元首殿のご子息だったんだからな」

　まさに合縁奇縁。お互いに苦笑いするしかなかった。

　そんな俺たちを見ながらゴウラン殿は「ガッハッハ」と豪快に笑った。

「それを言うなら我が輩が一番困惑しましたな。まさか隣国の王と息子が一緒に行動しているというのですから。しかも、ダンジョンから溢あふれた魔物の討伐までお手伝いいただいたようで。民に成り代わり厚く御礼申し上げる」

　ゴウラン殿は頭を下げた。その素直な姿勢にクーとの血のつながりを感じた。

「頭をお上げください。ダンジョンの魔物は人類全体にとっての脅威。それこそ自然災害のようなものですので、王国・共和国のべつなく協力するのは当然です」

「いやはやそう言っていただけるとありがたい。……おや？」

　するとゴウラン殿が俺の隣に立っているロロアを見て目をパチクリとさせた。

「失礼。貴女あなたはアミドニアのロロア姫ではないか？」

「……はい、ゴウラン様。ロロア・アミドニアです」

　ロロアはコートの端を摘つまみ会釈をした。一瞬、本当にロロアなのかと疑うほど熟こなれた仕草だった。いつもの商人スラングも封印しているし、相手が一国の代表であるためにきちんとした対応をしているのだろう。いつものロロアを知っている俺たちからすると小こ狸だぬきが猫を被かぶっているようにしか見えないけど……。

「ゴウラン様は私のことを知っているのですか？」

「直接の面識はありませんが、御お母はは上うえの面影がありましたので」

「母様の？」

　ロロアが首を傾かしげた。たしかロロアのお母さんって、ロロアが小さいころに亡くなっているんだっけか。ガイウスを弔う際、公王家の墓陵ですでに奥方が眠っている場所の隣に埋葬したので憶おぼえていた。ゴウラン殿は豪快に笑いながら言った。

「若きころ、小競り合い程度ですが、アミドニア軍と何度か干かん戈かを交えております。その過程でアミドニアの情報を集めておりましたからな。いやあ敵としてのガイウス殿は手て強ごわい武人でしたなぁ。厄介なことこの上ありませんでしたわ」

「は、はぁ……」

　ロロアが返答に窮したように空返事をしていた。

　自分とは溝があった父親。それを笑いながら、褒めているのか貶けなしているのかわからないことを言われ、どんな反応をすればいいのかわからないのだろう。

　ゴウラン殿はそんなロロアの様子に構わず続けた。

「御母上はガイウス殿の厳つい顔を笑い飛ばすような明るい御方だそうで。聞けばロロア姫も国ごとソーマ殿のもとへ嫁いだとか。その豪胆さは血統なのでしょうなぁ」

「ど、どうも、です……」

　ロロアはそう返事をしながらも横目で「ダーリン、助けて！」と訴えていた。

　本人には答えづらい微妙な話題を、しかも悪気がなさそうな笑顔でふられて困っているようだ。そんなロロアとは裏腹に俺はゴウラン殿に感心していた。閉塞的な土地にいながらも、外の世界の情報収集を怠っていなかったのだろう。

　まあそれはともかく、ロロアが涙目になってきたので助け船を出すことにした。

「ゴウラン殿。会談はこれから行いますか？」

「おっと、これは失礼いたした」

　そう言うとゴウラン殿は至極真面目な顔になった。

「予定では今日、会談を行うことになっておりましたがオーガの討伐や移動でお疲れでしょう。今日はゆるりと休まれ、会談は明日あらためて行うことにしましょう」

「……そうですね。そうしていただけるとありがたいです」

　交渉は急がずじっくり腰を据えて行いたいし、疲れているのもたしかなので、ゴウラン殿の気遣いを受けることにした。俺たちはこのまま宿に泊まり、ゴウラン殿たちはクーがこっちで寝泊まりしている別荘のほうに逗とう留りゆうするらしい。

　そして明日あらためて、この宿を借り切って会談を行うことが決まった。

　さあ、ここからが正念場だ。







　その日の夜。

　俺は明日の会談に向けて秘密裏に持ってこさせていた宝珠を通じて、王都パルナムにいるハクヤに連絡をとっていた。これまでのトルギスでの状況を説明すると、

『貴方あなたという御方は……まったく、なにを考えておられるのですか。一国の王ともあろうお人がオーガ討伐に出向くなど言語道断です』

　ハクヤからは開口一番そんなお小言が飛んできた。

「いや、必要なことだと思ったからで……」

『これはもう、リーシア様からもお叱りいただくよりないでしょうか』

「うっ……そこにリーシアがいるのか？」

　恐る恐る尋ねるとハクヤは静かに首を振った。

『いいえ。リーシア様はすでにアルベルト様の領地に静養に向かわれました』

「よかった……いまのリーシアには心配かけたくないからな」

　お腹なかに俺たちの子供がいるんだ。いま余計な心配をかけるわけにはいかない。

　でもリーシアの顔が見られない、声が聞けないというのはやっぱり残念だ。直接、子供を産んでくれることへの感謝を伝えたかったのに……なんというか単身赴任中のお父さんの気分だった。そんな俺の様子にハクヤは呆あきれたように言った。

『わかっているなら自重していただきたい。陛下ももう父親となるのですから』

「肝に銘じよう……」

　ぐうの音も出なかった。ここは素直に反省しよう。……かといって今後同じような場面に遭遇して自重できるかどうかは自分でもよくわからないけどな。

「それで、お前のほうの計画はどうなった？」

『……すでに相手方から了解を得ております。準備はすでに整っておりますが……陛下はゴウラン殿についてどのようにお考えですか？』

「どのように、とは？」

『今度の会談がうまくいくかどうかです』

　ハクヤに問われ俺は少し考え込んだ。今日見たゴウラン殿の姿を思い出す。

「粗野に見えて緻密な面も見られた。武人肌っぽく見えるけどそれだけじゃない。油断をすればつけ込まれるだろう。さすが一国を率いる立場にいるだけある」

『陛下は……今回の交渉を円滑に進めるためにも、我が国の力を見せつけたいとお思いなのでしたね』

「友好関係を結ぶためにも我が国と同盟を結ぶことのメリット、我が国を敵に回すことのデメリットを知らしめたいからな。だけどあの様子だと並大抵のことじゃ動じないだろう。だからこそ、ハクヤに準備してもらった仕掛けが役に立つってもんだ」

『……明日の会談にはそんな顔で臨まないでください』

　ニヤリと笑う俺を見て、ハクヤは呆れたように溜息を吐いた。
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　一方そのころ、共和国元首ゴウランとその子息であるクーは、ノーブルベップにあるタイセー家の別邸の居間で酒を飲みながらソーマたちのことについて語らっていた。

「共に行動して、彼かの王をどう見た？」

　盃さかずきの乳酒を呷あおりつつゴウランが尋ねると、クーは楽しそうに答えた。

「変なヤツだぜ。弱そうに見えるのに底が知れねぇっていうのかな？」

　ゴウランはクーの言葉に首を傾げた。

「それは……結局、どっちなのだ？」

「だからわからねぇんだって。武で治めるよりは文で治める王様なんだろう。カズマ……いやソーマ自身は弱そうに見えるし、実際強くはないんだろうが、配下には良いのがそろっている。とくにあのダークエルフの強さは別格だな。ソーマが隙だらけに見えるからって迂う闊かつに手を出せば、あいつの配下によって死し屍し累々になるだろうさ」

「ふむ……臣下に愛され、臣下に守られる王ということか？」

「ウキ～……それだけでもねぇ気がするな。頭がいいヤツだから無謀を冒したりはしないが勇気がないってわけでもない。いくら配下の力量を信じているからって、弱いヤツが危険なオーガ討伐への同行を簡単に決めたりはしねぇだろ？　自分の命を秤はかりに掛けた決断ができるってことは、それなりの修羅場を潜くぐり抜けている証あかしだ」

「あの武辺者だったガイウス八世を打ち破っているという話だからな」

　ソーマが王位を譲られたことに端を発し、エルフリーデン王国・アミドニア公国の間で起きた一連の戦。聞いた話によれば戦の結果自体は王国側の圧勝だったものの、ガイウス八世は最期に武人としての意地を見せたらしい。

　戦の趨すう勢せいは決し兵が敗走・四散していたにもかかわらず、公子ユリウスを逃がして自身は馬回りを引き連れ大軍の中へと突撃し、あと一歩でソーマの首に手が届くというところまで迫ったようだ。ガイウスは戦に敗れて散ったが武人としての名誉は守られた。

　戦に敗れ、滅びた者は最初は悪く言われるものだ。

　勝者が自分の行いの正当性を示すためにそう喧けん伝でんするからだ。

　しかし、ガイウスの場合、娘であるロロアがソーマのもとに嫁いだことで両国の融和が図られ、またソーマも戦後に悪あし様ざまに言うようなことをしなかったため不当な評価を受けることはなかった。公王としての評価はともかく、ガイウスの武人としての名誉は反りが合わなかった娘と敵として戦った娘婿によって守られたのだ。

　これを歴史の粋な計らいと見るか皮肉と見るかは人それぞれだろう。

　ゴウランは思った。そんなガイウスと対たい峙じしたことで、ソーマは肉体の非力さとは不釣り合いなほどの度胸を獲得したのではないだろうかと。

（だとしたら……ガイウスはとんでもない置きみやげを残したものだ）

　本人が望む・望まないにかかわらず、縁えにしの糸は絡まり続いていく。そんな時の流れを感じながらゴウランは目の前で乳酒を飲んでいるクーを見た。

（ソーマ王と関わったことで愚息にもなにがしかの変化が訪れるのだろうか。そしてそれはトルギス共和国このくににとって、とても大きな意味を持つのかも知れぬ……）

　ゴウランは乳酒を飲み干し、心中である決断を下した。
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　―――一夜が明け、会談当日。




　俺たちが泊まっていた宿の大広間を貸し切り、俺とゴウラン殿が向かい合って座っていた。酒盛りのときにも使った場所なので、机や椅子はなく、絨じゆう毯たんの上に敷かれた鮮やかな色の座布団のようなものの上にあぐらを搔かいていた。俺の両サイドにはジュナさんと身分を隠さなくてもよくなったロロアが座り、ゴウラン殿の隣にはクーが座っている。

　俺たちの背後にはトモエちゃんを除いたアイーシャと残りのメンバーが、ゴウラン殿たちの背後にはレポリナを初めとしたこの国の兵士たちが、それぞれ護衛として直立姿勢で控えていた。俺は軽く会釈をしてゴウラン殿の顔を真っ直すぐに見ながら言った。

「まずはこのような会談の場を設けていただいたことに感謝します」

「なんの。隣国の王と話せる機会など滅多にないこと。私もこの折角の機会に是非、両国の利益について腹を割って話し合いたいと思っております」

　ゴウラン殿も軽い会釈を返すと真っ直ぐに俺の目を見て言った。

　お互いに国の最高指導者ということなので、極端に上下関係を示すような深々としたお辞儀などはとれない。するとゴウラン殿は視線を横へと移した。

「しかし……驚きましたな。まさか、このようなものまで持ち込まれるとは……」

　そう言って視線を送った先にあったのは玉音放送の宝珠だった。昨日、ハクヤとの打ち合わせにも用いられたどでかい宝珠が部屋の一角を占領していたのだ。

　そんな宝珠を見てゴウラン殿は眉根を寄せた。

「これは玉音放送の宝珠ですな？　どこかに放送されているので？」

「いえ、あくまでも通信用です。国民向けに配信はしておりません」

「……そうですか」

「この国にも宝珠はあるのですか？」

「一つだけなら。もっと欲しいとは思っているのですが、これの原料はダンジョンコアですからな。残念ながら我が国には攻略されたダンジョンが一つしかありませんので」

「なるほど……」

　ダンジョンコアが一つというのは不便だな。

　国土面積もそれなりな国なのだし、せめて放送用と通信用の二つは欲しいところだ。うちに余剰分があるなら売るなりなにかと交換したりしてもいいんだけど、現在五つあるダンジョンコアは王城からの放送用に一つ、帝国との通信用に一つ、放送番組用に三つとすべて使用してしまっている。残念だけど力にはなれそうもない。

　と、そんな世間話のようなやり取りを交わしたあとで俺は本題へと入った。

「それで、ゴウラン殿。提案していた件なのですが……」

「『医療同盟』……ですな」

　俺が切り出すとゴウラン殿は腕組みをしながら唸うなった。

「光系統の魔法に頼らぬ治療……まことに興味深い。医者と言われたか。冬は雪深く外へ出歩くことも困難であるこの国にとって、集落に一人でもいいから治療を行える者が常駐してくれるということには大きな意味がある。それに、光系統の魔法では癒いやせない病気の治療もできるというではないか。是が非でも欲しいところですな」

　感心したようにいうゴウラン殿。感触としては悪くないようだ。

　そう思ったのだけど、ゴウラン殿は険しい表情になった。

「しかし、わからないこともある。なぜこの話を我が国に持ち込んでくるのです？　自国だけで研究したほうが、王国の力を飛躍させられるのでは？」

　訝いぶかしげな目。裏があるのかどうかを探っているのだろう。

　尋ねられたとき、俺は一瞬、もしグラン・ケイオス帝国の女皇マリアだったらなんと答えただろうと考えた。彼女ならこういった場面では『医療に国境はありませんから』と答えるんじゃないだろうか。あの自称聖女ならぬ他称聖女はそういう世界全体の幸せを願う考えの持ち主であり、そういった言葉がよく似合うからだ。

　逆に俺にはそういった理想論は似合わないだろう。

　俺はどうしても世界の前に、まず自国の利益を考えてしまう。それが悪いこととは思わないけど、そんな考えの持ち主が『医療に国境はない』とか言っても薄っぺらく聞こえるだけだろう。だから俺は真っ直ぐにゴウラン殿の目を見返しながら答えた。

「それは……実利のためです」

「実利？」

「はい。たしかに自国のみで研究できるのが一番でしょう。ですが、それでは時間も資金も掛かりすぎます。医療とは一国だけで研究しきれるテーマではありません。すべてを一国で行おうとすれば、時間も、人材も、資金もすべてが足りない」

　俺が示すべきなのは現実的に研究を分担することの意義だ。それが王国の利益になると同時に共和国の利益にもなることを提示できてこそ、相手を動かすことができる。

「だからこそ、クー殿に提案したように共和国には『医療器具』を生産し、こちらに輸出して欲しいのです。こちらからはその『医療器具』を使える『医者』を派遣します。これが実現できれば両国の医療は大きく発展することでしょう」

「たしかに……両国にとって益のあることのように聞こえますな」

　ゴウラン殿が大きく頷うなずいた。これは……いけるか？

「それでは……」

「ですが」

　話がまとまったかに見えた矢先、ゴウラン殿は厳しい視線を向けてきた。

「それは、本当に〝対等〟な交易と言えるのでしょうか？」

「……どういう意味です？」

「貴殿に医療同盟を提案され、こちらもそれなりに考えたのです。先進的に見えるが、早い話が薬師などによる治療の発展形なのではないかと」

「……そうですね」

　間違ってはいない。微生物を肉眼で見られる三つ目族の存在によりかなり過程をすっ飛ばされてはいるが、医者は薬湯などを煎じる薬師の発展形と言えるだろう。俺が肯定すると、ゴウラン殿は「ならば、我々にも理解の及ぶ範囲です」と言った。

「つまり、王国が育成するのは『すごい薬師』であり、我が国に生産を期待されているのはそんな薬師の使う『すごい道具』なのでしょう？　これだけをやりとりするならば対等と言えるでしょうが、もう一つ、薬師が処方する『薬湯』という要素がある」

「『薬湯』……『薬』ということですか」

「我々はそれぞれ、『医者』と『医療器具』というカードを一枚ずつ持っている。しかしまだ『薬』というカードが宙に浮いている。我々にはまだ、自前で『薬』を持つことができない。そのカードを王国が持つならパワーバランスは王国に大きく傾く」

　薬か。たしかに王国には三つ目族が開発した『ミツメディン（抗生物質）』がある。

　ミツメディンは毒の沼でも生きられるようなゼルリンの亜種から抽出できるという。この国はとても寒く、液状のゼルリンは凍り付いてしまうため生息していない。自主開発はできないだろう。当然、他国からの輸入に頼るようになる。もしその輸出を王国が握るならば、単純に王国に多くの資金が流れることになる。

　……正直な話、指摘されるまで考えていなかった。

　もちろん『薬』という要素については考えていたんだけど、そのことについて共和国側から疑念を持たれるということをだ。考えてみれば当然の話だ。相手にしたってこの交渉に相当の覚悟を持って臨んでいるのだから。自国の不利益になりそうなことについては必死に考え、潰したいと思うものだ。自国のことを必死に考えているからこそ、ゴウラン殿は『薬』という要素にまで考えが至ったのだろう。

（良い為政者なのだろう。……まあ今回の件では杞き憂ゆうなんだけどさ）

　俺は内心で肩をすくめた。べつに『薬』のことについては、敢あえてぼかして利益を上げようと考えていたわけじゃない。俺はゴウラン殿に両手のひらを見せた。

「心配はいりません。そのカードはすでに王国の手中にはありませんから」

「？　どういう意味です」

「ジュナ。あれを」

「はい」

　俺が隣に座ったジュナさんに命じると、ジュナさんは背後から一抱えほどの板状のものを持って来て、みんなに見えるよう宝珠の手前に置いた。それは玉音放送の簡易受信機だった。そしてその簡易受信機に映し出されていたのは一人の見目麗しい女性だった。

　その女性を見てゴウラン殿とクーは大きく目を見開いていた。

「お、親おや父じっ」

「ああ……」

『ふふふ。驚かせてしまったようですみません』

　映像の女性は微笑ほほえむと、ゴウラン殿たちに向かって小さく会釈をした。

『お初にお目に掛かりますわ、トルギス共和国元首ゴウラン・タイセー殿』




　―――私はグラン・ケイオス帝国の女皇マリア・ユーフォリアです。
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　会談の数日前。

　届けられた玉音放送の宝珠と簡易受信機で、俺はパルナムの王城にいるハクヤに連絡をとり今回の交渉を円滑に進めるためにも、フリードニア王国の力をゴウラン殿に見せつけたい考えを伝えた。うちの国が味方であることの頼もしさと、敵となることの厄介さを知らしめることで同盟はより強固なものになると考えたからだ。

　そのための知恵をハクヤに求めたところハクヤがまず提案したのは、

『国境線に国防軍でも配置しますか？』

　……というものだった。

「って、いきなり恫どう喝かつ外交かよ!?」

『わかりやすく力を示す方法かと』

　涼しい顔でそんなことを言うハクヤ。……え？　もしかして本気で言ってる？

「冗談だよな？　相手に余計な警戒心を抱かせるだけだろ？」

『もちろん冗談です。私は単にもっとも手っ取り早い方法を提示したまで。ですが長い友好を願うなら、とてもではありませんが最善手とは言えないでしょう』

「………」

　表情を変えずにしれっと言いやがった。ハクヤなりの冗談だったのだろう。

　わかりにくい冗談を……と、俺が恨みがましい視線を送ると、次に提案したのが、

『今回の会談にグラン・ケイオス帝国を巻き込みましょう』

　……というものだった。帝国の女皇マリアをか？

『陛下も今回の交渉が上う手まくいけば、帝国にも医療同盟を持ちかけるお考えだったのでしょう？　それを予定よりも早めるのです』

「それはまぁ……たしかに考えてはいたけど……」

　医療を発展させ一般へと普及させるためには、どうしたって一国だけでは力不足だ。

　先んずれば他国と差を付けられるかもしれないが資金も人手も限られている。

　無理に一国だけで研究しようとすれば、その進歩は遅々としたものになってしまうだろう。外傷ならば光系統の魔法でかなりの重傷でも癒せるこの世界だけど、魔法の効かない病魔などではいまこのときも多くの者が亡くなっている。

　もし手をこまねいている間に身内が病で倒れることがあったら……俺はきっと後悔するだろう。医療の発展、普及は早いに越したことはない。

　そのためにも人類側最大の国家であり、資金も人手も多いグラン・ケイオス帝国にはその一翼を担って欲しいと考えていた。帝国とはパイプがあるし、トップである女皇のマリアも話のわかる女性だ。きっと賛同してくれるだろう。

　ただし帝国に話を持ちかけるのは、このトルギス共和国との会談がまとまってからにするつもりだった。王国と帝国は離れているため、取引をするための中継役となる国がなければただの画餅になってしまうからだ。

　しかし、ハクヤは今回の会談に帝国を……マリアを巻き込めと言う。

『力の示し方は一つではありません。人脈の広さもまた力です。帝国の女皇であるマリア殿を会談の場に招待できれば、ゴウラン殿の度肝を抜くこともできるでしょう。なにせ共和国の東と西の国家に、独自のラインがあることを知らしめられるのですから』

「たしかに、ビックリはするだろうな……」

　帝国と王国が密接に連携すれば、共和国は敵対した瞬間に東西挟み撃ちにされかねないのだから。まあ、地理的条件（冬には全土が陸の孤島）からいって攻め込んでまで領有するメリットはほとんどないんだけど、それでもプレッシャーはかけられるはずだ。

「……でもなぁ」

　俺は頭をガシガシと搔かいた。

「それができれば凄すごいけど、マリア殿を呼ぶって現実的じゃないだろ。会談まで日がないし、警備とか手続きとかその他諸もろ々もろのことを考えても無理じゃないか？」

『……陛下はなにを仰おつしやっているのですか。いま私たちはお互いどこで、どこにいる人と会話してるとお思いですか』

「……あっ」

　ハクヤに呆あきれたように言われてからようやく気がついた。

　そうだよ。こんな風に玉音放送を通じての会談ならば、わざわざマリアを帝国から招く必要もない。直接、顔を合わせる場面を想像していたせいで、こんな簡単なことを失念するなんて抜けていたとしか言いようがない。

　俺はバツが悪くなって一つ咳せき払ばらいをした。

「オホン……それを踏まえた上でだ。放送を通じての会談とはいえ、多忙なマリア殿が時間を割いてまで応じてくれるだろうか？」

『まず間違いなく』

「いやに自信ありげだな？」

『すでに定期報告の場でマリア殿の妹君であるジャンヌ殿から「医療技術を交渉のテーブルに上げて欲しい」と要請されております。「相応の対価は支払うから」とも』

「すでに目を付けられてたってことか。流石さすがだな」

『医療技術の扱いについてはまだ方針を決めておりませんので、のらりくらりとかわしつつ、いまはお互いの腹を探り合っている状況です』

　ハクヤとジャンヌの腹の探り合いねぇ。双方とも頭のキレる人物だから碁石を置き合うような会話をしていそうだ。それでいてギスギスしているだけというわけでもない。

　ハクヤは俺に、ジャンヌはマリアに許可をとった上で、ピルトリーの一時帰国の際に贈り物をしあったりしているくらいだしな。

　そんな二人の関係についてマリアは以前の放送会談で、

『最近、ジャンヌが活いき活きとしているような気がします。ふふふ、そちらの宰相殿となにか共通の話題でもあったのでしょうか？』

　……と楽しそうに言っていたっけ。

　あの二人の共通の話題っていうと、お互いの主君俺とマリアについての愚痴ぐらいしか思いつかないんだけどなぁ。それが盛り上がるというのもどうかと思うんだけど。

「ともかくだ。つまり医療技術についての交渉を持ちかければ、ゴウラン殿との会談の場にマリア殿を呼び出すことができるんだな？　そしてその繫つながりを見せつけることでゴウラン殿の度肝を抜き、交渉を有利に進めようと？」

『御意』

「一挙両得っぽいけど……それって結果的に二カ国同時に説得しろってことじゃ？」

『そこは陛下の力量しだいかと』

「簡単に言ってくれるよ」

　まったく……だけどまあ、それが一番効果的なやりかただろう。

「その方針で進めよう。ハクヤは帝国と交渉して準備を進めてくれ。それと別件で頼んでおいたこと万事抜かりないように頼むぞ」

『承知いたしました』

　俺が命じるとハクヤは恭しく一礼した。
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　そして現在に至るというわけだ。

　いまここにトルギス共和国、グラン・ケイオス帝国、そしてフリードニア王国のトップが放送越しとはいえ顔を合わせることとなった。突然のマリアの登場にゴウラン殿も少しの間、呆あつ気けにとられたような表情をしていたが、すぐに表情を戻した。

「これは、はじめてお目に掛かる。トルギス共和国の元首ゴウラン・タイセーです」

　ゴウラン殿は簡易受信機のマリアに向かって会釈をした。

　簡易受信装置の向こうには宝珠があるので、マリアから見ても会釈されたように見えたはずだ。そんなゴウラン殿に玉音放送のマリアは『うふふ』と微笑んでいた。

『事前に連絡もなく会談に参加させていただく無礼をお許しください。医療同盟について話し合われるということでしたので、帝国も是非参加しなくてはと思ったのです』

「その件については自分もお詫わびします。急に決めたことでしたので事前に連絡ができず申し訳ありませんでした」

　そろって頭を下げる俺とマリア。そんな俺たちを見てゴウラン殿は一瞬キョトンとしていたけど、すぐに豪快に笑いだした。

「がっはっは！　どうやらソーマ殿に一杯喰くわされたようですなぁ！　まさか帝国の女皇殿と繫がりがあったとは！」

　笑いながらもその目は俺のことをしっかりと見据えていた。

　こちらにどんな思惑があるのかを警戒しながら探っているのだろう。俺はその視線から目を逸そらさないようにしながら居住まいを正した。そして、

「黙っていたことはお詫びします。ですが俺はこの医療同盟をフリードニア王国、トルギス共和国、そしてグラン・ケイオス帝国の大陸南部三カ国で結びたいと考えています」

　ゴウラン殿とマリアに向かってハッキリとそう言った。

「俺は医療分野に関する知識、医学は人類全体で共有すべきと考えます。病は種族や国境の区別なく人々を襲うもの。一国で流行病が蔓まん延えんすればその被害は必ず隣国にも及びます。そのとき、一国だけ知識や薬や器具があったとして自国民を守れるでしょうか？……否です。国同士の交流がなくとも、行商人や冒険者など人の移動は常に行われています。自国民だけ守ろうとしても流行病はどんどん入ってくるでしょう」

『そうですね。幸いにして私自身は経験したことがありませんが、この大陸の歴史でも度々疫病が発生しては当時の国々を揺るがしたとか』

　マリアがそんなことを言った。うん、前にいた世界の歴史でもそうだった。

　受験のために世界史で習った知識だけど、アジアで流行したペストがシルクロードを通じてヨーロッパへと伝でん播ぱして多くの国々を大混乱に陥れ、さらにアフリカへと伝わってマムルーク朝が滅びる遠因となったという。流行病の対策はいかに初期発生段階から感染を拡大させないかが重要になってくる。そのために必要なのが医学の共有だ。

「三国が医学を共有すれば、仮にいずれかの国内で流行病が発生した場合も、最小限の感染範囲で食い止められるかもしれません。またこの三国以外で発生した場合でも、我らが連携すれば検問する国境線の範囲を縮小することができます」

「そうですな。共和国としては帝国と王国との国境線を気にしなくて済むのはありがたいことです」

『同意です。うちは国境線が無駄に長いので、少しでも検閲箇所が減るならそれに越したことはありませんし』

　ゴウラン殿とマリアも頷うなずいた。ここまでは支持を得られたと見ていいだろう。

「三国での医学の共有の必要性を確認した上で、先程までゴウラン殿と交わしていた話に戻りましょう。王国は医者の育成と技術の向上を目指し、共和国は医療器具の開発と生産を担い、その成果をやりとりしようという話でした。各国で役割分担をし、研究に励んだほうが医学を発展させるには効率的と考えたからです。ここに帝国にも加わっていただき、薬の大量生産と改良を担っていただきたいと考えています」

『薬……ですか？』

　マリアに聞き返され、俺は頷いた。

「我が国には三つ目族の開発した『ミツメディン』という抗生物質……流行病によく効く薬があるのですが、抽出元であるゼルリン亜種の育成などには土地も人手も必要で、大量生産するまでには至っていません、量が確保できなければ薬は高価なままです。そこで、土地も人手も資金力もある帝国に薬の生産をお願いしたいのです」

『それはすばらしいですね。製造方法を教えていただけるなら、すぐにでも量産体制を作りたいものです』

　そう言うとマリアはニッコリと微笑ほほえんだ。その微笑みの裏に「技術欲しいなー（チラッ）」っていう副音声が聞こえた気がして苦笑してしまった。

「製造方法についてはお教えします。……が、やはり対価は欲しいところですね」

『もちろんです。いかほどお支払いすればよろしいでしょうか？』

　そうマリアに尋ねられ、俺はさっき考えていたことを思い出した。

「……金銭ではなく、いただきたい物があります」

『物、ですか？　それはなんでしょう？』

「玉音放送の宝珠。つまりダンジョンコアです。帝国の規模から言って、うちよりも沢山持っているのではないですか？　それを一つ譲っていただきたい」

『ダンジョンコアですか……』

　マリアは思案顔になったけど、損のない取引だと思ったのかすぐに首肯した。

『わかりました。その条件を呑のみましょう』

「感謝します。……そして、ゴウラン殿」

「む？」

　俺は今度はゴウラン殿を見た。

「玉音放送の宝珠が国内放送用に使っている一つだけでは不便でしょう。帝国から譲渡された宝珠をそちらへお譲りしたいと考えます。対価は当面の医療器具の無償提供というところでいかがでしょう？」

「ふむ……たしかに宝珠は、得ようと思って得られる物ではありませんからなぁ」

　ゴウラン殿はしばし考え込んだあとでポンと膝を打った。

「いいでしょう。ですが提供する量についてはまた話し合わせていただきたい」

「はい。それで結構です」

『ずいぶんと迂う遠えんな交渉をなさるのですね』

　マリアが少し呆れたように言った。俺は苦笑いしながら肩をすくめた。

「なるべく三方が丸く収まるようにしたんですよ。共和国に宝珠が一つしかないままだと三国で連携をとるのに不便ですからね。絶対に欲しがると思いましたし」

「がっはっは！　見抜かれておったようですなぁ」

『なるほど……ところでソーマ殿？　一つお聞きしたいのですが？』

　マリアが真剣な面持ちで尋ねてきた。

「なんでしょう？」

『三国でそれぞれ研究分野を分担するという話でしたが、他の分野を研究してはならないのでしょうか？　我が国で言えば医者の育成や医療器具の開発についてですね』

「いいえ、他の分野についても研究していただいて構いません……というか是非とも研究してください」

「よろしいので？」

　ゴウラン殿にも確認され、俺は頷いた。

「各々の研究に特化して欲しいというのは効率を考えてのことです。ですが、それだけではどこかの国が研究を怠った途端、この関係は破綻してしまうでしょう。それに薬や医療器具を改良するためにも、医者としての知識や技術は必要となるでしょうし」

　俺は見守る二人に向かって言った。

「帝国も共和国も、医学を修めたい人材を我が国に派遣してください。うちで学び、医者となった者が母国に帰ってからうちで学んだことを教え、医者を生む。そうすれば帝国や共和国内でも医者を育成することができるでしょう。逆に共和国はうちに医療器具を造れる職人を数名派遣していただきたい。うちでも、いざというときは医療器具を自前で用意できるような体制を整えたいですから」

「ですが、それだと結局、それぞれが全ての分野を研究することになるのでは？　研究を分担する意味がないのではありますまいか？」

「いいえ、ゴウラン殿。これは保険であり競争なんです。完全に分担してしまうと、どこか一国が関係を絶ってしまった段階ですべてがお終しまいとなります。自分たちでも研究しておくことで、そういった事態に備えることができます。また他国も研究しているということは研究を怠るようなことがあれば、他国に追い抜かれるということを意味します」

『なるほど。そうならないよう競争原理を導入しようということなのですね』

　随分と深いところまでお考えなのですね、とマリアは感心したように言った。

　そりゃあ会談が決まってからオーガ討伐に出向くまでの間、ハクヤと議論に議論を重ねたからな。するとゴウラン殿が「ふむ」となにやら思案顔になっていた。

「なにか不明な点でもありますか？」

「いや、私もよく考えておられると思うのですが……一つ問題がありましてな」

「問題ですか？」

「知っての通り、我が国は冬場、陸は雪に、海は氷に閉ざされてしまいます。その間は輸送手段も限られており、交易を行えるのが夏場だけなのです」

　ゴウラン殿が懸念しているのは輸送の問題だった。

　この世界で大荷物を輸送しようとすれば、ライノサウルスのような巨大生物を用いた陸上輸送か船を使った海上輸送かのどちらかになる。そのどちらも冬のトルギス共和国には向いていない。海は凍って船は入れないし、陸地は雪に覆われていてライノサウルスのような寒さに弱い大型生物の侵入を阻む。ヌーマスのような寒冷地用の動物はいるけど、一体が運べる量は限られているし、なにより速度が遅い。

　だからこそこの国に行商人は夏場しか来ないのだという。ゴウラン殿が心配するのも無理はないだろう。しかしだ。そんなことはすでにクーから聞いていた。

「それについては俺に考えがあります。ロロア」

「やっとうちの出番やな！　あれのお披露目といこうやないの」

　それまで黙って見ていたロロアが待ってましたとばかりに腕まくりをした。

　急に張り切りだしたロロアの様子に、マリアやゴウラン殿は呆気にとられていたようだけど、驚くのはまだ早い。俺たちにはまだ隠し球が残っているのだから。







　俺は準備のために会談の一時中断をお願いした。

　マリアとゴウラン殿の了承を取り付けてから、俺はゴウラン殿に事情を説明して〝あるもの〟を王国から呼び寄せる許可をもらった。無許可で〝あれ〟を呼び寄せたら大騒ぎになってしまうだろうからな。下手したら侵略かと思われそうだし。

　ゴウラン殿に関所で見せる書類を一筆書いてもらい、その書類を伝書クイに持たせて国境線で待機しているだろう〝それ〟に向かって飛ばした。

「許可は出しましたが……俄にわかには信じられませんなぁ」

「オイラもだぜ。ソーマが噓うそ吐ついてるとは思わねぇけどよー」

　飛び去るクイを見送りながらゴウラン殿とクーはそんなことを言った。

　タイセー親子のそんな素直な反応に、俺は苦笑しながら肩をすくめてみせた。

「信じられないかもしれませんが、話したことに一切の噓も誇張もありませんよ？」

「せや、ゴウラン殿もクーやんも楽しみにしとき」

　ロロアもいつの間にか口調も砕けていたけど自信満々に言い切った。

「うーむ、だとすると余計に信じられません」

「ウキャキャ。本当だってんなら見るのが楽しみじゃねぇか」

　訝いぶかしがるゴウラン殿と楽しそうに笑うクー。対照的な反応だった。

　ともかく〝それ〟の到着まで、俺たちはお茶をしながらのんびり待つことにした。そして二時間くらいたっただろうか。俄に外の様子が騒がしくなったことで、俺は〝それ〟の到着を確信した。皆で宿の外に出るとそこからすでに〝それ〟の姿は見えた。

　下が黒くて上がオレンジ色の、小学校の体育館ほどはありそうな巨大な物体が、さきほどまでなにもなかったはずの町の入り口の前にそびえ立っていた。

　近づいてみればそれが二層構造になっているのがわかるだろう。オレンジ色に塗装された大型船の上半分のような部分を、下の真っ黒なゴム質素材の層が支えている。

　また〝それ〟からは常にシュゴーッという空気が吹き抜ける音が聞こえていた。

「どや！　これが『水陸両用輸送船ロロア・マル』や！」

　そいつが発する音に負けないようにロロアが声を張り上げながら言った。

「「　………　」」

　ゴウラン殿とクーも『ロロア・マル』の威容に口をポカンと開けていた。水陸両用輸送船。そう、これは船なのだ。それも水上も陸上も走れる船だ。

　俺は呆あつ気けにとられているゴウラン殿たちに説明した。
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「ロロアの言ったとおり、これは波のない水面や陸を走ることができる船です。黒いゴム質部分に絶えず空気を送り込むことによってあの巨体を浮かし、下が水であってもその上を走ることができるんです。俺のいた世界では『ホバークラフト』といいます」

「ほばーくらふと……」

　この巨大な物体は王国から呼び寄せたホバークラフト『ロロア・マル』だった。

　この『ロロア・マル』は超科オーバー・サイ学者エンテイストジーニャの開発した推進器『ススムくん・マークⅤ』の利用方法について検討したときに、試験的に一隻だけ開発したものだった。

『ススムくん・マークⅤ』はリング状の機械の前面にある空気や水などを、後方へと押し出すことによって推進力を得るという代物だ。そのリングの輪っかを地面へと向け、つい最近発見されたゴム質の素材が囲う中へと空気を吐き出し、地面から浮かせることでホバークラフトを造れないものかと考えたのだ。

　そしてジーニャの設計、ロロアとセバスチャンの商会『銀の鹿の店』の出資で完成したのが、この『ロロア・マル』だった。ちなみに名前の由来は開発資金を出してくれたロロアとどんな名前にしようかと話していたところ……。

『なぁなぁ、ダーリンのいた世界やと船の名前ってどんな感じなん？』

『う～ん……土地とか人名が多いかな』

『へ～、こっちとあんま変わらんのやね』

『ああ。あと漁船とかだと「～～丸」とかって付けることも多かったな』

『マル？　なんや可愛かわいらしい響きやね。……よっしゃ、決めたわ！　この船の名前は「ロロア・マル」にしよ！』

『ロロア・マル!?　自分の名前付けるの!?』

　……と、まあそんな感じのやりとりがあってこの名前になったわけだ。

　所属は出資者である『銀の鹿の店』のものになっている。服飾から主に俺とポンチョで再現した地球の料理までと、『銀の鹿の店』は様々な事業に手を広げているのだけれど、今度は交易業にも乗り出すつもりなんだろうか。衣装から飲食から移動まで、ってもはやなんでもありになってきているな。

『陸を進む船……王国はこんなものまで造れるのですね』

　アイーシャが持った簡易受信機に映るマリアが感嘆の溜ため息いきを吐いた。俺たちの背後には運ばせてきた宝珠があり、この光景もしっかり見えていることだろう。

『この船、売っていただけませんか？　相応の対価はお支払いしますよ？』

「国家機密の技術が使われているのでお売りすることはできません」

『そうですか。残念ですね』

「まあ見た目は派手ですけど、いまいち使い勝手が悪いんですよね。運用するにはコストパフォーマンスが悪くて動かすのにも結構な労力がかかるんです」

　俺は玩おも具ちやを買って貰もらえない子供のような顔になっているマリアに苦笑しながら言った。ジュナさん並のおっとり美人だけど言動に少し子供っぽさがあるな。

『そうなのですか？』

「ええ。それでいて速度は全速力のライノサウルスよりちょっと速い程度で、積載量もそこまで多くはありません。一応、水陸両用機ではありますが、陸運ならライノサウルスに、水運なら船に運ばせたほうがはるかに低コストですみます」

『ススムくん』は内部に組み込まれた『呪カース鉱こう石せき』に蓄えられた魔力によって動いている。飛竜ワイバーンなどに搭載する小型軽量型の『ススムくん・マークⅤライト』なら使う本人に充じゆう塡てんさせるのだけど、船舶などに使う大型の『ススムくん』への魔力の充塡は軍に所属している魔導士複数名によって行っている。

　そのため一日に充塡できる魔力量には限界があり、ライノサウルス・トレインなどで代用できてしまう陸上輸送船ロロア・マルよりは戦艦や空母などへの配備を優先させていた。

　ここら辺の事情が『ススムくん』を民間の船舶には転用しづらい理由でもあった。民間用の推進器としては代替技術としてのモーターの開発が待たれるところだ。と、まあそんな事情はさておいて、この『ロロア・マル』にだって利点はある。

「平時の輸送手段として用いるには効率が悪いのですが、地面に接すことなく移動できるので地表の影響を受けにくいという利点があります。具体的には湿地や砂地、それに雪原など、通常では移動が困難な場所でもスイスイと進むことができます」

「雪原……なるほど。そういうことですか」

　ゴウラン殿もこちらの狙いに気付いたようだ。

「ええ。この『ロロア・マル』はまだこれ一隻しかありませんが、冬場にかぎれば我が国と共和国と帝国を結ぶ有効な輸送手段となるでしょう」

「たしかに、冬場にライノサウルスよりも速く船舶並の積載量で三国を結べるなら、いまだ一隻だけとはいえ貴重な交易ルートとなるでしょうな」

　ゴウラン殿は腕を組みながら唸うなった。そしてさすがは元首というべきか、この『ロロア・マル』を用いた新たな交易ルートについてを考え始めていた。

「冬場でも国内ならば軍用のヌーマスなどの家畜を使うことで流通を確保することはできる。各地からの物品を港町に集積させられれば、この水陸両用輸送船を使って国外と交易できるか。これはモーランのような港町を拡充する必要がありそうだ」

『ふふふ、我が国もトルギス共和国との国境線にある港町を整備する必要がありそうですね。……やっぱり、一隻欲しいですねぇ』

　チラッって感じにマリアに見られたけど「ダメですよ」と肩をすくめた。

「港に入った瞬間、拿だ捕ほ……とかはやめてくださいよ。一隻造るのも大変なのに機密保持のために自爆させなければいけなくなりますから」

　俺はさりげなく無理に奪おうとするなら自壊させる、ということを二人に示した。

　実際にこの『ロロア・マル』を交易に使う際には、拿捕されたときに自壊させるための仕組みを用意させるつもりだ。いまはまだ『ススムくん』などの技術を他国へ流出させるわけにはいかない。一隻しかないこの『ロロア・マル』を他国へと向かわせるには、それだけの覚悟が必要なのだ。そんな俺の言葉にマリアは苦笑を浮かべた。

『わかっております。一隻の船のために二国との仲を険悪にはできませんよ。……とても欲しいのですけどね』

「………」

　三度目の欲しい宣言。大事なことだから三度言いました、ってか？

　ともかく、いまはこの話をまとめよう。

「この『ロロア・マル』も使った上で、先に申し上げたとおり我ら三国にて医療同盟を締結したいと思います。いかがでしょうか？」

　俺がそう尋ねると、ゴウラン殿はガッハッハと笑い出した。

「ここまでされては否とは言えますまい。その同盟、御お請うけいたす」

『グラン・ケイオス帝国としても承知いたします』

　マリアの了承も得られ、いまここにフリードニア王国、トルギス共和国、グラン・ケイオス帝国による『三国医療同盟』が結成されることになった。

　この同盟の結成は医療分野において飛躍的な発展が期待できるだけでなく、北に魔王領を抱えるこの不安定な時代において、いざというときには三国が連携できる下地を造ったという意味でも大変に意義のあることだった。無事に医療同盟を締結できたことに胸をなで下ろしていると、ゴウラン殿が手を差し出してきた。

「ソーマ殿。これからは盟友ですな。よろしくお願いいたしますぞ」

「はい、ゴウラン殿。よろしくお願いします」

　俺も手を差し出し、しっかりと握手を交わした。そんな俺たちの様子を見て、

『残念ですね。受信機越しでなかったら、私も握手したかったのですが』

　とマリアが言ったので、俺とゴウラン殿は顔を見合わせて笑った。一ひと頻しきり笑ったあとで、不意にゴウラン殿が真面目な表情になった。そして、

「さて……盟友となったソーマ殿に早速一つお頼みしたいことがあるのですが」

　と、ゴウラン殿は神妙な面持ちでそんなことを言い出した。

「頼み、ですか？」

「左様です。その頼みというのはせがれのクーのことです。どうか二、三年ほどクーを王国で預かってもらえんでしょうか？」

「えっ……「はぁ!?」」

　俺がなにか言うよりも先にクーが驚きの声を上げた。

　目を白黒させるとはこんな感じの表情かと思うような、驚きよう愕がくと呆ぼう然ぜんを合わせたような顔をしていた。急に自分のことを言われたかと思ったら、いきなり『外国に預ける』とか言い出されたのだから無理もないだろう。

　やがて我に返ったクーは怒ったようにゴウラン殿に食って掛かった。

「いきなりなに言ってんだ親おや父じ！　オイラを王国に人質に出すってのか!?」

「そうではない。お前には、いまの王国の様子を見てきて欲しいのだ」

　対するゴウラン殿は真面目な顔でクーを諭した。

「これは昨夜から考えていたことなのだ。そして今日の交渉の場にグラン・ケイオス帝国の若き女皇マリア殿が招かれたことで確信に変わった」

「確信？　なにを？」

「大陸に『新しい風』が吹いているとな」

　するとゴウラン殿は俺のほうを見た。

「失礼ですが、ソーマ殿の歳としはおいくつなのでしょうか」

「……今年で二十歳ですけど」

　俺がそう答えるとゴウラン殿は満足そうに頷うなずいた。

「見たところ、マリア殿もそれくらい（たしか二十一歳だっただろうか）でしょう。西の帝国を若き女皇が治め、東の王国に若き王が立った。……歳を重ねるとこういったことにも運命的なものを感じてしまうのだ」

「「『　………　」」』

　この中でただ一人、一世代上であるゴウラン殿の言葉に、俺もマリアもクーも耳を傾けていた。ゴウラン殿は静かな声で続けた。

「人の世には〝流れ〟のようなものがある。望む望まないにかかわらず、その〝流れ〟はすべてのものに影響を与える。その〝流れ〟にある者は乗り、ある者はもがき、ある者は溺れる。そうやってある者は名を上げ、ある者は倒れ、ある国は興り、ある国は滅んでいく。猛たけき武人であったガイウス殿が倒れ、文人肌であるソーマ殿が勝利し、ロロア姫の助力を得てアミドニアを併合して新たな王国を造り上げたように」

　……なんとも反応に困る言葉だった。ロロアもどんな顔をしていいのかわからないといった顔をしている。ただゴウラン殿の言葉を聞いていて、マキャベッリの語った『運命の変転に備えよ』という言葉を思い出した。

　ゴウラン殿はクーの肩に手を置いた。

「こんな時勢だ。世界がどう動くかなど誰にも読めまい。しかし、西と東で若き世代が台頭してきているなかで、我が国だけ旧態依然としていては時代に取り残されてしまうやもしれぬ。そうならないために、うちでも若き息吹を育てておきたいのだ」

「若き息吹……オイラが、か？」

　クーの問いかけにゴウラン殿はしっかりと頷いた。

「お前はまだ未熟だが柔軟な思考の持ち主だ。ソーマ殿の治世で王国がどのように変化していくかを見ることは、いずれお前がこの国の長おさとなったときの指針となるはずだ」

「そんな……オイラが元首を継げるかどうかなんて、まだ……」

「元首ではないかもしれんぞ」

「え？」

　疑問顔になるクーにゴウラン殿は真面目な顔で言った。

「時代の流れ次第では我が国も中央集権化をはかり、族長会を廃して王制国家にしなくてはならなくなるやもしれぬ。そうなったらお前はソーマ殿やマリア殿と並び立つ王とならなければならなくなる。そんな時代が来るかもしれぬ。だからこそ、お前にはいまのうちに見聞を広めておいてもらいたいのだ。お前が王国に行っている間に我が輩は族長会を掌握し、お前が辣腕を振るえる下地を造っておこう」

　……さっきからすごいことを言っているな。いまのゴウラン殿の顔はリーシアを俺に託し、王城を去ると言ったときの先代王アルベルトさんの顔に似ていた。

　次代に託す者の顔。俺は雰囲気に呑のまれながらも怖おず怖ずと手を挙げた。

「ちょっといいですか？　クーを預かって欲しいとのことでしたが、それは我が国に留学させたいということですか？」

「いえ、学徒としてではなく一時的な部下としてこき使ってやっていただきたい。そのほうがクーにとっても良き経験となるでしょう」

「押しかけ配下ってことですか……」

　立場としては最初のころのアイーシャのような感じか。つまりハルみたいな部下兼友人のような感じで扱えばいいのだろう。王城の一室にでも住んでもらって。

「うちはそれでも構いませんが、クーはいいのか？」

「良いも悪いも……どうせオイラに拒否権はねぇんだろ？」

　クーが確認の視線を送ると、ゴウラン殿はなにも言わずにコクリと頷いた。そんなゴウラン殿から絶対に折れない意志を感じ取ったクーはワシャワシャと頭を搔かいた。

「頑固親父が覚悟を決めちまった以上、もう駄々をこねても無駄だろう。それに、ソーマがどんな国を造ってるのかにも興味があるしな」

　突然外国へと預けられることに心底納得しているわけもないだろうけど、そんな風にポジティブに考え始めているところがクーのクーらしいところだろう。

「……そうか。歓迎するよ、クー」

　俺がクーに手を差し伸べると、クーもしっかりとその手を取った。

「ウッキャッキャ！　しっかし、押しかけ部下ってことはソーマのほうが立場は上なんだよな。だけど、オイラは他国の人間だし王様っつうのもなんか変だ。だから、これからは『兄貴』って呼ばせてもらうわ」

「あ、兄貴？」

「ああ。オイラのことは舎弟とでも思ってくれ。そんじゃまぁ」

　クーは腰に手を当てるとニカッといつもの笑顔を見せながら言った。

「これからよろしくな！　兄貴！」
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　王国、共和国、帝国の三国による医療同盟が無事に締結されることとなり、その晩は医療同盟締結を祝って、会談場所ともなった宿で宴うたげが催されることになった。

　この国に来てからというもの事あるごとに酒盛りが催されているけど、今回は人数も多いのでいままでで一番盛り上がりを見せた。ただ、三国のトップのうちマリアだけは玉音放送を通じての会談だったので参加できず残念そうにしていた。

『いつか我が国にもお越しください。そのときは一緒にお酒でも飲みましょう』

　通信を終えるときにそんなことを言っていた。

『ええ。いつの日にか』

　俺もそう応じたけど、さすがに帝国は遠いため、そんな日が来るかどうかはわからなかった。世界の情勢が安定すれば、いずれはお互いの国を行き来しての会談もできるだろうけど……その見通しはたてられる状況にはない。そんなことを考えていると、

「兄貴ぃ！　楽しんでるかぁ！」

「うおっと」

　すでに酔っぱらっているらしいクーがいきなり首に腕を回してきた。その衝撃で手にしていた酒しゆ盃はいを落としそうになった。

「危ないなー……ってか離れろよ。男とスキンシップする趣味はないぞ」

「兄貴がしけた面してるからだろー。酒は楽しく飲むもんだぜ」

　クーは俺から離れながらウキャキャと笑った。

「楽しんでるよ。みんなと同じくらいにはな」

「ん。ならいいけどよ」

　宴の開始からそれなりの時間が経過しているため、みんな思い思いの場所で楽しんでいるようだ。ジュナさんは盟友となったゴウラン殿にお酌しているし、アイーシャとハルは飲み比べをしていて、カエデがやれやれといった表情で眺めている。レポリナは酒気にあてられバタンきゅ～したトモエちゃんを介抱していて、ロロアはクーに招待されたタルと話し込んでいるようだ。中々にカオスな空間になりつつあるな。

「そういうクーは随分と上機嫌だよな？」

「当たり前だぜ。なんたって……な」

　クーは親指でクイッと、ロロアと話しているタルのほうを指差した。

（なるほど。あのことがあったから上機嫌なのか……）







　会談終了後、クーは俺たちをつれて、ノーブルベップ近くの丘にあるタルの工房を訪れた。幼おさな馴な染じみであるタルにしばらくフリードニア王国へ行くことを告げるためだった。ついでに俺たちの正体についても明かしたんだけど、とくに驚いた様子はなかった。職人肌のタルにとっては相手の立場なんてどうでもいいのかもしれない。

「……つーわけで、オイラは兄貴のもとで学ぶべく、レポリナだけを連れて王国に行くことになったんだ」

　クーは転がっていた桶おけに足を置き、船乗りが係船柱に足をかけるようなポーズでタルに言った。格好いい別れを演出しているつもりなのか、それとも強がっているだけなのかはわからないけど、どのみち足を置いているのが桶では締まらない。

　冷ややかな目で見ている俺たちを尻目にクーは口上を続けた。

「なーに、止めてくれるな、タルさんよ。しばしの別れだ。オイラは兄貴のもとで、兄貴の治世を見て学び、かならず一いつ端ぱしの男となって帰ってくっからよ。オイラが故郷に錦を飾る日を楽しみに待っていてくれ」

　タルはなにも言っていないのに、別れの口上を述べるクー。

　一方のタルはと言うと、そんなクーの口上などお構いなしにトンテンカンテンと熱した金属を打っていた。なんというか……見ててクーが不ふ憫びんに思えてくる光景だった。

　なんの反応も示さないタルの様子にクーはふて腐れたような顔をした。

「おいおいタルさんよ～。オイラが折角、別れの口上を言っているんだから少しくらい反応してくれよ。寂しいだろ？」

「べつに……バカ様がどこに行こうが興味なんてないから」

「興味ないって……さすがに酷ひどくねぇか？　いくらお前がオイラに興味ないからって幼馴染みが別れを告げに来ているんだから、もう少し……やさしくしてくれよ」

「……鍛冶仕事中にベラベラ話しかけられても迷惑なだけ」

　取り付く島もないとはこのことで、クーはガックリと肩を落とした。

　……うん、まあ、気のある女の子にこんな態度をとられたらそりゃあ凹へこむわな。

　今夜の宴会で愚痴でも聞いてやるか……と、そう思ったとき、タルが打っていた金属を水の中へと入れる音が響いた。するとタルはいま打っていたモノを含めて、数本の金属製品を机の上に並べた。先端部に短い刃の付いたその形はまさに医療用のメスだった。

「王様に依頼されたものをいろんな金属で打ってみた。鉄・銅・銀、それと合金が数種類……どれがもっとも適しているかわかる？」

　タルはそう言いながら首を傾かしげた。ああ、さっきから打っていたのはメスの試作品だったのか。どれがいいかと聞かれても、俺は医者ではないのでよくわからない。金属アレルギーとかもあったし、頑丈とか切れ味だけで選べるものでもないのだろう。

「国に帰ってわかるヤツに聞いてみないと……」

「そう……じゃあ、私も王国に行く」

　そんなことをサラッと言ってのけたタルにその場にいた全員が目を瞠みはっていた。なかでも一番驚いていたのは、ついさっきまで別れの口上を述べていたクーだった。

「はぁっ!?　タルも一緒に来るのか!?」

「べつにバカ様と一緒に行く気はない。私は私の都合で王国に行くだけ」

　タルはあくまでもマイペースにそう言うと、俺の顔をジーッと見て言った。

「王様はいざというとき医療器具を自前で造れるように、共和国に指導する職人を派遣して欲しいと要請したと聞いている。その職人に立候補する」

「タルが教えに来てくれるのか？」

「フリードニアの技術にも興味がある。教えるだけじゃなく学びたい」

「……わかった。歓迎しよう、タル殿」

　真っ直すぐな目で言ったタルに俺は手を差し出した。

「城下に専用の工房も用意しよう。職人として是非、我が国に来ていただきたい」

「……よろしくお願いします」

　タルもしっかりと手を握り返した。この突然の展開にクーはしばらく呆ぼう然ぜんとしていたようだけれど、すぐに気を取り直したのかウキャキャと笑った。

「なんだよなんだよ！　結局、タルも一緒に来んじゃねぇか！　なんのためだろうが構いやしねぇ、一緒にいられて嬉うれしいぜ」

「……痛い。背中を叩たたかないで」

　クーにバシバシと背中を叩かれ迷惑そうな顔をするタル。

　それでもされるがままになっているのは、そんなに嫌じゃないからなんだろうか？　もしかして今回のこともクーのために……？　そんなことを考えていると、

「なんと申しましょうか……彼女の性格はかなり複雑みたいですね」

　ジュナさんが苦笑しながらそんなことを言ってきた。すると、

「んにゃー、もしかすると、とっても単純な理屈かもしれへんよ？」

　反対側からはロロアが楽しそうに笑いながらそう言ってきた。結論。女心というものは複雑なような単純なような、そんな摩ま訶か不ふ思し議ぎなもののようだ。







　そんなわけでタルの同行も決まったのでクーは上機嫌なのだろう。

　宴の序盤からかなり速いピッチで乳酒を飲み干していた。するとクーはタルのほうへと向かって行ったので、反対にロロアがこっちのほうへと来た。

「にゃはは。この国に来てから、宴ばっかりやね」

「そうだな……って、おい」

　こっちにやってくるとすぐにロロアは俺の膝を枕に寝っ転がった。やれやれ。俺はロロアの頭に手を置いてゴロゴロと頭を膝の上で揺すった。

「いきなり寝っ転がるなんてはしたないぞ？」

「うち酔ってんねん。酒の席では無礼講や」

　頭を揺すられながらロロアは「むふふ」と笑った。そして、

「そんでダーリン、これからどうするん？　まだ旅を続けるん？」

　と、そんなことを聞いてきた。これから……か。

「いや、クーのこともあるしいったん王国に帰ろうと思う。俺自身がやるべき仕事も溜たまってるだろうし、いい加減リーシアのことも心配だしな。それに……」

「それに？」

「……いや、なんでもない」

「？？？」

　疑問符を浮かべるロロアの頭を俺は優しく撫なでた。

　ロロアは満足そうに微笑ほほえむと、しばらくして寝息を立て始めた。普段は賑にぎやかなロロアも寝ているときは可か憐れんな乙女に見える。そんなロロアの寝顔を見ながら、俺はさっき言いかけたことを考えていた。

（それに……マリアの言っていたことも気になるしな）

　会談後、マリアと別れの挨拶をしていたときのことだ。

　穏やかだったマリアの表情が不意に真剣味を帯びたのだ。どうしたのだろうと思っていると、マリアは静かな口調で俺に告げたのだった。




『近頃、北で魔物の活動が活発化しているようです』







なかがき







　現国七巻をお買い上げいただきありがとうございます。中書きが段々と前のほうに来ていることが心配になってきたどぜう丸です。

　今巻の内容は共和国編となります。クー、レポリナ、タルという共和国メンバーも加わり、若き世代が台頭して時代は新たな局面へ……といったところですが、ここでリーシアは産休に入ります。メインヒロインが産休で一時離脱はなかなかないと思います。

　相変わらず妙ちくりんな物語構成ですが今後ともお付き合いください。

　さて、四巻のなかがきで書いた『ネット小説の真価』について若干ではありますが反響がありましたので、もう少しだけ語らせてもらおうかと思います。

　四巻のときには「長さを気にせず好きなだけ書くことができる」のがネット小説の真価だと偉そうに語りましたが、もう一つ強みと呼べるものがあります。

《書籍化するタイミングを自分で選ぶことができる》

　これです。もちろん書籍化するためには個人出版などの方法をとらないかぎり、出版社様からお声掛けいただくことが必要となります。自分が言っているのは声を掛けていただいたあとの書籍化するタイミングです。

　たとえば新人賞の場合、結果はＨＰや雑誌などでドカンと発表されるでしょう。『この小説が大賞を取りました。近く書籍化します』と宣伝込みで発表されるわけですね。新作は読者に周知させなければならないのでこの方法は正しいです。ですがこれは同時に書籍化のタイムリミットができるということでもあります。間を空けすぎると「あの大賞を取った作品はいつ書籍化されるのか」と言われてしまうわけです。

　その点、ネット小説の場合、書籍化の依頼が来たとしても返答を保留することができます。自信が無かったら、未掲載分の展開に対しての読者の反応が気になったら、まだストックがなかったら、書籍化の依頼を保留することができます。

　もちろん出版社によっては保留を認めないところもあるのかもしれません。しかし、少なくともオーバーラップ様などではお願いすれば待ってくれます。

　なぜそう断言できるのかと言えば、かく言うこの現国も実は初めて書籍化のお声掛けをいただいてから半年ほど返答を保留させていただいたからです（ちなみにここらへんの話をしていいかは担当さんに相談してＯＫをいただいてますのでご安心ください）。

　現国の書籍化依頼が来たのはウェブ上でちょうど一巻のラストあたりを書いていたころでした。ある程度この物語の存在が認知されてきたころです。しかし、私は返答を保留させてほしいとお願いしました。理由としては『二巻にあたる征伐編と、三巻と四巻の一部にあたる戦後編の内容が読者に受け入れられるかわからなかったから』『四巻のラストシーンまで書き切らないと、物語を完結させられるか自信がなかったから』です。

　おかげ様で『征伐編』『戦後編』のあとも変わらずお付き合いくださる読者様方に恵まれ、この物語を書き続けられるという自信も持てたので、あの四巻のラストシーンを書いたころに書籍化の依頼を受けることにしました。そしていまに至ります。

　もしあのとき、すぐに書籍化依頼を承諾していたら……いまとは違う状況になっていたでしょう。自分は遅筆であり、書いて投稿した物を『やっぱりこれはないな』と取り下げて書き直すこともしばしばありました。ろくに自信もストックもないまま作家業をスタートしていたらと考えると……怖いですね。多分、余裕もなくていまよりも自由には物語を書けていなかったと思います。私の場合、一回やらかしてもいるのであそこでボッキリと心が折れていた可能性もあります。

　作家は自己責任の自営業です。もしこれを読んでいる作家志望の方がおられましたら、こういう選択肢もあるんだということを憶おぼえておいてください。

　大丈夫。オーバーラップ様は待ってくれます（大事なことなので以下略）。




　それでは、今回はここで一度締めさせていただきます。

　今回四人もキャラデザさせてすみません＆ありがとうございました冬ゆき様、コミカライズのネームを楽しく読ませてもらってます上田悟司先生、担当様、デザイナー様、校正様、そしてこの本を手に取ってくださった皆様方に感謝を。以上、どぜう丸でした。

　このあとは共和国から帰国したあとの話です。最後までお付き合いください。
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『さきごろ締結されました共和国との医療同盟について……』




「お母さん、そろそろあれがはじまるみたいだよ」

「そうねぇ。本当に助かるわ」

　噴水広場に玉音放送を観みにきていた親子がそんな会話を交わしていた。

　最近、フリードニア王国で放送されている夕方のニュース番組の中で、とりわけ人気のコーナーができたのだ。するとニュースを読み上げていたハーフエルフの美人キャスター、クリス・タキオンが視聴者のほうへと顔を向けた。

『それでは、ここからは明日の天気をお伝えします。ナデンさ～ん』

　クリスが誰かに呼びかけるように言うと明るいメロディーと歌声が流れてきた。




　明日の天気はどんなかな♪

　お髭ひげがピクリと震えたわ、きっと雨になるわね♪

　でもそのあときっと明るい日が差すわ♪

　お知らせします、フリードニア王国の天気予報♪




　歌いながら登場したのは鱗うろこが鏤ちりばめられたような黒いワンピースの少女だった。

　長い黒髪を持った十四歳くらいに見える愛くるしい顔立ちの少女。お尻からは爬は虫ちゆう類るいの黒い尻尾が伸びていて、頭には蛟こう龍りゆう族ぞくのものよりも立派な鹿角があった。

　彼女の名前はナデン・デラール。

　つい最近、星竜連峰からフリードニア王ソーマのもとに嫁いできたドラゴンだ。

　ただドラゴンはドラゴンでも『竜』ではなく『龍』という種族らしい。

　長大かつウネウネとした姿が彼女の真の姿であり、彼女がはじめて龍の姿で王城へと降り立ったときには、城下ではすわ魔物の襲来かと騒ぎになったほどだ。

　その騒ぎも王城から彼女の素性が発表されたことで落ち着いたのだが。

　そんなナデンが映像越しの国民たちに向かって頭を下げた。

『こんばんわー。ナデンです。それでは明日の天気をお伝えします』

　少ししてから頭を上げると、クリスのほうを見ながら小首を傾かしげた。

『ねえ、毎回思うんだけど、歌いながら登場する意味ってあるの？』

『天気予報に歌は鉄板……というソーマ陛下のご意向ですので（ニッコリ）』

『そ、そう……』

　クリスに営業スマイルで返されては、ナデンも納得するしかなかった。

　そんなやりとりを国民たちはほっこりとした表情で見ていた。







　ソーマが星竜連峰からドラゴンを婚約者として迎え入れたことが発表された当初は、初代エルフリーデン王の再来かと国中が沸き立った。

　ソーマと同じように勇者として召喚されて、フリードニア王国の前身である多種族国家エルフリーデン王国を築き、ノートゥン竜騎士王国の人間ではないのにドラゴンを妻として迎えたという初代エルフリーデン王は、この国の人々にとって偉大な英雄だった。

　しかし、ソーマはそんな英雄とはほど遠い地味で堅実な治政を行っている。

　婚約者となったナデンも『神聖なる獣ドラゴン』というよりは天てん真しん爛らん漫まんな少女といった印象だったので、次第に国民たちの熱気も冷めていった。かといって、彼女が国民から不人気なのかというとそうでもない。とくに年配の方々に根強い人気があった。

　将来の王おう妃ひの一人としてではなく、娘や孫を見るような目で見られているのだ。

　そんなナデンはナデンでパルナムでの暮らしを満喫していた。

　第二側妃という立場なので王城には縛られず、よくパルナムの城下町に出て散歩や買い食いをしているらしい。本当なら誘拐など警戒すべきところだけど、龍である彼女を縛れる縄もないのでパルナム内では自由に行動している。

　なにものにも縛られず、ソーマの居た世界の自立した女性に近しい感性を持っているナデンには、王都で窮屈な思いをしてほしくないというソーマの意向だった。

　ただ、街で見かけた迷子を友達のもとに送り届けたついでにその子供たちと遊び、泥だらけで帰ってきたときには、さすがにリーシア姫にお説教をくらったそうだが。

　ナデンたちドラゴンが主に活躍するのは戦場だ。

　彼女が自由気ままに行動できるということは、それだけ現在の王国が平穏だということの証あかしでもある。そのこと自体は歓迎すべきことなのだが、有事のときまでなにもすることがないというのも退屈な話だ。

　それに背中に乗せる以外のことでもソーマから頼りにされたかった。

「ねぇ、ソーマ。なにか私にできることない？」

　と、ナデンがソーマにそう相談したところ、

「ちょうどいい。是非ナデンにやってほしいことがあるんだ」

　と、ソーマが用意した仕事がこの『お天気お嬢ちゃん』だった。

　龍の鬚ひげは大気の流れに敏感で、風にそよがせるだけでその場所の向こう一週間の天気がわかるという。それを活いかして『天気予報』を製作しようと考えていたそうだ。

　玉音放送は映像が観られるのは受信装置が設置されている大きな都市や街だけだが、ラジオみたいに音だけならば田舎の集落にさえ届けることができる。つまり、玉音放送で天気予報を伝えるということは、国民全員に天気を伝えられるということなのだ。

「そういうわけなんで頼めるか、ナデン？」

「合点承知。任せて」

　こうしてナデンはこの世界初のお天気キャスターに就任したのだった。







　そして今日もナデンは王国中に明日の天気予報をお送りしていた。




『えー……明日の天気ですが、全体的には雲もなく気持ちの良い天気となるでしょう。洗濯日和となりそうです。王国西部のアミドニア地方と南部のアルトムラ近辺も晴れですが、山沿いは夕方以降突発的な雨が降るかもしれませんので、洗濯物は早めに取り込んだほうがいいです。それと北東部のラグーンシティも明日は晴れますが、すうじゅつちゅうに……雷雨になる可能性がありますのでお気をつけください』




（（（　あっ、ちょっと嚙かんだ　）））

　ナデンは嚙んでない風を装い誤魔化したつもりのようだが、視聴している国民たちはニンマリ顔で見ていた。愛らしいお妃きさき候補の姿は見ていて飽きない。

　途中で嚙みはしたもののナデンの天気予報はあたると評判だった。

　とくにナデンがもたらす嵐の予報は、農業や漁業を営む人々にとってはとてもありがたいものだった。嵐ともなれば手塩に掛けた作物は風でなぎ倒されるし、海は大荒れとなってそんな日に船を出そうものなら命に関わる大惨事となる。

　しかし、嵐の到来を予測できれば事前に準備ができる。

　農家は作物を収穫したり、倒れないように補強することができる。

　漁師は船を陸に揚げて波に持って行かれないようにもできる。

　これによりこの国の食料生産力もアップしていた。

　すでに漁村の一部ではナデンを豊漁の女神様として崇あがめだしている地域もあるのだとか。いずれはウルップの語る『海神信仰』と結びついて、本物の『龍神様』になってしまうかもしれない。もっともいまのナデンは『お天気お嬢ちゃん』でしかない。

　そんなナデンの天気予報はどのようにして製作されているのだろうか。

　その製作風景をちょっと覗のぞいてみよう。





◇　◇　◇






「ソーマ！　起きて！」

「ぐえっ！　な、なんだ!?」

　不意に腹の上に衝撃が走った。いまのいままで熟睡していたので事態が呑のみ込めずにあたふたしていると、ベッドに寝ている自分のお腹なかの上にナデンが乗っかっているのが見えた。どうやらいまの衝撃はナデンがボディプレスをしたのが原因らしい。

　まだボンヤリしている頭で周囲を見る。ここは……そうだ政務室だ。

　トルギス共和国から帰ってきて早々ハクヤに溜たまっていた仕事を山積みされて、それを遅くまでやっていたものだから、そのまま政務室の簡易ベッドで寝たんだっけか。

　一応トルギス共和国に行っている間も俺の魔法【生きた騒リビング・ポル霊たちターガイスツ】で『コーボーアーム１号』を動かして書類仕事はしていたのだけど、どんなに片付けても国王としての仕事は次々に舞い込むらしい。まったく……せっかく帰国したというのに、先代王アルベルト殿の領地で静養しているリーシアのお見舞いにもいけやしない。

　そんなわけでいまの俺はとても眠たく、まだ起きたくなかったのだけど、ナデンがそれを許さなかった。ベッドに寝ている俺とクロスするように横向きに身体からだを投げ出しているナデンが、お腹の上でゴロゴロと転がりだした。

「ソーマぁ、起きてよぉ」

「ごめん、パ○ラッシュ。俺は疲れたんだ。なんだかとても眠いんだ」

「誰よ、パト○ッシュって？　いいから起きてよ」

　日曜の朝にお父さんを起こそうとする小学生のように、ナデンにゆさゆさと身体を揺すられた。この状態では二度寝もできないので、しかたなく起きることにした。

　上半身を起こしてから俺はナデンに少しだけ恨みがましい視線を向けた。

「昨日は遅くまで仕事してたんだ。もう少し寝かせてくれよ」

「なに言っているのよ。ソーマが起きてくれなきゃ私の仕事ができないのよ？」

　ベッドからどいたナデンが腰に手を当てながらそんなことを言った。

「仕事？」

「観天望気をしにいかなくちゃ、でしょ？」

「……ああもう、わかったよ」

　それはたしかに大事な仕事だったので、俺は観念してベッドをあとにした。







　天気予報番組の製作。

　それはこの世界で放送番組を製作する上で、なんとか実現できないかと考えていたものだった。もといた世界ではニュース番組内に天気予報があることは当たり前で、とくにありがたみを感じていなかった。だけど、こっちの世界に来て天気予報が無い生活を送っていると、実は凄すごい物だったんだなと痛感させられた。

　将来の天気がわかれば人はもっと活発に行動することができる。

　いつ洗濯すればいいか、いつ種をまけばいいか、いつ漁に出ればいいか、いつ嵐に備えて家を補修すればいいかなど、将来の天気を知ることでそういった事前の行動ができるようになるのだ。人々の暮らしはもっと効率の良いものになるだろう。

　そんな天気予報にうってつけの人材が俺のもとへと来てくれた。

　龍状態のナデンが持つ二本鬚はとても鋭敏な感覚器官で、風に靡なびかせればその場所の向こう一週間の天気さえわかるという。だからナデンには数日おきに王国中の空を飛んでもらい、各地の一週間の天気を調べてもらっていた。

　またナデン以外にもその土地に代々住み続けている人々の中には、大まかな天候の変化がわかる人がいる。『あの山に雲がかかったら、明日は夕立になる』とかそんなものでいいのだ。そういった情報を伝書クイで送ってもらって王都で統計を取っている。

　ナデンの天気予報を骨子とし、各地の天気がわかる人々から毎日伝書クイで送られてくる情報で肉付けをすることで、なかなか精度の高い天気予報を作り上げられた。

　結構当たると国民からの評判も上々だった。

『～♪～♪～♪』

「………（こっくりこっくり）」

　……ただ一つだけ難点をあげるとするならば、ナデンに王国中を飛び回ってもらうときには、毎回と言っていいほど俺も付き合わされるということだった。

　黒い龍の姿となって鼻歌まじりに空を泳ぐナデンの背中で、俺は眠気に襲われて船を漕こいでいた。ドラゴンと契約した者はドラゴンの魔力によって守られているので、風圧や重力の影響を受けず、背中から落ちることもない。

　それはつまりとても快適ということで、だからこそ余計に眠くなってしまう。電車の席に座って揺られているとやたらと眠たくなってしまうあの感じだ。

　ナデンはナデンで俺を乗せて飛ぶと気分が良いらしい。

　背中に契約者を乗せると「痒かゆいところに手が届くというか、あるべきものがそこにある感じがする」のだと前に言っていた。人間にはよくわからない感覚だけど、ドラゴンとはそういう生き物なのだそうだ。

　だからこそ、いまこうして付き合わされているわけなんだけど……。

　ナデンがいま上機嫌に鼻歌を歌っているのはそれが理由だった。

　龍状態のナデンとは直接言葉で話すのではなく、テレパシーのようなもので会話しているため、この鼻歌は脳に直接聞こえている感じだ。ナデンは意外と歌がうまくて、聞いていて心地好よいから余計に眠りに誘われてしまう。

『到着っと。ほらソーマ。ラグーンシティの上空に着いたわ』

「……ん？……ああっ、おう」

『ちょっとー、せっかくの空中散歩なのに寝てたわけ？』

　むくれたように言うナデン。龍の顔なのにふくれっ面なのがわかった。

「ナデンの背中の上が気持ち良いんだからしょうがないだろ」

『むー、そう言われると悪い気はしないけど……』

「ほら、そんなことより、さっさと仕事をはじめよう」

　俺は肩から提げたバッグから紙束とインク壺つぼと羽根ペンを取り出した。

　ナデンはまだ少し不満そうな顔をしていたけど、気持ちをお仕事モードに切り替えたのか瞳を閉じて風に二本の鬚を靡かせた。そして、

『ラグーンシティは今日は晴れ。明日も一日中晴れね。明後日あさつても晴れるけど、夕方から雲が出てくるわ。明々後日しあさつては朝から小雨がふるみたい。これは一日中続くわ』

　ナデンが紡いでいるのはこの地の天気予報だった。

　俺は一言一句聞き逃さないように紙の上へと書き留めていく。

『四日後は曇り、五日後は朝は曇っているけど、午後からは晴れて日が差すわ。六日後は一日中晴れ。七日後も同じく、一日中晴れね』

　今日から七日後までつまり八日分の天気がわかったわけだ。

　この世界の一週間は八日なので、これでこの地の週間天気予報ができあがったことになる。俺は書き上げたものをしまいながら感嘆の溜ため息いきをついた。

「本当に、ナデンの鬚は便利だなぁ」

『ふふん。もっと褒めて良いのよ？』

「よっ、王国一っ。これで一週間後の気温までわかれば完璧なんだけど」

『それは高望みしすぎよ！』

　茶化すように言ったらナデンはぷんすか怒り出した。高望みか……違いない。

　ナデンが婚約者として来てくれたこと、それ自体が幸運なのだ。俺だけでなくこの国にとっても。そのことを忘れたら罰が当たるだろう。俺はナデンの背中を撫なでた。

「感謝してるよ。俺のところに来てくれてありがとう、ナデン」

『うっ……そう直球で言われるとなんか照れるわね。えへへ……』

「本心だよ。さあ、次の場所に行こう」

『合点承知！　ソーマをどこへだって運んであげるわ』

「ん？　じゃあトルギス共和国に……」

『寒いのは嫌っ！』

　そんななんてことのない会話をしながら俺たちは王国中を飛び回った。





◇　◇　◇






　……と、まあこんな感じで天気予報は製作されているわけだ。そして今日もまたナデンは、玉音放送を視聴している国民たちに天気予報を伝えるのだった。




　―――ナデンです。それでは明日の天気をお伝えします。







[image: ]




　―――大陸暦一五四七年七月半ば




　王都『パルナム』の居住区に建つ家の屋根はすべてオレンジ色で統一されている。

　都市中央にあるパルナム城や、都市を囲んでいる城壁、都市近くにある小山など高いところから見れば、オレンジ屋根の海が広がる壮観な眺めが見られるだろう。

　そんなオレンジ屋根の上をピョンピョンと跳びはねる人影があった。

　人影は屋根から屋根へと飛び移りながら走っていたのだが、とある民家の上で立ち止まると額の汗を拭った。時刻はちょうど太陽が中天に差し掛かったころだ。

　そろそろ夏も本番となってきているので、王国では暑い日が続いている。

「ったく暑っちぃなぁ。共和国じゃ考えられねぇ気温だぜ」

　そうぼやいたのは共和国からの客分クー・タイセーだった。

　フリードニア国王ソーマ、トルギス共和国元首ゴウラン、そしてグラン・ケイオス帝国女皇マリアによって三国医療同盟が結成されて早二ヶ月。

　クーはソーマのもとで彼の統治術を学ぶために、従者のレポリナ、幼おさな馴な染じみで鍛冶職人のタルと一緒にフリードニア王国に滞在していた。

　扱い的にはソーマの食客ということになっているが、正式な配下ではないため仕事があるわけでもなく、大体の時間は王国内各地の見学に充てられていた。

　クーは見学したい場所の申請を出し、ソーマの許可さえ下りれば割と自由に王国内を見て回ることができる。そうやって各地を巡るついでに、レポリナとともに冒険者登録もして依頼などをちょこちょこと受けて小遣い稼ぎもしていた。

　クーは屋根の縁にしゃがみ込むとパルナムの街並みを眺めた。

（しっかし兄貴から聞いてはいたけど、予想以上にとんでもねぇ国だな）

　この国へ来てみて、この国で暮らしてみてわかったことがある。

　この国へ来てまずは派手なものが目に付いた。

　最初は玉音放送で流れる放送番組だ。国民へのお触れにしか使用していなかった玉音放送を利用し、国民向けの娯楽として利用するという発想が凄い。

　多種多彩な歌姫ローレライが歌う歌番組、クリス・タキオンがこの国で起きた事件や出来事を報告するニュース番組、ソーマの婚約者の一人だというドラゴン族の少女ナデンの天気予報などなど……そのどれもが目新しくてクーの興味を引いた。

　なかでも『超人シルバン』という特撮番組がクーのお気に入りだった。

　あれはいい。勧善懲悪のヒーローは見ていて熱くなる。

　王城内で撮影しているのを見学したときに、シルバン役のイワン・ジュニーロにサインを貰もらったほど、クーは『シルバン』にはまっていた。この時代に一国の元首の息子が他国の一役者にサインをねだるというのも凄い話なのだが。

　そして次に目についた派手なものと言えば宗教行事だ。

　一般的に宗教行事に熱を入れる国は一神教が多いのだが、意外なことに多種族・多神教国家であるはずのこの国でも宗教行事が盛んなのだ。

　どうも『国に登録さえすれば、すべての宗教を国教と認める』とソーマがお触れを出してからというもの、この国では様々な宗教が国教となり、信者獲得のために行事を盛んに行うようになったようなのだ。またその行事を国家的な行事としてイベント化してしまうことで、宗教・宗派が異なっても参加できるようになった。

　結果として、熱心な信徒をのぞけば複数の宗教を掛け持ちしている国民が増え、他宗教同士もイベントへの土地の貸し出しなど協力関係が築かれていた。掛け持ちができるなら信徒を奪い合う必要もないからだ。こういった八や百お万よろずな状態は、比較的大らかな母竜信仰はともかく、一神教による団結を重視するルナリア正教は嫌いそうなものだ。

　しかし、王国内に住むルナリア正教徒を束ねている司教ソージ・レスターの、

『掛け持ち？　べつにいいんじゃねぇか？』

　……の一言によってなし崩し的にその八百万の中に組み込まれていた。

　ソージは相変わらずの生臭坊主だったが、そのゆるい管理は王国内の正教徒から支持されていた。王国での暮らしが長い正教徒からしてみれば、いくら総本山とはいえ正教皇国の上層部からあれこれ指示されるのは不快だったのだ。その点、ソージは正教徒に対して『節度さえ守れば、好きにするといい』と放任状態なので信者としても楽だった。

　いまの王国は、各宗教が百家争鳴しながらも絶妙に調和した状態にあった。

　街に出れば今週末はルナリア正教のお祭り、来週末は母竜信仰の祝日、その次の週末は海神信仰の海開き……となにかにつけてイベントが開かれている。そしてイベントがあるところに人が集まり、人が集まるところで物やお金が動く。

　宗教イベントの開催が経済の活性化にも直結していた。

（とまあ派手なところに目がいきがちだが、本当に凄すごいのは目に見えねぇ部分だ）

　クーは立ち上がるとまた屋根の上をピョンピョンと移動しだした。

　眼下にはこの国で暮らす人々の営みが見える。奥さんたちが買い物中の商店通りを横切り、鎚つちの音が常に鳴り響く職人通りを突っ切る。走りながらクーは思った。

（この国の本当にとんでもねぇところは暮らしやすさだ）

　いまの王国はこのオレンジ屋根の街並みのようにレトロな見た目でありながら、その裏側ではとんでもなく暮らしやすくなっている。

　大都市では上下水道は整備され、ゴミ処理は公営化されて衛生環境がよくなった。大都市でありながら空気もそこまで悪くないし、生活水も汚染されていない。

　交通網は張り巡らされ、人々の往来は盛んだ。その結果、商品の流通網が整備され物価も安定しているし、どこにでもすぐに軍を派遣させられるため治安も良い。

　ここで数日暮らした人間ならば他国での生活を不便と感じてしまうことだろう。

　この国の暮らしやすさに対抗できるのは、西の大国、グラン・ケイオス帝国ぐらいのものだろう。トルギス共和国などは比較にもならない。

（親おや父じ、共和国うちもうかうかしてられねぇぞ）

　三国で対等な医療同盟を結んだが、このままではいつの日にかとんでもない差が開いてしまうことだろう。そうならないためにもクーはここでソーマの治政を学び、共和国発展の道筋を見つけ出さなくてはならない。

「そのためにも……兄貴の国をしっかりと見ねぇとな！」

　決意を声に出し、クーはウッキャッキャと笑った。すると、

「わ、若様～。待ってくださいよ～」

　そんな弱々しい声が背後から聞こえてきた。クーが立ち止まって振り返ると、ウサギ耳の少女が息を切らせながらやってきた。クーの従者レポリナだった。

「ったく遅ぇぞレポリナ。いつもの健脚はどうした？」

「ハァ……ハァ……わ、若様がこんな屋根の上を走るからですよ～。若様たち雪せつ猿えん族ぞくと違って白はく兎と族ぞくは高いところを走るのに慣れてないんです。そもそも歩道があるんですからちゃんとそこを歩きましょうよ」

「地面をちんたら行くよりは屋根の上を突っ切ったほうが早いだろ？　タルを昼飯に誘うんだ。早くしねぇと昼時が終わっちまう」

　クーが急いでいたのはタルに会うためだった。

　ソーマの食客扱いでパルナム城に滞在しているクーとは違い、タルは城下の職人通りにほど近いところにある工房付きの一軒家を貸し与えられていた。王城に住んでも良かったのだが、毎日城から城下へ通うというのも手間だったからだ。

　そのためクーはちょくちょくタルの家に顔を出していた。

　クーはもう一度走り出そうとして……やめてレポリナに尋ねた。

「それで、タルはどこにいるんだっけか？」

「知らないで走ってたんですか!?」

　レポリナが信じられないという目でクーを見た。

「いや、家の場所は知ってるけどよ。今日は鍛冶の指導場所に行ってるんだろ？　その指導場所がどこだかわからなくてな……なんて言ったっけ？」

「『ジンジャーの専門学校』ですよ～」

　レポリナはそう答えた。『ジンジャーの専門学校』とは、もと奴隷商のジンジャー・カミュが学長を務め、子供たちに読み書き・計算などを教える一方で、校内ではいまだ黎れい明めい期きにある様々なジャンルの学問や技術も研究されている学問機関だった。

　ここで研究されている学問や技術の中で将来性があると認められ、また研究者が多数確保できるようであれば、ここから独立して新たな専門学校が造られることになる。そのためこの『ジンジャーの専門学校』は『学校の学校』とも呼ばれていた。

　つい最近も医療分野などが独立していて、カーマイン公領の中心都市であったランデルに医療・看護学校である『ランデル医学校』が開校されていた。

　基本的な医学知識を教えられる人材が育ったことで指導役だったブラッドとヒルデも解放され、新都市ヴェネティノヴァで開業医をはじめたことから王都に縛られる理由が無くなったのだ。ランデルで開校した理由は、近郊に国防陸軍の訓練場があるため陸軍兵士たちに生傷が絶えず、これがいいモルモ……被験者となるからだった。

　ちなみに、ようやく念願の現場へと戻れたブラッドとヒルデだったのだが、『ランデル医学校』に招かれて、度々講義を行っている。すでに指導役を辞めているとはいえ、二人は王国医学界においては『生ける伝説レジエンド』となっていたのだ。

　いまはヒルデが妊娠中なので断っているようだが、出産が終わって育児が安定すれば多数の講演依頼が舞い込むことだろう。

　話を戻そう。そんな『ジンジャーの専門学校』がタルの鍛冶技術の指導場所だった。

　レポリナは「はぁ～」と溜ため息いきを吐つくと先行するように走り出した。

「仕方ないですね。私に付いてきてください、若様」

　ピョンピョンとオレンジ屋根を跳ぶレポリナ。結局屋根の上を行くらしい。

「おう！　すまねぇな」

　クーは笑いながらその後を付いていった。







　レポリナに先導されて、クーは煉れん瓦が塀に囲まれた広い敷地にいくつもの建物がある場所へと来た。ここが『ジンジャーの専門学校』のようだ。

　二人が門の前まで来たとき、門の内側で一人の侍従メイドが竹たけ箒ぼうきで地面を掃いているのが見えた。その侍従メイドは三角耳にモフモフした尻尾が特徴的な獣人族の美少女だった。

「おっ！　カワイコちゃん発見！」

「もう……またですか～……」

　テンションが上がった様子のクーにレポリナはガックリと肩を落とした。クーの好みの女性は、動物部分がモフモフしている獣人族だった。胸があると尚なお良し。だからこそ初対面でトモエに「嫁に来ないか？」と口説きに掛かったのだ。胸は将来に期待だが。

　その点、目の前にいる獣人族の侍従メイドはクーの好みのどストライクだった。

「ウッキャッキャ、なんの獣人族だろうな。いっちょ口説いてみっかな？」

（「……タルさん以外眼中にないくせに」）

「あん？　なんか言ったか？」

「いいえなにも……といいますか、あとでタルさんに言いつけますよ？」

「うっ……み、見るぶんにはいいじゃねぇかよぅ」

　タルの名前を出されクーは拗すねたように口先を尖とがらせた。本当にわかりやすい。

　そんなふうに主従コンビがあーだこーだと言い合っていると、掃除をしていた獣人族の侍従メイドもクーたちに気付いた。獣人族の侍従メイドは警戒したように目を細めた。

　そして竹箒を胸の前に構えると意を決した様子で歩み寄ってきた。

「当学校になにか御用でしょうか？」

「「　えっ？　」」

　言い合いに夢中になっていたクーとレポリナは、いきなり話しかけられて呆あつ気けにとられたような顔をした。そんな二人に侍従メイドは目だけは逸そらさずに軽く会釈をした。

「私はこの『ジンジャーの専門学校』の学長、ジンジャー様にお仕えさせていただいております侍従メイドのサンドリアと申します。失礼ですが……アナタ方は当学校になんの御用があってお越しなのでしょうか？」

　険のある声だった。警戒しているような、怒っているような声だ。そんなサンドリアの雰囲気にクーは気にする素振りも見せず軽い感じで名乗った。

「ん？　オイラはクーってんだ。で、こっちはオイラの従者のレポリナ」

「よ、よろくしおねがいします」

　クーとは違いレポリナは不穏な空気を感じ取って怖おず怖ずと挨拶した。すると、サンドリアは手にしていた竹箒を逆手に持ち、先端をクーの眉間へと向けた。

「なにをしに来たのですか……と、聞いているのです」

　サンドリアの眉間には皺しわが寄っていた。その好戦的な様子にクーも苛いら立だちを憶おぼえた。

「いきなりなんだぁ？　これがお客に対するこの学校の出迎えなのか？」

「武器を携えて校内に入ろうとする者は、さすがにお客様とはお呼びできません」

「武器？……ああ、そういうことか」

　そこでクーはようやく気付いた。クーは背中に棍こんを背負っているし、付き人であり護衛でもあるレポリナは背中に弓矢を背負っている。

　サンドリアは二人をこの学校を襲撃しに来た不ふ埒らち者なのではないかと警戒しているのだろう。学問機関というものはその国の英知の集まる場所であり、不埒者や他国から研究者やその成果を狙われると言うことも十分に考えられた。これは二人が迂う闊かつだった。

　クーはそのことに気付くと、背負っていた棍をサンドリアに向かって差し出した。

「急に来て驚かせて悪かったな。オイラたちは人を訪ねてきただけなんだ」

「……そうは見えませんが？」

　そう言うとサンドリアは目線でクーの背後を促した。クーが振り返ると、レポリナが弓に矢をつがえてサンドリアに狙いを定めていた。

「って、レポリナ!?　なんでそんな物騒なことになってんだ!?」

「わ、若様が危ないと思って……」

　主君のピンチにとっさに臨戦態勢をとる。それはまさに従者の鑑かがみのような行動だったのだが……この場合は話をややこしくさせているだけだった。

「落ち着け！　こんなのはただの箒だろうが！」

「ご安心くださいませ。この竹箒は〝仕込み〟になっております」

　すると竹箒の持ち手側の先からジャキンと、ナイフくらいの大きさの刃物が飛び出してきた。サンドリアはその切っ先をクーの喉元に突きつけた。
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「仕込み箒!?　なんで物騒なもん侍従メイドが持ってんだ!?」

「当学校にはいろいろと変わった研究をされてる方も多いので」

「動かないでください！」

　仕込み箒を見て、レポリナはさらにキリキリと弓を引き絞った。

「少しでも動くようなら……射ます」

「……いいでしょう。その前に貴女あなたの主人だけでも殺します」

　クーを挟んで睨にらみ合う二人の美少女。武器さえ持っていなかったら男冥利に尽きるシチュエーションだったが、さすがのクーもこの状況は楽しめずお手上げだった。

「お前らいい加減に落ち着け！　あーもう誰かなんとかしてくれ！」

　するとクーの叫びが届いたのか一人の若者がやって来た。

「あの……サンさん？　これは一体どういう状況なんでしょうか？」

　見ればサンドリアの背後に見るからに気弱そうな線の細い青年が立っていて、この光景を見て困惑に頰を引き攣つらせていた。

「いけません、ご主人様!?」

　サンドリアは初めて慌てたような声を出した。彼の名前はジンジャー・カミュ。若いながらも『ジンジャーの専門学校』の学長をつとめている人物だった。

　ジンジャーはお昼を一緒に食べようとサンドリアを誘いに来ただけだったのだが、正門付近の状況を見て慌てた。サンドリアは猿の獣人族に見える少年にナイフの付いた箒を突き付け、そんなサンドリアに兎うさぎの獣人族に見える少女が弓に矢をつがえて狙いを定めている。殺伐とした状況に呆気にとられていたジンジャーだったが、

「や、やめてください！」

　次の瞬間には身体からだが動いていた。ジンジャーは矢の射線からサンドリアを庇かばう位置に身体を割り込ませ、恐こわがりながらも両手を広げてクーとレポリナに訴えた。

「ここはソーマ陛下にも認められた学舎です！　乱暴狼ろう藉ぜきはやめてください！」

「だーかーらー、さっきから誤解だって言って……」

「ご主人様!?」

　クーの言葉を遮るようにサンドリアは仕込み箒を放り出すと、ジンジャーへと抱きついてクルリと自分とジンジャーのポジションを入れ替えた。弓矢の狙いを定めるレポリナに、自身の背中をさらけ出す形になった。

「ちょっとサンさん!?　危ないって！」

「ご主人様はこの命に替えてもお守りします」

　サンドリアを心配するジンジャーと、そんなジンジャーのことを身を挺ていして庇うサンドリア。二人の互いを思う気持ちが一目でわかる光景だった。そんな光景を見せつけられたクーは頰をポリポリと搔かきながらそんな二人に向かって言った。

「あー……盛り上がってるとこ悪いが、オイラたちは襲撃に来たとかじゃねぇよ。おい、レポリナ。オイラが解放されてんのにいつまで弓矢を構えてるんだ」

「えっ……あっ、はい！」

　集中していたレポリナはクーに言われてはじめて、クーが解放されていることに気付いたようだ。慌てて弓を下ろし矢を筒の中にしまった。

　クーはジンジャーたちにウッキャッキャと笑いかけながら言った。

「騒がせてすまねぇ。オイラはクー・タイセー。トルギス共和国出身だが、いまはソーマの兄貴のところに居候している。まあ舎弟みてぇなもんだと思ってくれ。こっちのウサ耳はオイラの従者のレポリナだ」

「よ、よろしくお願いします。それとお騒がせしました」

　クーに紹介されてレポリナもペコリと頭を下げた。ジンジャーはギュウッと抱きついているサンドリアをなんとか引き剝がすと、クーの前に立った。

「ソーマ陛下のお知り合いの方でしたか。僕はこの学園を預かっているジンジャー・カミュと申します。こちらは僕の秘書をしてくれているサンドリアさんです」

「……サンドリアと申します」

　サンドリアはスカートの裾を少し持ち上げ会釈をした。

　さきほどまでの取り乱しようが噓うそのように、しれっとした顔をしている。しかし内心では恥ずかしかったのか、ほんの少しだけ頰が赤くなっていた。そんな変化に気付くのはこの場では付き合いの長いジンジャーくらいのものだったが。

　クーは楽しそうに笑うとジンジャーと握手を交わした。

「よろしくなジンジャー。主あるじ思いの良い配下を持ってるじゃねぇか」

「ええ。頼りになるパートナーです」

「となると、引き抜くことはできねぇか。容姿とか好みのタイプなんだけどなぁ」

「えっ!?」

　いきなり引き抜くとか好みとか言われてジンジャーは慌てた。

　それにくらべてサンドリアは微み塵じんも動じた様子は見せなかった。

「残念ですが、私は身も心も、この身体を流れる血の一滴にいたるまで、すべてをご主人様に捧ささげてございます」

「ちょっ、サンさんもなにを言ってるのさ!?」

「無論、ご主人様が『この御お方かたと一夜をともにしろ』と命令されるのでしたら、私は涙を飲んでこの身を捧げる所存でございます」

「人聞きの悪いこと言わないでよ！　そんな命令出すわけないでしょ！」

　慌てるジンジャー。そんなジンジャーの様子にサンドリアはどこか満足げだった。

「なんつーか……お前も苦労しているんだな」

　侍従メイドにあしらわれるジンジャーを見て、クーは思わず同情的な気分になった。

　そういえば兄貴分で国王でもあるソーマも、婚約者たちを前にすると頭が上がらないときがあった気がする。女性のほうが強いのがこの国の国民性なのだろうか。

（さすがにサディスティックすぎて、トモエ嬢のときみたいに『嫁に来ねぇか？』とか聞く気になれねぇな……って、あれ？　もしかしてそれが狙いなのか？）

　あえてジンジャーに対してサディスティックに振る舞うことで、クーに興味を持たれないようにしたのだろうか。ジンジャーのもとから引き抜かれないように。

　身を盾にしてジンジャーを庇った忠誠心といい、ありえない話ではないだろう。クーはそんな風に思ってジンジャーたちの様子を見ていたのだが……。

「それではご主人様……私を一生、おそばに置いてくださいますか？」

「当たり前です。サンさんは大事なパートナーです。僕だけではこの学園を運営できませんから。だから……僕のそばからいなくならないでください」

「……欲しかった言葉とは少し違いましたが……もちろん、ずっとおそばでお仕えいたしますわ。ご主人様」

（………。）

　訂正。半分くらいはサンドリアの性格によるものなのだろう。

　ジンジャーは少し天然っぽいので、彼女の意図に気付くことなくうまいことかわせていたけど、クーだったら言質を取られまくりで雁がん字じ搦がらめになっていたことだろう。

「なかなか怖おそろしい侍従メイドさんだな」

　クーは隣に立つレポリナに小声で話しかけた。するとレポリナはくすくすと笑った。

「それだけジンジャーさんが大事と言うことですよ～。若様もあの献身ぷりを見たでしょう？　女の子は大好きな人のためになら、どこまでも計算高くなれるのです」

「そういうもんなのか？……少しだけ女の子ってのが怖くなったわ」

　クーは「はぁ～」と溜ため息いきを吐ついた。

「オイラの従者は単純なヤツで良かったぜ」

「さ～て、それはどうなんでしょうね～」

　するとレポリナは悪いた戯ずらっぽい笑みを浮かべた。

「ただの単純な女の子に、クー様の護衛を任せられると思いますか～？　こう見えて私、ゴウラン様の覚えも目め出で度たいんですよ～？」

　えっへんと胸を張るレポリナ。弓を使うために胸当てで抑え込まれているものの、そういうポーズをとるとタルよりも断然〝ある〟のがわかる。一瞬、目を奪われそうになったクーだったが、その事実が癪しやくだったので強引に目を逸らした。

「ふん……まぁ、お前の弓の腕は認めるけどよ」

「ゴウラン様だけじゃありませんよ？　私もタルさんとは幼おさな馴な染じみですし、日頃から仲良くさせてもらっています。いざというときは仲良くできる自信があります」

「……いざというときってなんだよ？」

「いざというときはいざというときですよ～」

　いつもどおりの弱気な笑みを浮かべてはぐらかすレポリナ。

　その笑顔に、クーは背筋がゾクッとした。

　いつも自分がレポリナを振り回している印象があったのに、気がつけばレポリナはクーにとって重要な人物になっていたからだ。もしもレポリナに愛想を尽かされたら、彼女と仲の良いタルとの関係にもヒビが入るだろう。だからといって、いまさら従者を替えようとは思えないくらいにはクーにとっても頼れる存在になっていた。

　クーが困惑しているとレポリナはクスクスと笑い出した。

「ふっふっふ、冗談です。若様がいつも私を振り回すから、ちょっとイジワルをしたくなったんです。ごめんなさい」

「イ、イジワル？」

「ええ。いま言ったことは全然まったく気にしなくていいです」

（な、なんだそうか…………そうか？）

　クーは納得しそうになったけど、少しだけ納得しきれない部分もあった。

　レポリナはイジワルをしただけとは言ったが、レポリナの立ち位置は変わっていないからだ。クーは地球の創作物など知らないだろうが、それはまさにお釈しや迦か様さまの手の中にいる孫悟空の気分だったのだろう。

　実際、クーはレポリナの内心がわかっていなかった。

（う～ん……若様はいざというときの意味を勘違いしてそうです）

　困惑したようにチラチラと視線を送るクーに、レポリナは苦笑した。

（ふふふ、私がクー様に嫌気が差すなんてことあるわけないじゃないですか。私はクー様の気持ちも、タルさんの気持ちも知り尽くしているんです。だからタルさんともいざというときは仲良くできる自信があるんです。お二人のお邪魔はいたしませんので、だからどうか私のことも邪険にしないくださいな。ねえ、クー様？）

　困ったような笑顔をクーに向けるレポリナ。クーはそんな彼女の笑顔を見て、

（ウッキ～……兄貴ぃ、やっぱり女の子って底が知れねぇな……）

　ちょっとだけソーマの気持ちがわかった気がした。







「どうかしたの？　バカ様」

　食事の席でなんだか微妙な顔をしていたクーにタルが尋ねた。

　クーがジンジャーたちにタルを昼ご飯に誘おうと思って来たことを伝えると、それならば一緒にどうかという話になり、クーたち五人は『ジンジャーの専門学校』内にある食堂へとやって来ていた。タルに尋ねられたクーは困ったように笑いながら、

「いや、まぁ……いろいろあってな」

　そう言ってチラチラと横に立っているレポリナのほうに視線を送った。

　テーブルにはクー、タル、ジンジャーが着き、レポリナとサンドリアは給仕役になっていた。すっかり会談のような立ち位置になってしまったが、クーたちはお互いの境遇についての話題に花を咲かせていた。

「そうでしたか。クーさんはトルギス共和国元首のご子息だったのですね。知らなかったこととはいえ、サンさん……うちのサンドリアがとんだご無礼をいたしました」

　ジンジャーが頭を下げるとクーはウッキャッキャと笑った。

「気にすんな。アポ無しで来たこっちも悪かったんだからよ」

「バカ様がバカだっただけ。ジンジャー殿が頭を下げることはない」

　タルが涼しい顔でそう言った。相変わらずクーには容赦がないタルだったのだが、ジンジャーはそんなタルの様子に目を丸くしていた。

「タルさんは職人でしたよね？　元首殿のご子息に対して気安すぎでは？」

「ん？　バカ様はバカ様。それだけ」

「こいつぁ幼馴染みだからな。お堅いことは言いっこなしの間柄なんだよ。オイラがこの国に来ることになったとき付いてきてくれるくらいにな……ぐべっ」

　クーはタルの肩に手を回そうとしたが、タルは肘鉄砲をお見舞いした。

　そしてツンケンした様子でそっぽを向きながら言った。

「バカ様は関係ない。私はソーマ王の要請で来ただけ」

「痛～っ……まったく、素直じゃねぇな」

「バカ様が欲望に素直すぎるだけ」

「あはは……なんとなくわかりました」

　ジンジャーは絶妙に息のあったクーとタルのやり取りを見て、二人の大体の関係性を察して苦笑した。クーはパンをかじりながらジンジャーに尋ねた。

「それで、ここでタルは上う手まくやれてんのかい？」

「ええ。優秀な職人さんに来ていただいて、うちの鍛冶技術科の者たちも喜んでます」

「ここの人たちは研究熱心。腕はまだまだだけどいずれものにすると思う」

　タルはお茶を飲みながら真顔でそう言った。タルが人を褒めるという姿を、あまり見たことがなかったクーは感心顔になった。

「鍛冶技術科なんてものまであるのか……他にはどんな研究をしてるんだ？」

「いろいろですよ。学問から各種技術、農業など重要だとわかるものから、一見なんの役に立つのかわからないものまで幅広く研究しています。新しくできたものでは『ダンジョン学科』なんてものもあります」

「『ダンジョン学科』？」

「ええ。この大陸の各地にあり、魔王領以外で魔物が生息する場所であるダンジョンを研究する学問です。ダンジョンの構造や生息する魔物などを記録・分類しています。魔物について知りたがっていたソーマ陛下の肝いりで新設されました」

「ソーマ兄貴の？」

　ソーマが関わっているということはそれなりの意図があってのことなのだろう。

　魔物か……と思案顔になるクーに気付かずジンジャーは話を続けた。

「冒険者ギルドと提携して、研究のために現役の冒険者などの話を聞いたりもしているんですよ。たまにここの体育館を使って新人冒険者にベテラン冒険者が稽古を付けに来たりもします。……まあその訓練になぜかサンさんが混ざってるんですけど」

「ジンジャー様にお仕えする者として、最低限の護身術は身につけたいですから」

　そう澄まし顔で言うサンドリアにジンジャーは苦笑いしていた。

「だからか……」

　クーはようやく腑ふに落ちた気がした。あの仕込み箒ぼうきを突き付けた身のこなしは冒険者に習ったものだったのだろう。クーは腕組みしながら椅子の背にもたれた。

（ダンジョン学か。この国ではそんなことまで学問の対象になってんだなぁ……）

　学問。とくに基礎研究を重要視しているソーマの政策姿勢が、この『ジンジャーの専門学校』には如実に表れているようだった。地味で、ともすれば無駄とも思えるような研究を積み重ねている。しかし、その研究は無駄と思えても無意味にはならない。

　そんな研究の積み重ねがいずれこの国を発展させる原動力となる。

　ソーマと付き合っていくうちに、クーはそんな風に思えるようになっていた。

（見た目以上にとんでもない国……うちも後れを取るわけにはいかねぇな）

　そしてクーはあることを思いついた。

「なぁ、ジンジャー。この学校、オイラやレポリナも通うことはできるか？」

「バカ様？」

「若様？　なにを急に言い出すんですか？」

　タルとレポリナが首を傾かしげたが、クーは構わずジンジャーに頼み込んだ。

「頼むぜ。オイラはこの国でいろんなことを学びてぇんだ」

　クーに真剣に頼み込まれ、ジンジャーはポリポリと頰を搔かいた。

「えーっと……うちは学びたいという人を拒んではいませんが、クーさんは他国のお人ですよね？　申し訳ありませんがソーマ陛下の許可が必要になると思います」

　ジンジャーがそう言うと、クーは嬉き々きとした表情を浮かべて立ち上がった。

「わかった！　いまから兄貴んとこに許可をもらいに行ってくるからよ！」

「えっ、いまからですか!?」

「善は急げってな！　おら、レポリナ、さっさと行くぞ！」

「ちょ、ちょっと、待ってくださいよ若様～」

　勢いよく飛び出していったクーと、それを慌てて追いかけていったレポリナ。嵐のように走り去った二人を見て、ジンジャーは呆あつ気けにとられていた。

「……なんというかすごい行動力のある人ですね」

「いつものこと」

　静かにサンドリアに淹いれてもらったお茶を飲みながらタルは言った。

「クー様ってば……ホント、バカなんだから」

　ただ、そう呟つぶやいたその口元は少しだけ笑っていたという。







　それから数日後。

「よっしゃーレポリナ、今日はダンジョン学科ってところを見学に行こうぜ。なんでも今日はマクスウェル家から提供されたダンジョン遺物が見られるらしいぜ」

「わ、わかりましたから引っ張らないでください～。も～」

　ジンジャーの専門学校には、ソーマから許可が下りたことで意気揚々と通うクーと、そんなクーに引っ張られながらもどこか満更でもなさそうなレポリナと……。

「……バカ様ってば、ホントバカなんだから」

　そんな二人の様子を離れた場所からやれやれと見つめながら、口角はほんの少しだけ上がっているタルの姿があったそうだ。

　彼らがこの国でなにを学び、なにをトルギス共和国にもたらすことになるのか。

　それがわかるのはまだまださきのことだった。
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　夏の太陽が沈みかけて少し涼しくなってきたころ。

　俺は政務室で共和国に行っている間に溜たまってしまった書類と格闘していた。なぜこんなに頑張っているのに仕事が減らないのだろう。そこにやるべき仕事があるからさ。

　二十四時間は戦えません……早くおうちに帰りたい……うちは王こ城こだけど……。

（あーもう……集中できなくなってきた……）

　今日は一日政務室で仕事していたので頭が疲ひ労ろう困こん憊ぱいだった。

　肉体的な疲労は身体からだの気け怠だるさに現れるけど、頭の疲労は思考能力の低下に現れる。俺は椅子の背にもたれた。いつもより疲労感が強い気がする。

（リーシアがいないからかなぁ……）

　秘書役としていつも書類仕事を手伝ってくれたリーシアは、妊娠が発覚してからはアルベルト殿の旧領で休養している。会いに行く時間も持てていない。

　会えない日々が続いてわかった。リーシアは近くに居てくれるだけで俺にとって癒やしになってくれていたのだ。疲れていても、あの赤い軍服に包まれた均整の取れたプロポーションを見ていると、もう少しだけ頑張るかって気分になるのだ。

　仕事中にボディラインを見てるって言ったらまたお説教かな……リーシアと話したいなぁ……いや、このさいリーシアじゃなくてもいいから誰かと話したい気分だ。

（はぁ……今日はもう切り上げるか）

　無理して仕事をして記入ミスでもしたら、また仕事が増えることになる。集中力もなくなってきたし、残りは明日に回して休むべきだろう。

　そんなことを考えていたときだった。

「陛下。少しよろしいでしょうか」

　誰もいないはずのテラスのほうから急に声を掛けられた。

　こんな時間だし、おそらく黒猫部隊の誰かだろう。以前ならばいきなり声をかけられる度に一々ビクッとしていたけど……さすがにもう慣れてきた。

　案の定、テラスへの扉が開いて副隊長のイヌガミが入ってきた。

「なにかあったのか？」

「はっ。陛下にご報告したいことがございます」

　そしてイヌガミから報告を受けた俺はあんぐりと口を開けた。

「はあ？　なんでいるんだよ？」

「私に聞かれても困ります。ご本人に聞いていただきたく」

「それもそうか……でも、よくわかったな」

「発見したのがトルギス共和国へ同行したメンバーでしたので。それ以外のメンバーがさきに発見していたら危なかったでしょう。もちろん向こうがですが」

「だよなぁ。なんて危ないことをするんだか……」

　俺は額を押さえながら溜ため息いきを吐ついた。本当になにを考えてるんだか。

「それで、どういたしましょう？」

　イヌガミが俺の顔色をうかがうようにしてそう尋ねた。

「……ここまでうまく誘導してもらえるか？」

「お会いになるので？」

「追い払って、それで諦めてくれるようなヤツじゃないからな」

「了解いたしました。しばしお待ちください」

　そう言うとイヌガミはテラスから出て行った。迎えに行ったのだろう。俺は椅子の背にもたれながらこれからのことを考えて、少しだけ憂鬱な気分になった。





◇　◇　◇






　時刻は太陽が傾いたころに遡る。

　仕事を終えた人々で賑にぎわうパルナムの商店通りを歩く緑色の髪の少女がいた。

「ったく、みんな好き勝手出かけやがって……」

　そうぼやきながら歩くのは冒険者のユノだった。ユノが所属している冒険者ＰＴパーテイも共和国から、メインの活動場所である王都パルナムへと帰って来ていたのだ。ユノはふとウエストポーチに手をやった。そこには普段以上のお金が入っていた。

（せっかく臨時収入があったっていうのに、一人で飲むっていうのもなぁ……）

　共和国で緊急依頼をこなしたことで結構な額の謝礼がもらえたのだ。

　五人で山分けしても新調した装備を賄えるくらいの額になったので、今日は各々好きに過ごすということになったのだ。剣士のディスは思いを寄せる魔導士ジュリアをディナーに誘い、格闘家のオーガスは綺き麗れいなお姉さんと遊べる店で豪遊すると言っていた。神官のフェブラルは宿屋の娘さんが幼おさな馴な染じみとのことで会いに行くそうだ。

　そんなわけでユノは見事にあぶれてしまったのだ。

（はあ……どっかに面白いことでもころがってないもんか……ん？）

　するとユノの目が道の先になにかをとらえた。

　ポテポテという足音をさせながら歩く、ずんぐりむっくりとしたシルエット。

「……あったわ。面白そうなもの」

　道を歩いていた物体は『着ぐるみの冒険者』ことムサシ坊や君だった。

　以前は都市伝説のように語られて街の人から奇異の目で見られていた彼だったが、最近では『第一の歌姫プリマ・ローレライ』ことジュナ・ドーマの放送番組『おねえさんといっしょ』の看板キャラクターにもなっていることから、子供たちの人気者になっていた。

「あっ、むさしぼうやくんだー」

「まんまるだねー。それにすっごくおっきー」

　その証拠にいまも子供たちから手を振られている。なかなかの人気っぷりだ。ムサシ坊や君はそんな子供たちにビッとサムズアップポーズをした。

　ユノはそんなムサシ坊や君の姿を見ながら首を傾げた。

（そういや前にムサシ坊やの旦那が出ている番組を見たっけ。ディスたちは着ぐるみを貸しただけだろうって言っていたけど、あの動き……どうも本物っぽいんだよな）

　動きだけでムサシ坊や君の気持ちを察せるようになってきていたユノは、ムサシ坊や君の中の人（？）が同じであることを看破していた。加えて以前には王城からのお使い任務をこなしているところに遭遇したこともある。

（やっぱり……旦那は王城と繫つながりがあるんじゃないか？）

　疑惑が確信に変わっていく。ユノはムサシ坊や君の後をつけだした。

　つかず離れずの距離を維持しながらその背中を追いかけていくと、案の定というべきかムサシ坊や君はパルナム城の正門へと向かって行った。正門を警備している衛え士じたちもムサシ坊や君からなにかを見せられると、敬礼してすぐに中へと通した。

（通行証のようなものを見せたのか？　でも、いくら通行証を持っているからってあんなあからさまに怪しい人物〈？〉を通すものなのか？）

　王城で製作されている番組にあの着ぐるみが出演しているとはいえ、中に誰が入っているのかわからないのだからもっと危機感を持つべきなのではないだろうか。

　それとも衛士たちにそれを見せただけで通行を許可させるなにかを持っていたのか。

　そんなものを持っているくらい王城に強い繫がりを持つ人物（？）なのか。

　ユノはますますムサシ坊や君のことがわからなくなってきた。

　それからしばらく待ってみても、ムサシ坊や君は一向に王城から出てこなかった。ちょっとしたお使い依頼のために訪れた……というわけではなさそうだ。

　気付けば日が落ちかけて周囲は暗くなっていた。

（やっぱり……旦那は王城の関係者だったんだ。うー、どういう関係なのか気になる。でも、王城だしなぁ……忍び込んだりしたらまずいだろうなぁ）

　許可もなくパルナム城の城壁を越えれば、侵入者として逮捕されることだろう。そうなったら自分一人の問題ではなくディスたちＰＴメンバーにまで迷惑をかけてしまう。

（うーん、どうしたもんかなー）

　ユノは好奇心と理性のはざまで動けなくなっていた。そのときの自分の姿が『王城をジーッと見つめている怪しい人物』となっていることに気付かなかった。そして、そういった怪しい人物がいないか警備し、いたら摘発する役目を持つ集団がいることも。

　ユノは監視する側から監視される側へととっくに変わっていたのだ。

（っ！）

　気付いたときにはもう遅かった。ユノの周囲を無数の気配が取り囲んでいた。

（そんな、斥候役のあたしがこうも囲まれるまで気付かないなんて！）

　ダンジョン内で敵の気配を察知することに長たけていたはずのユノが、こうもあっさりと接近を許したのだ。相手が相当な手て練だれであることは疑いようがなかった。

（ど、どうする……どうすれば……）

　ユノは周囲の気配を探った。全神経を研ぎ澄まして相手の位置を探る。

　すると一方向だけ人の気配が感じられない部分があった。こうも見事に包囲されているにもかかわらず、王城のある方向だけは人の気配がなかった。

（罠わなっぽいわね。あからさますぎるけど……他に選択肢もないか）

　ユノは意を決してその方向へと走り出した。周囲の気配も動き出す。

（攻撃は仕掛けてこない？　だけど相変わらず囲まれているわね）

　ユノは気配を探りながら脱出できそうな場所を探した。気配のないほうへと走って行ったのだが、段々と誘導されているように感じられた。

（って、お城がめっちゃ近いんだけど!?）

　一心不乱に逃げていたら、いつの間にか城壁を越えてお城の近くまでやって来ていたようだ。これで捕まったら侵入者として処罰されてしまうだろう。ユノはとにかく壁をよじ登り、屋根を飛び回るなどして、必死になって逃げ回った。

　やがてとあるテラスへと降り立った。ガラスの扉が開いている。

（こ、ここから中に入って隠れてやり過ごせないかな！）

　そう思い、部屋の中へと入ろうとしたところ……。

「はい、ストップ」

「なっ!?」

　部屋から出てきた青年に行く手を阻まれてしまった。

「ここには重要書類もあるからな。関係者以外入れない決まりになっているんだ」

　いきなりテラスに現れた不審者を前にしているとは思えないほど、青年はのんびりとした様子でそう言った。しかし、追われているユノも必死だった。

「わ、悪い！　怪しく見えるかもしれないけど、怪しい者じゃないんだ！　追われてたら迷い込んじゃっただけで……その……ちょっとだけでいいから匿かくまってくれ！」

　そうまくし立てるユノに、青年は「はあ……」と溜息を吐いた。

「少し落ち着け、ユノ。大体の事情はわかっているから」

「……へ？　なんであたしの名前を？」

「その質問、これで何度目だったかな……」

　そう言うと青年はもう一歩前に出てきた。それまで影がかかっていた顔がハッキリと見えたとき、ユノは驚きに目を見開いていた。

「ア、アンタは！　この前共和国であったヤツじゃないか!?」

「ああ。難民キャンプでもあったよな」

　青年は苦笑しながら肩をすくめた。

「ついでに言えば一緒に冒険したりお酒を飲んだ仲でもある」

「はあ？　アンタ、なにを言って……えっ!?」

　すると青年は部屋のほうを指差した。するとそこにはポテポテとやってくるムサシ坊や君の姿があった。そしてムサシ坊や君は呆あつ気けにとられるユノに見えるように、『頭』をパカッと取り外した。中身は……空っぽだった。青年は言う。

「あれは俺の固有魔法で動かしているものなんだ。外にいる中の人、って感じか」

「じゃ、じゃあアンタがムサシ坊やの旦那の正体なのか!?」

「まあ、そういうことだな」

　すると青年はユノに向かって右手を差し出した。

「初めてまして……でもないんだが、ちゃんと名乗ったことがないんであらためて自己紹介をさせてくれ。俺は相そう馬ま一かず也や。ムサシ坊や君を動かしていた者だ」

「ソーマ・カズヤ……あれ、その名前って」

　握手を交わしながらユノは聞き覚えのある名前に眉根を寄せた。すると青年は「普段着の俺ってそんなに印象薄いかな……」と苦笑しながら言った。

「ああ。このフリードニア王国で暫定国王をやっている」

「………」

　もはやユノの頭の中は真っ白になっていた。





◇　◇　◇






　ユノの混乱が回復するまで少し時間が掛かった。

「じゃ、じゃあなにか？　ムサシ坊や君はアンタで、アンタは王様で、つまりムサシ坊や君は王様だってことなのか？……あっ、いや、ことなのでしょうか？」

「普通にしてくれていいよ。前に仲間だって言ってくれただろ？」

　支離滅裂なことを言っているユノに、俺は苦笑しながら言った。

　するとユノはむくれたようにプイッとそっぽを向いた。

「……こんな重要なこと隠してるヤツを仲間と思いたくないんだけど」

「重要だから言えなかったんだし、多分言ったところで信じてもらえないだろう？」

「それは……そうかもしれないけど。じゃあ普通にさせてもらうわ」

　そう言うとユノはひょいっとテラスの縁にある手すりの上に腰掛けた。俺は手すりに背中をもたれさせるように立ち、ようやく落ち着いて話ができる体勢になった。

　するとユノはキョロキョロと周囲を気にしだした。

「どうしたんだ、ユノ？」

「いや、さっきまであたしを追っていた気配はどこいったのかなって」

「ああ。あれは俺の配下だ。ユノをここまで案内するよう頼んだんだ」

「あれってアンタの手下だったの!?　めっちゃ怖かったんだけど!?」

「城を覗のぞいてたほうが悪いんだろ。下手したら不穏分子として問答無用で斬り捨てられていたかもしれないんだ。俺に連絡が来なかったらどうなってたか……」
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　正論で返すとユノは「うっ」と言葉を詰まらせた。

「その……悪かったわよ。どうしても旦那のことが気になっちゃって……」

　しおらしい様子のユノ。ガラじゃなくって笑ってしまった。

「まあいいさ。それで？　正体を知った感想は？」

「……疑問が解けてスッキリはした。でも、なんで王様が人形なんか操ってるんだ？」

「最初はただの実験だったんだ」

　そして俺はユノにこれまでのムサシ坊や君の経緯を簡単に説明した。

　能力の及ぶ範囲の実験として、冒険者登録させていろんなところで活動させたこと。その過程でユノたちと知り合い、一緒に冒険することになったことなどをだ。

　そしてムサシ坊や君で見た景色は俺も見ることができていたということも。

「なっ!?　じゃあまさかあたしの胸当てが溶かされたときも……」

「あー……うん。微乳が無乳どころか肋ろつ骨こつむき出しにならなくてよか痛っ」

「微乳って言うな！」

　ガシッとユノの蹴りが脇腹に入った。微乳が無乳……はディスの言葉なのに。

「痛ーっ……俺、一応国王なんだけど」

「仲間だから普通にしていいって言ったじゃん」

　悶もん絶ぜつする俺に溜りゆう飲いんが下がったのか、ユノはケラケラと笑っていた。

「そういや、あのにっくきサラマンダーってどうなったんだ？」

「軍を派遣して討伐したよ。いつまでもほったらかしにもできないからな。死体は骨だけにして研究機関に回した。その骨のレプリカは博物館の前に飾ってある」

「あのでっかい骨って例のサラマンダーだったの!?」

「骨むき出しになったのはあいつのほうだったな」

　俺が冗談めかして言うと、ユノは「たしかに！」と大笑いした。

「そっかぁ。それじゃあ食事処どころで飲んだときに見た手は王様のものだったのか」

「ああ。着ぐるみの暑さとアルコールのせいで途中で意識が朦もう朧ろうとしたけどな」

「あっ、だから都合良くお姫様が来たのか」

　ユノは納得がいったとばかりにポンと手を叩たたいた。

　宴うたげの席でぶっ倒れたときにリーシアが回収していったことを言っているのだろう。そういえばユノはリーシアと面識があったのだっけ。難民キャンプのときや共和国でのことを含めれば、アイーシャやジュナさん、トモエちゃんとも接触していることになる。

　そう教えるとユノはまた呆気にとられたような顔をしていた。

「あたしらって……知らず知らずのうちにお偉いさんに会っていたのね」

「いやぁ～世間って狭いよなぁ」

「普通はもうちょっと広いって！」

　プリプリと怒るユノ。良いリアクションをしてくれるから楽しいな。

　するとユノはふと笑みを消すとこっちを気遣うような顔になって言った。

「……でもさぁ、王様ってどうなんだ？」

「なんだ急に？」

「いや、面倒だし大変そうだなぁって」

「……まあな。でも、それはどんな仕事だって同じだろう？　冒険者だって常に危険と隣り合わせの命懸けの仕事じゃないか」

　俺はぼんやりとすっかり暗くなった空を見上げた。あ、星が出てる。

「国王だろうと冒険者だろうと街のパン屋さんだろうと同じだ。自分の仕事に真っ直すぐ向き合えば必ず命懸けになる。そして命懸けで頑張っていれば誰かが助けてくれる。俺には頼れる家族や家臣たちがいるし、ユノにだってディスたちがいるだろう？」

「だな……『長く長くあるくほど、あなたを支える手は増える』か」

「聞いたことあるな」

「子守歌の一節だよ。歩き始めた子供に歌うヤツ」

　ああ、あのときジュナさんが歌ってくれたヤツか。

　国王としての責任に押し潰されそうになっていて眠れなかったころに、ジュナさんが俺のために歌ってくれた子守歌。……あれからそれなりに時間が経たって、支えてくれる手の数もだいぶ増えてきたけど、俺はどこまで歩いて来られたのだろうか。

「逆に聞きたいんだけど、ユノはこの国をどう思う？」

「どう思うって？」

「良い国だと思うかってこと。率直な意見が聞きたい」

「う～ん……暮らしやすい国だとは思う」

　ユノは顎の下に手を当てながら考えるようにして言った。

「食べ物の種類は豊富だし、冒険者としてはライノサウルス・トレインで王国内の移動が楽なのもいい。道がちゃんとあるから行商人の護衛任務も楽だしな。あと、この国は『戦時には国内の冒険者を徴兵する』っていう冒険者ギルドとの契約を切ってるだろ？　戦争のために徴用されないってんで安心して滞在できるのがいいな」

「ふむふむ……」

　やっぱり一般的な国民とは「良い国」とするポイントは違うようだ。冒険者目線の評価はなかなか聞く機会がないので興味深いな。

「逆に言えば冒険者が集まりやすいってことでもあるけどな。冒険者が集まりすぎるとダンジョン踏破に向けての競争率が高くなるのが問題っちゃ問題か」

「国としてはダンジョンの早期攻略は歓迎なんだがなぁ」

「あたしら冒険者にとってはそれがメシの種で浪ろ漫まんなんだ。王様だってあの人形使って冒険したことがあるんだし、わかるだろう？　あのドキドキ感をさ」

「まあな……その武勇伝が国民の楽しみになっていることも知っている」

　それにダンジョンが地域の産業に一役買っている面があることもだ。

　だから国が下手に口を出すべきものでもないのだろう。玉音放送のためにダンジョンコアは欲しいけど、藪やぶをつついて蛇を出すような事態は避けたいところだ。

「だからまあ、頑張ってくれ冒険者」

「他ひ人と事ごとみたいに言うなよ。あの人形使えば王様だって冒険できるだろう？」

「でも、これでユノに操ってるのが俺だってバレたしなぁ。もう冒険者として活動させるのはやめようかと思ってたんだけど」

「それはもったいないって。あの人形の中身が空だってわかってるんだから、気に病むことなく足止めや身代わりや餌として使えるんだし」

「使い潰す気満々かよ。結構いい値段するんだぞ」

「なあ、また一緒に冒険しようよ。あたしは絶対に正体を口外しないからさ」

　ユノに手と手を合わせてお願いされて、俺は肩をすくめた。

「……まあ、口外したらそのときに引退させればいいか」

「だから口外しないってば！」

　そしてとりとめもないことを言い合いながら、気が付けば結構な時間が経っていた。感覚としては、久々に会った友達と積もる話をしているような感じだろうか。

　気の合う仲間とのお喋しやべりって、やっぱり楽しいよな。だから……。

「また、こうやって話ができたらいいな」

　そんな言葉が自然と口から出ていた。

「城下の話とか、とりとめもない話をもっと聞きたいし」

「……あたしを密偵にする気？」

「そうじゃない。密偵ならもっと優秀なのを飼ってるし」

「それもそうね。……身をもって体験してたわ」

　ユノはそう言うと自分の腕を摑つかみながら少し震えていた。黒猫部隊に追いかけられたのが本当に怖かったのだろう。

「王城にずっといると市井との感覚がズレてきそうだしな。だから街で起きたなんでもないことを聞きたいんだ。『あの野菜が値上がりしてるからもっと安くしろ！』って街のおかみさんが怒ってたーとか、ゴンベさんの赤ちゃんが風邪引いたとかさ」

「誰だよ、ゴンベさんって」

　ユノはクスクスと笑うとコクリと頷うなずいた。

「いいよ。暇なときになら話し相手になってあげる。この時間でいいの？」

「そうだな。会えるときには通すよう隠おん密みつ部隊に言っておく」

「あの集団に案内されるのか……まあいいけどさ」

　そう言うとユノはヨイショと手すりに立った。

「すっかり話し込んじゃったな。じゃあ、あたしはそろそろ帰るわ」

「ああ。気を付けて帰れよ。また話せる日を楽しみにしている」

「そうね。そのときはなにか面白い土産話を用意するわ」

「じゃあ俺は、今度はなにか食べるものでも用意しよう」

「いいね。あそこのお食事処の料理美お味いしかったし」

　ユノはそう言って踵きびすを返そうとしたが、ふと俺のほうを見て言った。

「お城の暮らしに嫌気が差したら言いなよ。いつでも冒険に連れ出してあげる」

　ユノが笑いながらそう言った。俺も笑いながら返す。

「それじゃあ根無し草な生活が辛つらくなって地に足着けたくなったら言ってくれ。住み込みで働ける仕事とかならいくらでも斡あつ旋せんしてやる」

「あはは、言うじゃん。それじゃあ、またね王様」

「ああ。またな、ユノ」

　ユノは手すりから飛び降りると、屋根伝いにピョンピョンと跳びはねながら夜の闇の中へと消えていった。ＰＴの偵察役を担っているだけあってすごく身軽だ。

　そんなユノの背中を見送りながら俺はポツリと呟つぶやいた。

「お城の暮らしに嫌気が差したら……か」

　そんな日はきっとこないだろう。ここには俺の大事な人たちがいるのだから。




　野に咲く花と籠の鳥の、どちらがより幸せかなんて議論は無価値だ。

　花には花の、鳥には鳥の幸せがあるのだから。
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　―――大陸暦一五四七年八月上旬




　よく晴れたこの日。俺は黒龍姿のナデンの背に乗って大空を飛んでいた。

　最初のうちは怖かったこの高度も、何度もお天気調べに駆り出されるうちにすっかり慣れてしまった。いまでは高度千メートルでも余裕で寝ていられるほどだ。

（……まぁ、寝てるとナデンに怒られるんだけどな）

「どうかなさいましたか？　陛下」

「なんでもないよ、アイーシャ」

　ただ今日の俺の背後にはアイーシャが俺の腰に手を回して引っ付いていた。これからアイーシャの故郷である神護の森へと向かうためだ。

「しかし、どうしてまた急に神護の森へ？」

　アイーシャに尋ねられて俺は笑いながら言った。

「アイーシャとの婚約を決めたのに、ボーダン殿に挨拶に行ってなかったからな。手紙ではやりとりしていたけど、折を見て挨拶に行こうと思っていたんだ」

「婚約の挨拶のためだったのですか!?」

「ああ。リーシアの両親には挨拶済みだし、ジュナさんはエクセルが後見役になっているから、そこから話を通してある。ナデンはティアマト殿が親代わりなのでこちらの挨拶も済んでいるとしていいだろう。ロロアは……近いうちにお墓参りに行くつもりだ」

　公都だったヴァンの近くにアミドニア公王家の墓所がある。そこにロロアの両親は眠っていた。あのガイウスが俺たちの結婚を祝福してくれるとは思えないけど、ゴウラン殿の話では明るい女性だったというロロアのお母さんが宥なだめてくれると信じよう。

「そんなわけで今日はアイーシャの実家に行こうってわけだ」

「ううぅ……そんな案件なら教えておいて欲しかったです。心の準備が……」

　額を俺の背中に押し当てグリグリと擦こすり付けるアイーシャ。混乱状態のアイーシャはしばらくそっとしておくとして、俺は乗せてくれているナデンに言った。

「悪いな、ナデン。またアイーシャまで乗せてもらっちゃって」

　ナデンの背中をさすりながらそう言うと、ナデンは龍の頭をぐるりとこちらに向けながら『べつに、アイーシャならいいわ』と念話で答えた。

『前にも乗せてるし。それに〝伴侶の伴侶は伴侶みたいなもの〟だし』

「ああ、前にそんなこと言ってたな」

　すると身み悶もだえていたアイーシャは復活したようで首を傾かしげた。

「ふむ……私とナデン殿が伴侶だとすると、どちらが旦那様なのでしょうな？」

　アイーシャってばなにをいきなりアホなことを……と思っていたのだけど、意外とナデンは真剣に考えこんでいる様子だった。

『う～ん、やっぱりアイーシャじゃない？　強いし』

「龍状態のときはナデン殿も強いでしょうが」

『でも、ジュナとで比べたら、アイーシャが旦那様って感じじゃない？』

「比較対象がジュナ殿なのは狡ずるいですよ！　あの人は誰よりも女らしいんですから」

『この姿のときなら胸囲だって負けないんだけど……って、言ってて悲しくなってくるわね。でも、そう考えてみると一番旦那様って感じなのはリーシアじゃない？』

「リーシア様は肝が据わってますからなぁ。ある意味、陛下以上に旦那様って感じです」

「好き勝手言ってくれるよ……」

　二人のやりとりを聞いていて俺はガックリと肩を落とした。

　たしかにリーシアの肝っ玉ぶりには敵かなわないとは思うけどさ。

「結局、どっちも花嫁さんがいいんだろう？」

「『　それはもちろん　』」

「俺からしてみれば、どっちも嫁さんになってくれないと困るよ」

「陛下♪」『ソーマ♪』

　照れたように微笑ほほえむ二人。言っててこっちが恥ずかしくなってきた。

「……上司に真横でイチャイチャされてっと反応に困るんだが？」

　すると赤竜の姿になったルビィに跨またがり、俺たちの隣を飛んでいたハルが砂糖を煮詰めたようなものを飲まされたかのような顔でこっちを見ていた。

　ハルを乗せているルビィも金色の瞳をナデンに向けていた。

『ナデンもよ。貴女あなたも星竜連峰のドラゴンなら、騎士様を乗せているときはシャンとなさい。それが騎士の伴侶たるものの品格よ』

　ルビィがそう窘たしなめるとナデンは拗すねたようにそっぽを向いた。

『ソーマは騎士じゃなくて王様だし～』

『屁へ理り屈くつ言わないの！　立場は騎士より上でしょうが！』

『あーもう、うるさいなー』

　空の上であーだこうだと言い合いを始める二人。

　俺が二人に初めてあった頃のような険悪さはないものの、お互いに意地っ張りな性格は変わらないようでこういった言い合いは日常茶飯事だった。

　もっとも、それは友達付き合いの範囲内でのことだろう。

　立場的には俺の婚約者であるナデンのほうが遥はるかに上なのに対等の喧けん嘩かが成立しているってことは、ナデンとルビィが気の置けない間柄になっているということだ。お互いがお互いにとって唯一の同郷の士でもあるわけだしな。

　するとナデンがルビィに向かって『イーッだ』と食いしばった歯を見せた。

『私のことよりルビィはルビィで自分の騎士様と仲良くしてればいいでしょ！　今日はあのキツネ耳の魔導士もいないんだからラブラブし放題じゃない』

『な、なに言ってるのよ！　私はそんな……』

『あれれー、ルビィってば顔が真っ赤よ～？』

『これは地肌よ！』

　その後もナデンとルビィはワーワーキャーキャーと騒いでいた。騎士の伴侶としての品格って一体……まあ仲良く喧嘩しているうちは放っておこう。

「でもよー、俺まで付きそう必要はなかったんじゃないか？　アイーシャ嬢とナデン嬢がいるなら護衛としては十分すぎるだろ？」

　ルビィに放っておかれたハルがそんなことを言い出した。

　たしかにうちの王国で最強クラスの武人であるアイーシャと龍状態なら飛竜ワイバーン騎兵十数騎を相手にできそうなナデンがいる状態で、ハルを護衛に連れてくる意味はあまりない。

　しかし、ハルに来てもらう理由はちゃんとあった。

「ボーダン殿に『近日、お伺いします』って書簡を出したら、ハルも連れてくるように頼まれたんだ。なんでもスール殿が会いたがっているんだとか」

「スール殿っていうと……ああ、あのときに援軍に来てくれたダークエルフか」

　ハルはそう言ってポンと手を叩たたいた。

　禁軍と陸軍がランデル近郊で睨にらみ合っていたころ、土砂災害の救援の恩返しとして援軍に駆けつけてくれたダークエルフの弓兵隊がいた。その援軍を率いていたのがスール殿だった。あのときは兵数的にギリギリだったので、援軍は本当にありがたかった。

「でもなんで俺に会いたがるんだ？　貸し借りはもうないはずだろ？」

「あー、なんでも会いたがっているのはスール殿の娘さんらしい。俺と捜索活動をしていたときに助け出した被災者の中にいたそうだ」

「……憶おぼえてねぇなぁ。あのときは結構な数を助け出したし」

「こっちが忘れても向こうは忘れてないんだろ。命の恩人なわけだし」

「任務でやってただけなんだがなぁ……」

　ガシガシと頭を搔かくハル。過剰に持ち上げられるのは苦手なようだ。

　たまに暴走することもあるけど、その真っ直すぐな気性がハルらしくて好感がもてた。

「礼ぐらい言わせてやれよ。さてと……ほら、ナデンもルビィもいつまでも喧嘩してないで、早く神護の森に行こう。ボーダン殿が首を長くして待っている」

『あっ、うん。合点承知』

『りょ、了解です』

　我に返ったドラゴン娘二人がスピードを上げ、俺たちは神護の森へと向かった。







　夏の日差しの中で青々とした葉が輝く神護の森。

　以前に救援に来たときは森の外にライノサウルスを停とめて徒歩で集落を目指したけど、今回は空を飛んできたので直接ダークエルフの集落に降り立つことができた。

「ほ、本当にドラゴンで来られたぞ！」

「これはまた大きいのう……」

　さきに連絡を入れていたため警戒はされなかったけど、いきなり降り立った龍と竜ドラゴンをダークエルフたちは遠巻きながらも興味深そうに見ていた。

　俺たちが降りてナデンとルビィが人間の姿に変わると、遠巻きに見ていた人々が堰せきを切ったように一気に押し寄せてきた。子供から大人のダークエルフたちに囲まれ、俺たちはもみくちゃにされることになった。

「なんだ!?　嬢ちゃんたちはドラゴンなのか？」

「すっごーい！　ねぇ、もっかい変身して～」

「これはソーマ王。よくぞおいでくださいました」

「その節はお世話になりましたなぁ」

「おう、アイーシャ様。よう戻られました」

「アイーシャ様。ソーマ陛下とのご婚約おめでとうございます」

「こちらの赤髪の子はハルバート殿の連れですかな？　美人ですなぁ」

「この黒髪の子供は誰ですかな？　えっ、子供じゃない？」

　……といった具合に、矢継ぎ早に話しかけられて誰が誰になにを言っているんだかわからなくなっていると、パンパンと誰かが手を叩く音が聞こえた。音のしたほうを見ると、アイーシャの父親であるボーダン殿が苦笑しながら立っていた。

「皆の衆。お越しくださったばかりのソーマ陛下ご一行に対して、そのように囲んで質問攻めにするは失礼でしょう」

　ボーダンがやんわりと窘めると、ダークエルフたちは恥ずかしそうに一歩引いた。

　人混みから解放されたことでようやく一息吐つけた気がした。

「……助かりました。ボーダン殿」

「いえいえ、集落の者たちが失礼しました。しかし、これも皆、集落に救援に来てくださったあなた方が尋ねてこられると知り、歓迎せんと舞い上がってしまったがゆえのことです。どうかお許し願います」

「気にしないでください。歓迎していただけて嬉うれしいです」

　俺とボーダン殿はしっかりと握手した。その瞬間、ダークエルフたちは一斉に拍手しだした。……なんというか、ここまで歓迎されるとなんかこそばゆいものがある。

「さあ、いつまでも立ち話はなんです。どうぞ、我が家へお越しください」

　ボーダン殿は俺たちを自分の屋敷のほうへと促した。すると、

「族長」

　ダークエルフたちの中から一本の手が挙がった。

　手を挙げていたのは陸軍との戦いのときに援軍を率いてきてくれたスール殿だった。

「ハルバート殿は我が家に招きたいのですが、よろしいでしょうか？」

「ふむ。どうでしょうか？　ソーマ王」

　ボーダン殿に尋ねられて、俺は笑みを浮かべながら頷うなずいた。

「構いません。最初からそのつもりで連れてきましたから」

「ありがとうございます。ささ、ハルバート殿、どうぞ我が家へお越しください」

「お、おう？」

　ハルはスール殿に手を引っ張られながら連れて行かれた。そのあとをルビィが慌てて追いかけていく。

　ハルたちと別れて、俺、アイーシャ、ナデンはボーダン殿の屋敷へと向かった。

　道すがら集落の様子を観察すると、さきの災害の爪痕はほとんど見られなかった。もともと森の中の屋敷なので簡素なものが多く、復興にも時間が掛からなかったのだろう。

「もう随分と復興できたみたいですね」

「潤沢な資材を提供していただいたおかげです。本当にありがとうございます」

「こちらこそ。さきの戦では援軍を派遣していただき、ありがとうございました」

「なんの。それこそ困ったときはお互い様ですよ」

　そんなことを語りながら、俺たちはボーダン殿の屋敷に上がった。

　居間へと通された俺はボーダン殿に上座を進められたけど、今回は固辞した。

「今日は国王としてではなく、一人の男として、アイーシャをもらい受けるために来たのです。上座にはボーダン殿が座ってください」

「……そうですか」

　ボーダン殿が上座につき、俺はそれと対面する位置に座った。アイーシャには俺の隣に座ってもらい、ナデンには少し後ろに控えてもらった。そして俺は頭を下げた。

「アイーシャとの婚約を決めたというのに、多忙にかまけてアイーシャのお父上であるボーダン殿へのご挨拶が遅れましたことをお詫わびします。どうかお嬢さんを……アイーシャを、妻として俺にください」

「お、お願いします。父上」

　俺がそう言うとアイーシャも慌てて頭を下げた。

　チラリと見ると後ろのナデンも一緒になって頭を下げていた。ボーダン殿は小さく一つ溜ため息いきを吐くと「……頭をお上げください」と言った。顔を上げると、ボーダン殿は苦笑しようとして失敗したような、そんな微妙な表情を浮かべていた。

「この婚約はむしろアイーシャが望んだことなのですから。ソーマ殿が頭を下げることはありません。男親としては複雑ではありますが、これが娘の望んだことだというのならば……親として祝福せねばなりますまい」

「父上ぇ……」

　アイーシャが感極まったような涙声になった。そんなアイーシャにボーダン殿は微笑みかけてから、表情を改めると真っ直ぐに俺の顔を見た。

「我らダークエルフは長命種族です。アイーシャはソーマ殿よりも若く長生きすることでしょう。たとえ天寿を全うしたとしても、貴方あなたはアイーシャをおいて逝くことになる。それはわかっておいでですな？」

「はい」

　普通の人間である俺の一生は、アイーシャやナデンのような長命種族から見れば短いものだろう。それでもアイーシャもナデンも俺と一緒にいたいと言ってくれたのだ。

　そんな彼女たちに俺と過ごした時間を後悔させないように、良き王、良き伴侶になりたいと心の底からそう思っていた。いずれ別れのときが来るとしても……。

　しかし、ボーダン殿が言いたかったことは少し違ったようだ。

　ボーダン殿はなにかを悟ったような表情で静かに語り出した。

「ですが、長命種族と言えど天寿を全うできなければ人間族よりも短き生涯となる可能性があります。戦死もすれば事故死もします。流行病はやりやまいにでもかかればコロッと死んでしまいます。私の妻、つまりアイーシャの母も流行病に命を奪われました。長命種族だからと油断していれば、アイーシャは貴方よりさきに死ぬかもしれません」

「………」

「ですからどうか、アイーシャを大事にしてやってください。いつの日にか先立つ貴方を送れるように、楽しい記憶や新しい家族を与えてやってください」

　ボーダン殿は静かに頭を下げた。父親の願いはいつだって娘の幸せだ。

　俺ももう少しすれば人の親となる。生まれてくる子供が男の子か女の子かはまだわからないけど、いつか俺もボーダン殿のように子供を誰かに託す日が来るのかもしれない。

　俺は言葉を選びながら静かな口調で答えた。

「アイーシャは俺よりも遥はるかに強い女性です。これからも……戦場などでは彼女に守ってもらうことになるでしょう」

「………」

「ですので、俺はそれ以外のものからアイーシャの笑顔を守ろうと思います。いつの日か笑顔で看み取とってもらえるように。一緒に歩んだ時間を後悔させないように」

「陛下……」

　アイーシャが涙を流しながら俺に寄り添ってきた。後ろからもスンスンと洟はなを啜すする音が聞こえている。多分、ナデンがもらい泣きをしているのだろう。

　ボーダン殿は立ち上がると俺たちのほうへと歩み寄ってきた。

　そして自分の両手を俺とアイーシャの手に重ねると、笑みを浮かべながら言った。

「ソーマ殿。アイーシャのことを頼みます」

「はい。義ち父ち上うえ」

「アイーシャ。幸せにな」

「はい……父上」

「ナデン殿も、ソーマ殿の奥方となられるのでしょう。どうか家族として、アイーシャと仲良くしてやってください」

「もちろん！　合点承知です！」

　俺たちの返事を聞き、ボーダン殿は満足そうに頷くのだった。





◇　◇　◇






　一方、そのころ。

　ソーマたちと別れたハルバートは、スールに引っ張られるようにして彼の家へと連れて行かれることになった。手を引かれるままに歩くハルバート。武力だけなら王国内でも上位に入るハルバートの膂りよ力りよくをもってすれば、その手を振り払うことなどわけないのだが、スールからは好意的な雰囲気しか感じなかったため無む下げにもできなかったのだ。

　そんな二人の後ろをルビィが慌てて付いていっている。

　ハルバートは首だけをルビィに向けて小声で尋ねた。

（「な、なぁルビィ！　これってどういう状況なんだ!?」）

（「わ、私に聞かれても困るわよ。抜け出せないの？」）

（「敵意があるならともかく、好意的なお誘いを振り払うのは気が引けるしなぁ……」）

（「だったらもう、なるようにしかならないでしょ」）

　二人がそんなやり取りをしていると、スールがにこやかな笑顔で振り返った。

「さあ、付きましたぞ。ようこそ、我が家へ」

「「　へっ？　」」

　気がつくと二人は茅かや葺ぶき屋根の民家の前に立っていた。いかにも農家の住居といった佇たたずまいだったが、その屋根の傾斜は異様なほどに急だった。

「ずいぶんと尖とがった家だな……ですね」

　ハルバートが見たまんまの感想を言うと、スールはハハハと笑った。

「この森も冬になれば結構な雪が積もりますからな。こういった屋根で雪を下ろせるようにしないとつぶれてしまうのですよ」

「そんなに積もるんですか？」

「ええ。おかげで冬場は狩りもできませんし、みんな家の中で繕い物や武具の整備などをして過ごしていました。……まあ去年の冬は違いましたが」

「違う？」

　ハルバートが尋ねると、スールは階段の脇に積まれていた木材の山を指差した。

「去年の土砂災害で流れた木々や、陛下から指導された間伐によって獲得した木材がありましたからね。彫刻などの民芸品を製作していたのですが、これが商品として外の世界で人気になったようで結構な富を産んでます。たまに王国と神護の森双方から許可を受けた行商人が買い付けに来るんですよ」

「へえ～……」

「なかでも一番人気は……え～っと、たしかここらへんに……」

　そう言いながらスールは木材が積んである場所をゴソゴソと探し始めた。

　しばらくすると「あー、あったあった」と、なにやら細くて長いものを木材の中から取り出した。そしてそれをハルバートとルビィに翳かざして見せた。

「これです。これが一番人気なんですよ」

「これって……木剣か？」

　スールの翳したそれは木の剣だった。しかもこの国ではオーソドックスな両刃の剣ではなく、『九く頭ず龍りゅう諸島連合』で主流の刀を模したものだった。しかも柄つかの部分にはなにやら文字のような、記号のようなものが刻まれていた。

「陛下はこれを『ご当とう地ち木ぼく刀とう』とか言っていましたね」

「ああ……やっぱりソーマが絡んでやがんのか」

　ハルバートがやれやれと言った感じに頭を振った。民芸品だって言っているのに木刀が一番人気と聞いて、なんとなくそんな感じがしていたのだ。こういう一見ではどういう意味があるのかわからないようなことを考えつくのはソーマだろう、と。

「じゃあその柄に刻まれているのも？」

「ええ。陛下の世界の言葉でこの森の地名を表す文字だそうです」

　スールは柄の部分を見せながらそう説明した。ハルバートたちは勿もち論ろん読めなかったのだが、その木刀の柄には『神護之森』の漢字四文字が彫られていた。

　ちなみにソーマは、どうせ誰も読めないだろうからと北海道にあるあの湖の名前を彫らせようかとも考えたのだが、その木刀を手に真面目に鍛錬している兵士たちの姿を想像して……さすがにナイな、と自分で却下したそうだ。

　スールはハルバートにその木刀を差し出した。

「ハル殿も、一本如何いかがですか？」

「………」

　ハルバートは差し出された木刀をジーッと見ていた。ルビィなどは「なにをそんなに真剣に見てるんだか」と思っていたのだが……やがてハルバートはそっと受け取った。

「えっ、受け取るの!?　ただの木の棒じゃない!?」

　ハルバートの行動にルビィが目を丸くして驚いた。

「わからねぇ！　なんでかわからねぇんだが凄すごく欲しいと思っちまったんだ！」

　弁明するハルバートにスールがウンウンと頷いていた。

「わかります。男として妙にそそられるものがあるんですよね」

「そうなんだよ！　これを見ちまうと手に取らずにいられねぇっていうのかなぁ！　もしかしてこの文字に、なにか魔法が掛けられてるんじゃないか？」

「……べつに魔力なんて感じないけど？」

　ルビィが訝いぶかしげな顔でそう言った。竜ドラゴンは魔力に対しても敏感なのだ。

　多分、ハルバートたちの感覚は、修学旅行でオキマリの男子学生がついついご当地木刀を買ってしまうあれだったのだろう。しかし、そんなオキマリなど知らないハルバートにとっては魅了チヤームの魔法を掛けられたかのように感じられたのだ。恐るべしご当地木刀。

　とまあ、そんなどうでもいいやりとりをしていたときだ。スールの家からなにかが飛び出してきた。武人の性さがで咄とつ嗟さに身構えたハルバートだったが、それが小さな子供だとわかると緊張を解いた。……しかし、それがいけなかった。

「ハル様ぁ！」

「ぐごっ」

「ハル!?」

　子供の勢いのいい抱きつきタックルを腹部に食らい、ハルバートはくぐもった声を漏らした。心配そうな顔をするルビィにハルバートは手で大丈夫だと合図した。

　ハルバートに抱きついているのはダークエルフ族の少女だった。

　歳としは十二歳ぐらいだろうか。ショートカットで可愛かわいらしい顔立ちをしている。そんなハルバートの反応などお構いなしに、少女はハルバートの腹部に顔を擦こすり付けていた。

「ハル様。お会いしたかったです」

「えっと……キミがスール殿の娘さんか？」

　ハルバートはスールの娘が自分に会いたがっているという話を思い出した。だとするとこの抱きつきタックル少女がそのスールの娘なのだろうか。

　すると少女は身体からだを離すと、女の子らしくペコリとお辞儀をした。

「これは失礼しました。私はスールの娘でヴェルザといいます」

　ヴェルザは顔を上げるとニッコリと笑った。

「ハル様は憶おぼえてらっしゃるかわかりませんが、ハル様に土砂の中から助けていただいた一人です。その節は本当にありがとうございました」

　もう一度お辞儀をするヴェルザ。ハルバートは慌てた。

「いや、礼を言われることじゃねぇって。俺はソーマの命に従っただけだし……」

「それでも嬉うれしかったんです。助けだしていただいた日のことは一生忘れません。ハル様のことも、受けたご恩も、一生忘れることはないでしょう」

「まいったな……」

　ヴェルザのお礼責めにハルバートはタジタジになっていた。

「ふふ、礼儀正しいお嬢さんですね」

　すっかり蚊帳の外に置かれていたルビィがスールに言った。

「こんなに小さいのに、すごくちゃんとしてます」

「本当に、あのお転てん婆ば娘がいつの間にこんな礼儀正しさを憶えたんで……ぐおっ！」

「スール殿!?」

　言葉の途中でスールが悶もん絶ぜつしだした。ヴェルザが足下に転がっていた木材を蹴っ飛ばし、スールの脛すねに直撃させたのだ。それでいてヴェルザは笑顔を崩していない。

　ハルバートとルビィはそんなヴェルザの笑顔を見て、怒ったときのカエデを思い出して背筋が寒くなった。ハルバートとルビィはお互い真っ直すぐな気性のため険悪にならない程度の喧けん嘩かをよくするのだが、その度が過ぎるとにこやかな笑みを浮かべたカエデに二人揃そろってお説教をされるのだ。少女の笑みはそのときのカエデに似ていた。

　するとヴェルザはトテトテとルビィの前に走り寄ってきた。

「あの……貴女あなた様はハル様の奥方様でしょうか？」

　そう問いかけられ、ルビィは一瞬呆あつ気けにとられたけど頷うなずいた。

「ええ。竜族のルビィよ。ハルとは竜騎士の契約を結んでいるわ。竜ドラゴンと騎士との契約は伴侶となることを意味するから、いまは婚約者ってところかしら」

　ヴェルザはルビィの答えを聞きポンと手を叩たたいた。

「まあ！　ルビィさんはあの竜ドラゴンなのですか？　しかも竜騎士になられていたなんて、さすがハル様ですね」

　純真な眼まな差ざしでそう言ったヴェルザはルビィの両手をとった。

「私、将来はハル様と同じ国防軍に入りたいと思ってるんです。そしてできればハル様の部隊に配属されたいんです。どうかお見知りおきください、奥方様」

「え、ええ……」

　奥方様と言われてルビィは満更でもない気分になった。

　あっという間にルビィに取り入ってしまったヴェルザを見て、ハルバートはなにやら自分のあずかり知らぬところで事態が勝手に進行しているように感じた。

（な、なんだ……このいつの間にか外堀が埋められてそうな感じは……）

　ハルバートがそんなことを考えていると、痛みから復活したらしいスールがやれやれといった感じにヴェルザの肩をポンと叩いた。

「いつまでも外ではお客人方に失礼だろう。続きは家の中でしたらどうだい？」

「まあ、そうでした！　私ったらハル様が来てくれたのが嬉しくて、つい舞い上がってしまいました。さあ行きましょうハル様、ルビィ様」

　ヴェルザはハルバートとルビィの手を取って家の中へと招いた。

　その様子は一見すれば兄と姉に甘える妹の図にしか見えない。ハルバートとルビィにしても小さな女の子に慕われて悪い気はしなかった。

　ただヴェルザにされるがままになっているハルバートとルビィの後ろで、スールだけは苦笑いを浮かべていた。

（やれやれ、情熱的なのは母親譲りですかね……。ちゃんと手綱を握らないと振り回されることになりますよ。ハル殿）

　そんなことを思いながら、スールは三人のあとについて家へと入っていった。
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　その日の夕方。ボーダン殿への挨拶を終えて、俺とアイーシャとナデンはアイーシャのお母さんのお墓参りをした。神護の森では死者は木の根元に埋葬されるそうだ。

　森の恵みで育った身体を死後は森に還かえすという風習らしい。

　聞こえるのはサワサワと枝が揺れる音と虫の声。

　俺はアイーシャのお母さんが眠る木の前に膝を突き、手と手を合わせる日本式の祈り方で誓った。ボーダン殿にも誓ったように、俺は俺にできることでアイーシャを悲しいことから護まもっていくと。だから娘さんをもらっていきますと。

　しばらくそうしていたあとで、俺は立ち上がるとアイーシャとナデンを見た。

「……二人に言っておきたいことがある」

「なんでしょうか、陛下？」

「なによ。あらたまって」

　キョトンとする二人に、俺は言葉を選びながら告げた。

「俺たちが……いなくなったあとの話だ」

「「　っ!?　」」

　二人は大きく目を見開いていた。

　それは二人にとって、いずれ向き合わなければならないことなのだから。

「油断すれば長命種族といえど短命に終わる場合がある。ボーダン殿の言うことはもっともだろう。だけど、おそらくは俺もリーシアもジュナさんもロロアも、いずれは二人を置いていくことになる。そのときのことを俺なりに考えた上でのお願いだ」

　俺は呆ぼう然ぜんとしている二人の目を見つめながら言った。

「どうか……孤独にはならないでくれ。俺は二人に出会えて幸せだ。いまこのときを、あのころは良かっただなんて後で悲しく思い出すようなものにしたくない」

　二人はなにも言わず、ただじっと俺の言葉を聞いていた。

「思い出すときの二人にも幸せでいてほしい。いまも幸せだけど、あのころも幸せだったなぁ……って笑って思い出してくれるのが理想だ。俺たちがいなくなったあとは、これから生まれてくるだろう子供たちと繫つながり、カルラやエクセルといった長命種族の仲間たちと繫がり……良縁があったら再婚してくれて構わない」

「「　………　」」

　二人は俯うつむいたままなにも言わなかった。

「つねに誰かと繫がって孤独にはならないでくれ。ずっと……」

　アイーシャとナデンがなにも言わずに抱きついてきた。

　俺の言葉に対して承諾も拒絶もしなかった。お互いの心がわかりすぎるから。

　もし二人が俺の立場だったら俺と同じことを思っただろう。

　俺が二人の立場だったら二人と同じ気持ちになっただろう。

　だから返事などはなくていいのだ。

　俺がこのとき、こう言っていたということを二人が憶えていてくれれば。憶えてさえいてくれれば、いずれ二人が迷ったときに背中を押すこともできるだろう。これが俺が二人にできる精一杯のことだ。そして返事をしないことが二人の思いやりなのだろう。

　俺は二人の背中をポンポンと叩くと笑いながら言った。

「生きてるうちは絶対に手放さないけどな。飽きるくらい一緒にいてもらう」

「……はい。できるだけ永く一緒にいましょう」

「私たちだって、そう簡単には逃がしてあげないんだからね」

　二人も眦まなじりに涙は浮かんでいたが笑みを浮かべていた。

「子供も、絶対に作りましょうね。私、頑張りますから」

「ああ。絶対にな」

「一人じゃ足りません。陛下も頑張ってくださいね」

「あ、ああ……頑張るよ」

　意気込むアイーシャにタジタジになってしまった。するとナデンも、

「龍だと星竜連峰に預けなくちゃいけないから、できれば半龍人がいいわよね。ティアマト様に親孝行するためには一人くらいは龍で産みたいけど……あっ、でも半龍人って蛟こう龍りゆう族ぞくなんだっけ？　ウォルター公みたいになったらどうしよう」

　と、そんなことを言い出した。エクセルみたいな子供かぁ……。

「……そうならないようみんなで教育しようか」

「ですね」

「合点承知」

　そうして俺たちは抱きしめ合ったまま笑い合った。
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　―――大陸暦一五四七年八月末。王都パルナム




　まだまだ夏の暑さが残るこの日。

　パルナム城内にある財務官僚たちが働くための大部屋（通称『財務部屋』）。

　その一角に設置された応接場所のソファーではいま、元アミドニア公国公女にして現在ではソーマの第三正せい妃ひ候補であるロロア・アミドニアと、財務大臣であるギャツビー・コルベールが渋い顔を突き合わせていた。二人の間に置かれたテーブルの上には数枚の書類が載っている。この書類が二人の頭を悩ませている原因だった。

「……どう思いますか？　姫様」

　コルベールがそう尋ねると、ロロアは「どうもこうもないわ～」とソファーの背にもたれながら天を仰いだ。いつも明るいロロアには珍しくその表情は浮かなかった。

「たしかに『楽しそうなお祭りイベントがあったら教えてな～』って言うたわ。官僚たちにもお金が動きそうな企画案を出すよう言うとったしなぁ。……でもなぁ……これはさすがにまずいんとちゃう？」

　ロロアは摘つまんだ書類に並ぶ文字を見て苦虫を嚙かみ潰したような顔になった。

　コルベールもまったく同じ気持ちだった。

「……そうですね。下手をすればこの国を揺るがす大問題になりかねません」

「せやろ？　まったく……お祭りイベントは経済振興のためのものなんやから、もっと楽しい企画案を出して欲しいわ」

　肩を落として溜ため息いきを吐つくロロアに、アミドニア公国時代からの付き合いでありかつ同じ経済に精通した同士でもあるコルベールは同情的な気分になった。

「それでは……この件は黙殺いたしますか？」

　気遣わしげなコルベールの言葉にロロアは一瞬逡しゆん巡じゆんしたようだが、やがて観念したように静かに首を横に振った。

「それもできへん。結構な数の署名が集まっとるんやろ？　無視するのも怖いわ」

「……そうですね」

「せやかて、うちやコルベールはんの判断だけで企画の可否を決めてもうたら、いらぬ火種になってまうかもしれへん。なにせうちらは〝立場が立場〟やしな」

　ロロアは自嘲気味にそう言った。そんなロロアの姿を見かねたコルベールは、気持ちを奮い立たせるようにして言った。

「やはりここは、陛下にご判断いただくのが一番かと思います」

「この問題にダーリンを巻き込むんか？……ややなぁ」

「ですが、この企画を実施するためにはいずれにしろ陛下の承諾をいただかなくてはなりません。早いか遅いかの違いだけです」

「そらそうなんやけど……うちがこれを頼みに行くことで、ダーリンにもこんな気分を味わわせなあかんのがなぁ……面倒な女やと思われたりせえへんやろか？」

　ロロアの心配事は途中からは年頃の女の子の悩みになっていた。

　類い希まれな経済センスを持っていても、公国の命運をかけた決断ができても、ロロアはまだ十七歳の少女なのだ。思い人の目を気にするのはとても自然なことだった。

　妹みたいな存在であるロロアのそんな態度をコルベールは微笑ほほえましく思った。

「あの陛下ならば、こんなことくらいで姫様を邪険にはしないでしょう」

「ホンマ？」

「なんでしたら、私のほうから進言しましょうか？」

「……んにゃ、これはうちがやらなあかんことやろうな」

　ロロアは意を決して立ち上がると覚悟を決めてソーマのもとへと向かった。

　そんなロロアの背中を、コルベールは内心で応援しながら見送った。
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「『ガイウス慰霊祭』？」

「………」

　今日もいつもどおりに政務室で書類仕事をこなしていると、ロロアが訪ねてきて数枚の書類を差し出してきた。いつも元気なロロアが今日はやけにしおらしいことを疑問に思いながら、ロロアが持ってきた書類に視線を落とすと……文頭には『〈ガイウス慰霊祭〉起案書』と書かれていた。ガイウス……か。

（ガイウスって……あのガイウス八世だよな？）

　ガイウス八世。ロロアの父親でアミドニア公国の公王だった人物だ。

　先々代エルフリーデン王の時代に、エルフリーデン王国との戦争でアミドニア公国は領土の大半を失っていた。その雪辱を晴らすため、ガイウスは王国内の不穏分子を煽あおるなどして復ふつ仇きゆうの機会を狙っていた。

　そして、王位を譲られたばかりの俺と元陸軍大将ゲオルグ・カーマインが揉もめていた時期に、捲けん土ど重ちよう来らいとばかりに公国軍を率いて王国へと侵攻してきた。

　公国軍は南西部の国境線となっていたウルスラ山脈の谷間を抜け、南部穀倉地帯の中心都市『アルトムラ』を包囲した。ガイウスは俺とゲオルグが争っている間にアルトムラを陥落させ、周辺の穀倉地帯を領有する腹づもりだったのだろう。

　しかし、これはゲオルグの偽の謀反劇を利用してガイウスを釣り出すためにハクヤが仕組んだ罠わなだった。王国内の不穏分子を排除するためにはまず、その支援元であるアミドニア公王家の影響力を削そぐ必要があったからだ。

　俺はゲオルグの謀反劇を終わらせて三公軍を纏まとめ上げると、すぐに公国に対して宣戦布告した。そして電撃的に公国の首都であるヴァンへと侵攻する素振りを見せ、首都を守るために退却してくる公国軍をヴァン近郊の平原で待ち受けた。

　そしてついに、王国軍と公国軍はヴァン近郊の平原で激突した。

　その結果から見れば数で勝る王国軍が退却の疲れが残る公国軍を打ち破ったのだが、この戦いの中でガイウス率いる公国軍は粘りのある戦い振りを見せた。

　既に公国軍が総崩れになっている段階になっても、ガイウスは公子ユリウスを逃がすと、旗本部隊と共に決死の突撃を敢行し、俺のいる王国軍本陣に迫った。

　あのときの俺は極限状態の中で『国王』という役ロールになりきっていたからなにも感じなかったけど……いまあらためて思い返してみれば背筋が凍る。

　結局、カルラの助力など様々な要因が重なり、ガイウスの復ふく讐しゆうの刃は俺に届くことはなかった。ガイウスは戦場に倒れ、なんとか事なきを得ることができたけど、一歩間違えればあのとき討たれていたのは俺だったかもしれない。

　そう思うくらいにあのときのガイウスは鬼神のようだった。

（そのガイウスの慰霊祭……か）

　俺が思案顔になっていると、ロロアが覚悟を決めたように口を開いた。

「アミドニア地方で結構な数の署名が集まっとるらしいわ。ヴァン近郊でのあの戦いからあと一月ほどで一年になるやろ？　そんで、あの戦いで死んでいった公国軍の兵士たちを慰霊する式典ないし、祭さい祀しを開きたいって言ってきとるんや」

「あの戦いから一年ってことは……死んだ者たちにとっての一周忌ってことだしな」

「………」

　そしてそれはロロアの父親であるガイウスの一周忌ってことにもなる。

　王国のために、俺はロロアの父親を討たねばならなかった。

　戦場でのことだし、もともと反りが合わなかったのだから気にしなくていいとロロアは言ってくれているけど……それでも俺の中にモヤモヤとしたものは残っていた。

　ロロアはもう俺たちの家族だと思っている。家族はなにがあっても守る。

　それを信条に俺はこれまで頑張ってきたつもりだ。

　しかし……そんな家族の家族を俺は討った。その事実は決して消えることはない。

　黙り込んだ俺の様子に不安を覚えたのか、ロロアは無理に明るい調子で言った。

「いや～参ったわ～。うちだってわかってんねん。こういった行事をすることで愛国心に火を付けてまう危険があるっちゅうことは。せやけど祭祀のイベントを募集した手前、取り次がなあかんかったんや。元アミドニア公女っちゅう立場もあるしなぁ。うちが無視したら余計な反発を招くかもしれへんし」

　矢継ぎ早に捲まくし立てるロロア。饒じよう舌ぜつなのは不安の裏返しだろう。

　元アミドニア公女という立場でこれを進言することで、俺やリーシアたちとの関係がギクシャクすることを怖おそれているのだろう。瞳が不安で揺れていた。無理もない。俺たち元王国側の家族と、自分を姫と慕う元公国民との間で板挟みになっているわけだし。

（いつまでも……ロロアにこんな顔をさせとくわけにはいかないな）

　ロロアにはいつものように喧やかましいくらい元気に笑っていてほしかった。

「うん、いいんじゃないか？　『ガイウス慰霊祭』」

　俺は書類をおくと、なんてことないといった風を装いながらロロアに笑ってみせた。

　俯うつむきがちだったロロアは顔を跳ね上げて目を丸くしていた。

「えっ!?　ホンマにええの!?」

「名称もこのままでいいだろう。ただ慰霊対象は公国民だけでなく、先の戦争で亡くなった人々全般に広げてくれ。公国軍の侵攻を受けてエルフリーデン王国側にも少なくない犠牲者が出ているからな。戦没者すべてをまとめて弔うよう企画を修正してくれ」

「それはええねんけど……ホンマ？　ホンマにええの？」

　ロロアはまだ心配そうな顔をしていた。

「親おや父じ殿……ガイウス八世は王国にとっては仇きゆう敵てきなんちゃうん？」

　俺は椅子から立ち上がるとロロアの前に立った。不安げに俺のことを見上げるロロアの頭に手を置くと、少し乱暴にクシャクシャと撫なでた。

「ちょっ、ダーリン、そんな乱暴にせんといてぇな」

「ロロアがしおらしいと調子が狂うんだよ。どうせ俺たちに『公国側の事情で面倒を掛けて嫌われたくない』とかそんなことを考えてるんだろ？」

「っ!?」

　図星だったのだろう。ロロアが目をパチクリとさせていた。

「はぁ……そういう余計な気遣いは無用だ。リーシアたちだって怒るぞ？」

「だって、うちはダーリンの婚約者や！　不安になるのは当然やろう！」

「でも、立場が逆だったらロロアだって怒るだろう？」

「………」

　ぐうの音も出なくなったロロアの頭を、今度は優しく撫でた。

「気にしなくていい。敵として戦い打ち破った相手を死後は神として祀まつるっていうのは、俺のいた国ではわりと行われていたことだしな」

「……そうなん？」

「ああ。敗れた者たちは恨みや無念を抱いて死ぬからな。そういったものに祟たたられないように、荒ぶる魂を鎮め、その土地の鎮守として祀り上げるんだ」

　アマツカミに敗れたクニツカミ、都を追われた菅すが原わらの道みち真ざね、関東に夢を見て討伐された平たいらの将まさ門かど……判ほう官がん贔びい屓きな国民性もあるのだろうけど、あの国では精一杯に生き抜いて敗れた者たちを神や土地の鎮守として祀っていた。打算もあるだろう。

　その恨みに祟られぬように、悲しき魂を慰めるために。

　そう説明するとロロアは目をパチクリとさせていた。

「ルナリア正教と揉めたときも思うたけど、ダーリンのいた国って本当に宗教観がゆるゆるやったんやな～。やけに世俗的っちゅうか……」

「信仰や祭祀っていうのは本来そういうものなんじゃないか？　慰霊の祭祀も、死者よりはむしろいまを生きる人々の心を慰めるためにあるんだと思う。大切な人を失った悲しみを埋めるためにとか、心の整理を付けて前を向くためにな」

「……うん。そういうものかもしれへんね」

　ようやくロロアは笑顔を見せた。すると気持ちを切り替えたのか、いつもどおりの愛あい嬌きようの中にも抜け目なさのある商売人の顔になっていた。

「せやったらダーリン。慰霊祭の許可を出すんはええとして、どうせやるんなら華のあるお祭りイベントにしたいわ。もともとそういう趣旨で募集しとったさかい、人が仰ぎよう山さん集まってお金を落としていってくれるようなイベントがええなぁ」

　まるでおねだりでもするかのようにロロアはニンマリ顔で言った。

　気持ちを切り替えた途端、商談のようなものを始めるあたりがロロアらしかった。適度な小憎らしさがあったけど……沈み顔よりはずっといいだろう。

「慰霊祭で華のあるイベントか……」

　そう聞いて俺は向こうの世界にあった行事を思い出した。

「それじゃあ『灯とう籠ろう流ながし』でもやってみるか？」

「とうろうながし？」

　ロロアが小首を傾かしげた。その仕草にちょっと可愛かわいいと思ってしまったのは内緒だ。

「『送り火』の一種だな。俺のいた世界では、海や川みたいな水辺には『死』のイメージがあったんだ。あの世とこの世を隔てる三さん途ずの川……みたいな感じだ」

「ああ。そないな考え方ならこの世界にもあるわ。あの世とこの世の間には大きな川が流れとって、渡し守に渡してもらわんとあかんって」

　ああ、この世界でもそうなのか。たしかに『水＝死』『水辺＝生と死の境』というイメージは向こうの世界でも洋の東西を問わずにあった。それはこの世界も同じらしい。

　案外、生き物として根元的な部分での共通認識なのかもしれない。

「そんな風に『死』のイメージがある川に、供物を載せた船を流すことで死者の霊を慰めるっていうのが灯籠流しなんだ。たくさんの灯あかりの点ついた船がゆったりと川を流れていく様子は、見ていてとっても幻想的なんだ」

「へぇ～。話に聞いとるだけでも綺き麗れいそうやな！」

　するとロロアは頭に置いてあった俺の手を両手で取った。

「その案もろたわ！　慰霊祭ではその『トーロー流し』っちゅうんをやろう！　そうと決まればこうしちゃおれへん。さっそくコルベールはんと予算を詰めてくるわ！」

　そう言うとロロアは部屋を飛び出していこうとして……扉のところで足を止めた。

　そしてクルリと身体からだごと振り返ると俺に和やかな笑顔を向けた。

「……ありがとな、ダーリン♪」

　そうはにかむように言ってロロアは部屋を勢いよく飛び出して行った。

　来たときとは違ってバタバタとけたたましく遠ざかっていく足音。

「やっぱりロロアはこうでなくっちゃ……」

　元気さを表すようなそんな足音が、なんだかとても愛いとおしく思えた。





◇　◇　◇






　やると決めたらロロアの行動は早かった。

　即座にコルベールとともに予算を組み、慰霊祭の実行に向けて動き出した。

　その間の俺は政務が忙しくて、慰霊祭のためにやったことといったら敵であったガイウスを慰霊することを渋るハクヤを説得するくらいだった。

　そのため、準備のほとんどはロロアたちに任せっきりにしてしまった。

　……いまにして思えば、それがいけなかったのかもしれない。




　―――大陸暦一五四七年九月半ば




「なんだこりゃ……」

　元アミドニア公国の首都であった『ヴァン』の近くを流れる大河。

　その大河に浮かぶ〝大船団〟を見て、俺は思わずそう呟つぶやいた。

　大船団というのはなんの誇張でもない。数十隻はあろうかという煌きらびやかに飾り立てられた小早船が、夕闇の川かわ面もを煌こう々こうと照らしていたのだ。

「なにってこれが『トーロー流し』ちゃうん？」

　すると隣に立っていたロロアがキョトンとした顔でそう聞いてきた。

「ダーリンの言うとったとおりに灯りの点いた船を浮かべてんねんで？」

「いやいやでかすぎだろ……ってしまった。大きさについて言及してなかったか」

　たしかに灯りの点いた船を流すとしか言っていなかった。手で持てるようなサイズのつもりで言ったんだけど、あの言い方では小船と勘違いするのも無理はないか。

　しかしこのサイズになると、『灯籠流し』というよりはもはや『精しよう霊ろう流ながし』のほうが近いだろう。祖じ父いちゃんの好きだった、さだまさしさんの楽曲で有名なあれだ。長崎の精霊船は陸上を練り歩くんだけど、実際に川に流すところもあるらしい。

　う～ん……『精霊流し』を聴いて『灯籠流し』の歌だと勘違いするって笑い話は聞くけど、まさかその逆をいくとは思わなかった。

「しかも、どの船もやたらと気合いの入ったデザインだしなぁ」

　河面に浮かぶ小早船はどれもド派手な装飾がされていた。

　多いのはなにかをモチーフにしたデザインで、バイキング風の戦船を装ったものや、黒龍形態のナデンやペガサスなどを模したもの、瓜うりや大根などの野菜を模したものまであった。また、楽団員が乗り込んだ船などもあり、始終陽気な音楽を奏でている。

　光の列と陽気な音楽は、さながら某王国の電気的エレクトリカルなパレードを思わせた。

「凄すごく楽しげだけど、慰霊祭って雰囲気でもないな」

　俺がそう言うと、ロロアは「なに言うとんねん」と呆あきれ顔がおをした。

「こうなった原因はダーリンにもあんねんで？」

「俺に？」

「せや。ダーリンはヴァンを占領しとったとき、ヴァンの民衆たちに表現することの楽しさを教えたやろ？　それ以来、ヴァンはすっかり芸術の都になってもうたんや」

「そうらしいな。反発されるよりはいいし気にしてなかったけど……」

「そのせいで王国中から若い芸術家たちが仰山集まっとるらしいで。この珍妙な船団はそんな芸術家たちから溢あふれ出た情熱の産物なんや」

「……マジか」

　俺が行った政策が原因でこんなことになっていたのか。

　なにかを行えば善よかれ悪あしかれ結果は出るものだけど、結果が出てそれで終わりというわけではない。行ったことの影響は結果が出たあとも繫つながっていく。それこそ、人の営みが続くかぎりだ。そう思うと目の前の珍妙な景色も感慨深く思えた。

「ガイウスが見たら怒りくるいそうだ」

「親父殿は、そうやろうなぁ……」

　ガイウスの厳いかつい顔を思い出しロロアと二人で苦笑してしまった。

　戦っていたときは命の危険を感じさせられた相手だったけど、いまはもう記憶の中にしかいない。しんみりとした空気になったので俺は話題を変えることにした。

「それで〝こんなもの〟まで用意したのか？」

「周りの船がド派手やからな。うちらの乗る船にもインパクトが欲しいところやろ？」

「だからって……『ロロア・マル』まで持ち出すか？」

　いま俺たちがいるのは水陸両用輸送船『ロロア・マル』の甲板だった。

　ずっと『ススムくん・マークⅤ』を起動させて水に浮かべていると、発生する波で周囲の小早船が大変なことになるので、いまは機体下部の空気を溜ためるゴム質部分がピンと張る最小限度の出力で起動させて川岸に打ち上がっていた。

　甲板の上には美お味いしそうな料理が並んだテーブルがいくつも置かれており、また、あとで俺が挨拶を述べるところを中継するために玉音放送の宝珠も設置されている。

「にゃはは、ちょうどええやん。どのみち警備の兵士や宝珠を積み込むなら大型船にせなあかんしな。水陸両用輸送船のいいデモンストレーションにもなるわ」

　そう言ってロロアは愉快そうに笑った。

　ロロアは笑っていたけど、会計を預かるコルベールは頭を抱えていたことだろう。イベントを派手にすればするほど衛え士じの手配などの仕事が増えていくわけだしな。

　肩をすくめつつ俺は周囲を見回した。

「なんて幻想的な光景なんでしょう」

「とても綺麗ですね。ジュナさん」

　ロロア・マルの縁へりではジュナさんとトモエちゃんが、楽しそうに船団を指差しながら笑っていた。残暑が落ち着いた夜に暗い水面と煌びやかな船団をバックに佇たたずむ二人。美人＆美少女コンビなのでなかなか絵になる光景だ。一方、甲板のテーブルでは、

「ガツガツガツガツ」

「モグモグモグモグ」

　アイーシャとナデンがテーブルの上のご馳ち走そうに食らいついていた。

　アイーシャはいつもどおりとして、ナデンも結構美味しい物には目がないタイプだ。一応、俺の護衛役でもあるはずなんだけど……まああの二人なら大丈夫だろう。

　苦笑しているとロロアが言った。

「シア姉も来られたら良かったんやけどね」

「呼ぼうかとも考えたんだけど、無理はさせられないからな」

　リーシアのお腹なかの中の子供も順調に育っているそうだ。ただ、いまは大事な時期だそうで長距離を移動させていらぬ心労を掛けたくなかった。

「それにリーシアにも『今日の主役はロロアだから、しっかりエスコートするように』って手紙で釘くぎを刺されたしな。だから今日はずっとロロアのそばにいるよ」

「にゃはは、シア姉らしいなぁ」

　ロロアは嬉うれしさも混じった苦笑いを浮かべた。

「さてと……それじゃあうちの陛下。いっちょはじめよか」

「了解。我がプリンセス・ロロア」

　俺はロロアが差し出してきたその手を取った。





◇　◇　◇






『あの戦いからそろそろ一年が経たとうとしている』




　会場となる河面にソーマの声が響いた。ロロア・マルの甲板に設置された舞台の上で、ソーマは暫定国王としてこの『ガイウス慰霊祭』の挨拶を行っていた。

　ソーマの隣にはロロアがピッタリと寄り添うように立っている。

　二人が仲むつまじく並んで立つことで、一つの国家となったエルフリーデン王国とアミドニア公国の連帯を演出しているのだ。この光景は玉音放送の宝珠を通してフリードニア王国全土に放映されていた。ソーマは挨拶を続けた。




『あの戦いでは両国ともに多くの血が流れ、命が失われた。

　いまの平穏はその犠牲の上に成り立っている。

　そのことを忘れることのないように、また亡きガイウス殿の威風を偲しのぶためにこの「ガイウス慰霊祭」を開催する運びとなった』




　ソーマはそこで一旦言葉を切ると、息を整えてから静かに語り出した。




『いまでも思い出す。

　あの戦いの最終局面で旗本とともに突撃を敢行し、自分に迫ったガイウス殿の勇姿を。

　質実剛健、その言葉こそが相応ふさわしい人物だった。

　敗れはしたものの、彼は真にアミドニアの民の気骨を体現していた。

　断言しよう。私はガイウス八世に恐怖した！』




　騒がしかった河面が静かになる。みんなソーマの言葉に耳を傾けていた。




『ひたすらにエルフリーデン王国への復ふつ仇きゆうに邁まい進しんする様子は鬼神のようにさえ思えた。

　エルフリーデン王国からしてみれば非常に厄介な御仁だった。

　しかし、その執念を頭から否定する気にはなれない。

　その執念が国と民のためのものであったことは疑いようもないからだ。

　アミドニア公国を浮上させるために、

　武勇の人であるガイウス殿が選べたのはあの道しかなかったのだろう』




「おお、ガイウス陛下」

「貴方あなたの雄姿はこの目に焼き付いております！」

「武人としての面目は保たれた……これほど嬉しきことがありましょうや」

　小早船のほうから元公国の将兵たちの慟どう哭こくが聞こえた。

　ガイウスの施政は軍備増強を優先し、公国民に少なくない負担を強いるものだったけれど、それでもその威風を慕っていた者たちもたしかにいたのだ。

　人には必ず善悪の両面が存在する。すでに故人となったからには悪い面には目を瞑つぶり、善い思い出として語ろう。死者に鞭むちを打つことはない。

　ソーマはここが一番の勝負どころだと声を張り上げた。




『だからこそ私は宣言する！

　歴代公王家が抱いた「恨み」はガイウス殿に土深く沈めてもらう！

　そして私は彼の「民を思う心」のみを継承しよう！

　ここにいるロロア姫を生涯を懸けて守り、エルフリーデン地方・アミドニア地方の区別なく、この国の民として生命と財産を守っていこう！

　もし、私が道に外れ、ロロア姫や民を泣かすようなことがあれば、ガイウス殿は泉下より蘇よみがえってあの怖い顔で枕元に立ち、私を祟たたり殺すだろう！

　そうならないよう、誠心誠意、王としての責務を果たしていく所存だ！』




　ソーマがそう宣言すると船団のほうから大きな拍手と歓声が上がった。

　どうやらアミドニアの人々の心を納得させられたようだ。

　勝者の側の王が敗者の側の国民に向かって演説するのだ。

　高圧的にものを言えば反発されるし、低姿勢過ぎれば侮られることだろう。

　ソーマにとって難しい舵かじ取とりが求められる挨拶だったが、ガイウスの威風を前面に出すことで乗りきることができた。

　ソーマは内心でホッと胸をなで下ろしながらこの挨拶を締めくくった。




『さあ、堅苦しい挨拶はここまでだ！

　もはや王国も公国もない！

　恨みや憎しみや悲しみは故人に泉下へと沈めてもらえ！

　今こ宵よい一夜は故人を偲び、いまを共に生きる喜びを嚙かみ締めよ！

　さあ飲め、食え、歌え！

　ガイウス殿ら、去っていった者たちの威風に思いを馳はせながら！

　ここに「第一回ガイウス慰霊祭」の開催を宣言する！』




　ソーマの言葉に、今日一番の大歓声が沸き起こった。





◇　◇　◇






「親おや父じ殿のこと、持ち上げすぎちゃう？」

　挨拶が終わってから、ロロアがニヤニヤ顔でそんなことを聞いてきた。

　川の上ではすでにドンチャン騒ぎが始まっていた。

　光り輝く船の上で、人々が酒を飲み、大いに語らい、楽団員たちは音楽を奏で、ジュナさんたち歌姫ローレライが歌っている。もはやエルフリーデンとかアミドニアとかは関係なく、故人を偲ぶという本来の趣旨さえ忘れていそうだ。でも、それでいいのだろう。

　生きている者たちは、いまを生きる喜びを全力で謳おう歌かすべきなのだから。

「ムシャムシャパクパク！」

「ちょ、ちょっとアイーシャ。それは一気に食べ過ぎじゃない？」

「うぐっ……」（詰まらせたのかドンドンと胸を叩たたく）

「ほら言わんこっちゃない。トモエ、水を持って来て」（介抱中）

「わ、わかりましたナデンさん！」

　あー……あそこらへんは謳歌しすぎかもしれないけどな。

　俺はやれやれと肩をすくめるとロロアの頭にポンと手を置いた。

「多少オーバーだったかもしれないけど、語った言葉に噓うそ偽りはないよ。ガイウス殿はガイウス殿でこの国のことを思って行動していたと思うしな」

　交わる道ではなかったが彼かの御仁も、自分の生を精一杯生きたのだろう。

　同じ国を預かる者として共感できる部分もある。

　だからせめて、彼の生きた証あかしでもあるロロアとこの国を護まもっていこう。

　彼から受け継いだものを次の時代へと繫つなげていこう。

　そう決意を新たにしていると、ロロアがニンマリと笑った。

「うちのこと生涯掛けて守ってくれるいうんも？」

「もちろん本心だ」

「むっふっふー♪　やっぱ好きやわ、ダーリン♪」

　ロロアは俺の首に手を回して飛び付いてくると、唇と唇を重ねてきた。

　痛っ、勢いがよすぎで歯がぶつかった。ロロアの腰を抱き留めてやると、ロロアは足が宙に浮いたままになった。なんとも変な体勢でのキスだった。

　しばらくして顔を離したロロアは、この日一番の笑みを浮かべていた。




「宣言したんやから、一生大事にしてくれんと許さへんで？　ダーリン♪」
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